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長
い
年
月
を
米
国
で
生
き
て
、
仕
事
の
仕
上
げ
も
見
え

て
き
て
、
将
来
は
日
本
に
帰
国
し
て
老
後
を
過
ご
し
た
い

と
考
え
て
い
る
日
本
人
が
少
な
か
ら
ず
い
る
。
米
国
は
、

医
療
費
や
保
険
代
を
個
人
で
負
担
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も

高
額
な
こ
と
も
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。
幸
い
、
米
国
で
長

年
働
い
て
米
国
政
府
に
収
め
た
社
会
保
障
年
金
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
蓄
え
は
、
定
額
で
死
亡
す
る

ま
で
受
け
取
れ
、
日
本
に
帰
国
、
在
住
し
て
い
て
も
支
給

さ
れ
る
た
め
、
米
国
か
ら
の
帰
国
者
は
経
済
的
に
生
活
力

を
維
持
し
や
す
い
。
一
方
で
、
米
国
で
は
、
医
療
保
険
、

健
康
保
健
代
が
非
常
に
高
額
な
た
め
、
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

を
十
分
に
活
か
せ
な
い
と
い
う
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
が
こ
の
ほ
ど
ま

と
め
た
﹃
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
・
日
系
人
の
高
齢

化
に
関
す
る
意
識
調
査
〜
訪
問
介
護
の
在
り
方
を
探
る

〜
﹂
で
は
、
日
本
で
老
後
を
過
ご
す
こ
と
を
選
択
肢
と
し

て
残
し
て
い
る
者
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
者
の
51
・

４
％
と
半
数
以
上
に
上
っ
た
。

　

帰
国
し
て
自
分
の
故
郷
に
戻
っ
て
暮
ら
す
の
も
よ
し
、

今
ま
で
住
ん
だ
こ
と
の
な
い
日
本
の
地
方
都
市
で
生
活
を

始
め
る
の
も
よ
し
。
問
題
は
住
む
場
所
と
将
来
の
介
護
ケ

ア
の
安
心
材
料
を
ど
こ
ま
で
米
国
に
い
な
が
ら
入
手
で
き

る
か
だ
ろ
う
。

　

帰
国
後
も
元
気
な
う
ち
は
高
齢
者
向
け
レ
ジ
デ
ン
ス
の

食
事
付
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
の
充
実
し
た
と
こ
ろ
で
暮
ら
し

た
い
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
だ
。海
外
に
い
て
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
な
ん
で
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
時

代
だ
が
、
自
己
流
で
調
べ
て
も
限
界
が
あ
る
。
本
紙
新
年

号
で
は
、
そ
ん
な
人
達
に
向
け
た
日
本
で
の
老
後
に
つ
い

て
、
各
分
野
の
専
門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
関
連
特
集
記
事
1
面
〜
13
面
に
︶

賀
正

帰国して日本で暮らす
海外から帰国しても違和感のないハイグレードな老人ホームが人気だ。（写真はイメージ／協力・東急不動産ホールディングス） 老後は日本で  1~13 面

生き生き EATS 14 面

コロナ後の世界 20 面

バイデン・ハリスに期待  21 面

手厚い米国の年金制度 19 面

新
春
特
別
号
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日本クラブからのお知らせ
■ 2021 年冬期オンライン講座　
　いけばな池坊　立花クラス
　木曜クラス１月７日
　（英語）19:30-20:30 （日本語）20:40-21:40
　日曜クラス １月 10 日
　（英語）10:00-11:00 （日本語）11:10-12:10
　受講料： $25
　習い物７カ条（薄１葉）、草

道　立花免許保持者のみ参加
可能。ビデオのデモンスト
レーションを見ながら、野田
先生が丁寧に解説するオンラ
インクラスです。至近距離で
の撮影ですので、手元の動き
等が大変よく見えます。普
段は時間の都合で出来ない
作品を解説します。クラス
後２週間、編集版ビデオを
Youtube でご覧いただけます。
各クラスは日本語と英語、1
日 2 回行います。ご希望であ
れば両方の受講が可能です。また、木曜と日曜と同じ内容の
クラスを 2 回行いますので、ご予定に合わせて曜日をお選び
いただけます。ぜひご参加ください。

    ウェブサイトよりお申し込みください：www.nipponclub.org/culture
　お問い合わせ：culture@nipponclub.org

■出展アーティスト募集中！
　日本クラブ WEB ギャラリー（nippongallery.nipponclub.org）

では出展アーティストを募集しています。作品販売可。出展
費などの詳細は E メール gallery@nipponclub.org までお問
い合わせください。

■年末年始休業のお知らせ
　誠に勝手ながら、日本クラブは 1 月 1 日 （金）〜 1 月 5 日 ( 火）

まで、休業とさせていただきます。 また、お弁当ピックアッ
プサービスは 12 月 28 日 ( 月 ) 〜 1 月 5 日（火）までお休み
となり、新年は 1 月 6 日（水）から営業を開始します。皆様
には何かとご不便をおかけすることと存じますが、ご理解を
賜りますようお願い申し上げます。

　
皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

どうぞ良いお年をお迎えください。

日本クラブメンバーシップのお問い合わせは
hnaito@nipponclub.org （内藤まで）

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

JAA 野田事務局長

パンデミック以前は毎月２回開催されていた NY 日系人会の敬老会

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本

人
・
日
系
人
の
高
齢
化
に
関
す

る
意
識
調
査
︵
訪
問
介
護
の
在

り
方
を
探
る
︶
と
題
し
た
調
査

結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
︵
Ｊ

Ａ
Ａ
、
西
45
丁
目
49
番
地
11

階
︶
で
１
冊
の
小
冊
子
を
作
成

し
た
。
桃
山
学
院
大
学
︵
大
阪

府
和
泉
市
︶
の
金
本
伊
津
子
研

究
室
が
、
Ｊ
Ａ
Ａ
の
邦
人
・
日

系
人
高
齢
者
問
題
協
議
会
と
協

力
し
て
統
計
調
査
し
た
。

　

２
０
０
６
年
に
Ｊ
Ａ
Ａ
が

実
施
し
た
高
齢
者
問
題
に
対

す
る
意
識
調
査
と 

12
年
後
の

２
０
１
８
年
の
調
査
に
よ
っ

て
、
共
時
的
比
較
分
析
が
可
能

と
な
り
、
高
齢
化
の
進
み
具
合

や
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
る
意

識
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
も
踏

み
込
ん
で
い
る
。

　

同
調
査
で
は
、
老
い
の
問
題

は
、他
人
任
せ
に
な
り
が
ち
で
、

お
ざ
な
り
に
な
っ
た
り
、
後
回

し
に
さ
れ
た
り
し
が
ち
な
問
題

と
し
て
位
置
付
け
、
特
に
海
外

で
老
い
を
迎
え
る
日
本
人
、
日

系
人
は
、
老
い
の
モ
デ
ル
が
欠

如
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
主

的
な
関
わ
り
が
特
に
必
要
な
状

況
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

同
研
究
は
︵
１
︶
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
近
郊
に
在
住
す
る
日
本

人
、
日
系
人
の
高
齢
化
の
現
状

を
把
握
す
る
こ
と
︵
２
︶
高
齢

者
が
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
て
い
る
の
か
そ
の
優
先
順

位
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
２
０
１
８
年
９
月
上
旬
か

ら
10
月
７
日
ま
で
で
２
０
５
７

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し

６
１
１
人
か
ら
回
収
し
た
︵
回

収
率
29
・
７
％
︶。
回
答
者
の

居
住
地
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
が

32
・
６
％
、
ク
イ
ー
ン
ズ
が

15
・
７
％
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
８
・
４
％
、
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
３
・
１
％
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
20
・
７
％
。
女
性

が
69
・
３
％
、
男
性
27
・
２
％
。

平
均
年
齢
は
66
・
４
歳
。
最
小

が
40
歳
、最
高
齢
が
１
０
０
歳
。

70
代
の
回
答
が
25
・
７
％
と
最

も
多
い
。
米
国
で
の
ス
テ
イ
タ

ス
は
、
永
住
者
が
59
・
２
％
と

最
も
多
く
、
つ
い
で
米
国
市
民

が
36
・
２
％
だ
っ
た
。

　

﹁
も
し
将
来
日
本
に
永
住
帰

国
す
る
場
合
、
い
つ
ご
ろ
の
帰

国
を
考
え
て
い
ま
す
か
﹂
と
い

う
問
い
に
対
し
て
﹁
考
え
て
い

な
い
﹂
と
回
答
し
た
者
が
42
％

で
、
こ
れ
は
米
国
で
老
後
を
過

ご
す
と
決
め
て
い
る
37
・
５
％

と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
具
体
的
に
日
本
へ
の
帰

国
を
検
討
し
て
い
る
者
は
﹁
１

年
以
内
﹂
が
２
・
１
％
、
５
年

以
内
が
７
・
７
％
、﹁
10
年
以
内
﹂

が
８
・
７
％
、﹁
15
年
以
内
﹂
が

４
・
８
％
、﹁
20
年
以
内
﹂
が
２
・

６
％
、﹁
20
年
以
上
﹂
が
１
・
５

％
の
計
27
％
お
り
、﹁
考
え
て

い
る
が
時
期
は
未
定
﹂︵
24
・

４
％
︶
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と

日
本
で
老
後
を
過
ご
す
こ
と
を

選
択
肢
と
し
て
残
し
て
い
る
者

が
51
・
４
％
と
半
数
以
上
に
上

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

日
本
帰
国
の
理
由
は
﹁
日
本

の
方
が
安
心
し
た
老
後
が
送
れ

る
か
ら
︵
言
葉
、
食
事
、
ケ
ア

の
質
な
ど
︶﹂
と
回
答
し
た
者

が
40
・
２
％
で
最
も
多
く
、
米

国
よ
り
日
本
で
の
老
後
に
安
心

感
を
持
つ
者
が
多
い
。﹁
日
本

に
家
族
︵
子
供
︶・
親
戚
が
い

る
か
ら
﹂︵
11
・
３
％
︶、﹁
日

本
に
親
が
い
る
か
ら
︵
介
護
を

含
む
︶﹂︵
６
・
２
％
︶
と
親
族

が
日
本
に
い
る
場
合
で
あ
る
こ

と
も
日
本
へ
の
永
住
帰
国
の
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ａ
の
野
田
美
知
代
事
務

局
長
は
﹁
日
本
に
帰
る
か
ど
う

か
の
年
齢
的
な
目
安
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ま
だ
あ
る
80
歳
く
ら

い
。
特
に
身
寄
り
の
な
い
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
自
宅
で

転
ん
だ
り
し
て
入
院
し
た
場

合
、
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
、
ナ

ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
と
辿
る
コ
ー

ス
が
で
き
て
い
て
自
宅
に
戻
れ

な
い
こ
と
が
多
い
。
米
国
に
残

る
な
ら
社
会
福
祉
の
メ
デ
ィ
ケ

イ
ド
を
利
用
で
き
、
医
療
費
を

安
く
抑
え
ら
れ
る
が
、
手
続
き

移
行
中
の
２
、
３
か
月
中
に
多

額
の
費
用
負
担
が
生
じ
る
。
元

気
な
う
ち
に
情
報
を
集
め
て
早

め
に
自
分
の
老
後
と
向
き
合
っ

て
欲
し
い
﹂
と
話
し
て
い
る
。

日系高齢者の半数が帰国を希望
在ニューヨークの日本人・日系人の高齢化に関する意識調査まとまる

言
葉
と
食
事
が
安
心

帰
国
決
断
の
分
岐
点
は
80
歳

http://www.nipponclub.org/culture
mailto:culture@nipponclub.org
mailto:gallery@nipponclub.org
mailto:hnaito@nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
http://www.mtfujirestaurants.com/
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東
急
不
動
産
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
グ
ル
ー
プ
の
シ
ニ
ア
住
宅

﹁
グ
ラ
ン
ク
レ
ー
ル
馬
事
公
苑
﹂

︵
東
京
都
世
田
谷
区
上
用
賀
１

丁
目 

22
番
23
号
︶
は
、
高
級

住
宅
型
老
人
ホ
ー
ム
だ
。
海
外

か
ら
の
帰
国
者
に
と
っ
て
違
和

感
の
な
い
環
境
と
十
分
な
設
備

が
完
備
さ
れ
て
い
る
。
建
物
の

外
観
も
外
国
の
大
使
館
を
思
わ

せ
る
重
厚
な
石
造
り
で
、
一
歩

中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
ま

る
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
落
ち
着

い
た
一
流
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に

入
っ
た
よ
う
な
高
い
品
格
を
漂

わ
せ
て
い
る
。
最
寄
駅
は
、
東

急
田
園
都
市
線
用
賀
駅
か
ら
徒

歩
13
分
、
桜
新
町
駅
か
ら
徒
歩

14
分
。
駐
車
場
完
備
︵
有
料
︶。

　

健
康
な
人
が
ゆ
と
り
あ
る
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ス
タ
ー
ト
す
る

に
は
贅
沢
な
ほ
ど
の
造
り
だ

が
、
こ
こ
の
最
大
の
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
は
建
物
や
設
備
の
充

実
に
加
え
、
安
心
で
心
地
よ
い

日
々
を
支
え
る
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
あ
る
。

▽
フ
ロ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

　

フ
ロ
ン
ト
に
は
ス
タ
ッ
フ
が

常
駐
し
、
外
来
者
の
受
付
、
不

在
時
の
郵
便
物
の
代
理
受
領
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
、
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
、
館
内
の
巡
回
、

買
い
物
代
行
︵
要
予
約
︶
な
ど

を
行
う
。

▽
健
康
管
理
サ
ー
ビ
ス

　

日
常
健
康
相
談
＝
看
護
師
が

24
時
間
常
勤
。適
宜
体
調
管
理
、

無
料
健
康
相
談
、
緊
急
対
応
を

行
う
。
看
護
に
関
わ
る
職
員
体

制
は
、
週
39
時
間
換
算
で
常
勤

看
護
職
員
1
人
以
上
配 

置
︵
夜

間
帯
午
後
７
時
30
分
か
ら
翌
朝

午
前
９
時
ま
で
は
看
護
職
員
1

人
配
置
︶。

▽
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

　

居
室
清
掃
な
ど
＝
居
室
の
清

掃
や
外
出
の
付
き
添
い
、
電
球

交
換
、
長
期
不
在
時
の
植
物
の

水
や
り
な
ど
の
対
応
を
有
料
で

行
う
。

▽
食
事
を
毎
日
用
意

　

栄
養
士
が
健
康
に
配
慮
し

た
、
か
ら
だ
に
う
れ
し
い
メ
ニ

ュ
ー
を
３
６
５
日
3
食
予
約
な

し
で
2
種
類
か
ら
選
べ
る
。
季

節
の
素
材
を
活
か
し
た
和
・
洋

の
コ
ー
ス
料
理
を
用
意
。 

︵
予

約
制
・
別
途
費
用
︶
通
常
食
の

場
合
、
朝
食
４
９
５
円
、
昼
食

６
６
０
円
、
夕
食
１
０
４
５
円

︵
税
込
︶

▽ 

24
時
間
サ
ポ
ー
ト
体
制 

　

緊
急
時
対
応
や
防
犯
・
防
災

対
策
と
し
て
、
館
内
に
は
ス
タ

ッ
フ
が
常
駐
。
共
用
部
分
や
住

戸
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が
作

動
し
た
場
合
、
ス
タ
ッ
フ
が
速

や
か
に
対
応
す
る
。

▽
介
護
住
宅
へ
の
住
み
替
え

　

シ
ニ
ア
住
宅
居
住
中
に
有
料

の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
事

業
者
と
入
居
者
と
の
合
意
に
よ

っ
て
介
護
住
宅
へ
移
り
住
む
こ

と
が
で
き
る
。
24
時
間
ス
タ
ッ

フ
の
サ
ポ
ー
ト
あ
り
。

　

問
い
合
わ
せ
＝
グ
ラ
ン
ク
レ

ー
ル
馬
事
公
苑　

入
居
相
談
室

電

話
︵

米

国

か

ら

︶

１
・

８
１
３
・
５
７
１
７
・
７
３
０
２

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トw
w

w
.

g
r

a
n

c
r

e
e

r
.c

o
m

/
bajikouen/ 

　

ま
た
は
﹁
グ
ラ
ン
ク
レ
ー
ル

馬
事
公
苑
﹂
で
検 

索
。
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で

き
る
︵
詳
細
は
２
面
の
広
告
参

照
︶
。
料
金
に
つ
い
て
は
、
左

記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
﹁
居
室
・
費
用
﹂

↓
﹁
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
﹂
か
ら
確
認
で

き
る
。

　

h
t

t
p

s
:/

/
w

w
w

.
g

r
a

n
c

r
e

e
r

.c
o

m
/

bajikouen/

日
々
を
支
え
る
安
心
の

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

帰
国
し
て
違
和
感
な
い
住
ま
い

東
急
不
動
産
Ｈ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
の
シ
ニ
ア
住
宅

グ
ラ
ン
ク
レ
ー
ル
馬
事
公
苑

ゆったりと落ち着いた１LDK タイプの洋室

重厚な石造りの外観は大使館など在外公館の様な趣だ

まるでマンハッタンの高級ホテルに入ったかのような格調のあるロビー

豊かさを実感して暮らす

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　

２
０
１
８
年
3
月
の
就
任
以

来
、
こ
れ
ま
で
36
州
を
訪
れ
、

日
本
の
製
品
・
文
化
・
芸
術
・

食
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
我
が
国
は
ア
メ
リ
カ
社
会

か
ら
愛
さ
れ
て
お
り
、
い
か
に

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
日
本
企

業
の
皆
様
の
活
動
が
各
地
で
価

値
を
創
造
し
て
い
る
か
を
肌
で

感
じ
て
き
ま
し
た
。
改
め
て
、

駐
米
大
使
と
し
て
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。
 

　

２
０
２
０
年
は
百
年
に
一
度

と
も
い
え
る
大
変
な
年
で
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
振
る
う
中
、
今
も
心
休

ま
ら
な
い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
存
じ
ま
す
。

米
国
政
府
等
が
日
々
発
表
す
る

情
報
を
含
め
、
当
館
或
い
は
お

近
く
の
日
本
総
領
事
館
か
ら
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
等
で
最

新
の
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
い
た
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
 

　

今
年
こ
そ
は
皆
様
に
と
っ
て

良
い
年
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
延
期
さ
れ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
﹁
復
興

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
﹂
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
人
類
が
一
致
団
結
し
て

い
る
姿
は
、
世
界
中
の
人
々
に

希
望
を
与
え
る
も
の
と
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
 

　

ま
た
、
今
月
20
日
に
は
バ
イ

デ
ン
次
期
大
統
領
及
び
ハ
リ
ス

次
期
副
大
統
領
が
就
任
さ
れ
る

日
米
同
盟
は
世
界
平
和
と
繁
栄
に
不
可
欠

新
年
の
ご
挨
拶

予
定
で
す
。
自
由
、
民
主
主

義
、
基
本
的
人
権
、
法
の
支
配

と
い
う
普
遍
的
な
価
値
観
を
共

有
し
て
い
る
日
米
の
同
盟
関
係

は
国
際
社
会
の
平
和
と
繁
栄
に

と
っ
て
不
可
欠
で
す
。
報
道
等

で
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
私
自
身
は
、
こ
の
た

び
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
ま
も
な
く
帰
国
し

ま
す
が
、
新
任
大
使
に
対
し
て

も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
　

本
年
が
健
や
か
で
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使

杉
山 

晋
輔

https://www.grancreer.com/bajikouen/
https://www.grancreer.com/bajikouen/
http://jcciny.org/
https://www.nipponclub.org/
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日本の安全安心と新
年
の
ご
挨
拶

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
す
。
今
回
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
、
我
々
の
生
命
、

生
活
、
尊
厳
を
脅
か
し
て
い
ま

す
。
強
大
な
軍
事
力
で
も
コ
ロ

ナ
か
ら
人
々
を
守
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
人
間
の
尊
厳
と
い

う
も
の
を
真
ん
中
に
据
え
る
安

全
保
障
の
考
え
方
、
故
緒
方
貞

子
さ
ん
が
主
導
さ
れ
た
﹁
人
間

の
安
全
保
障
﹂
の
重
要
性
が
痛

感
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
コ
ロ

ナ
対
策
の
た
め
に
は
、
ワ
ク
チ

ン
が
広
く
行
き
渡
る
こ
と
が
重

要
で
す
が
、
最
も
脆
弱
な
人
も

含
め
て
一
人
一
人
の
生
命
を
守

る
た
め
に
国
際
社
会
が
協
力
す

る
と
い
う
発
想
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た

考
え
方
に
立
っ
て
日
本
政
府
と

し
て
も
、
様
々
な
国
、
ま
た
国

連
の
機
関
と
協
力
し
て
き
ま
し

た
。
保
健
衛
生
に
関
わ
る
緊
急

対
応
に
加
え
、
社
会
的
・
経
済

的
影
響
を
極
小
化
す
る
た
め
の

努
力
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
ま

す
。
特
に
、
必
要
な
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
全
て
の
人
に
提
供

す
る
と
い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
︵
Ｕ
Ｈ

Ｃ
︶
の
実
現
に
向
け
た
努
力
を

加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
も
、
待
っ
た
な
し

の
課
題
で
す
。
年
々
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
は
人
々
の
生
活
、

尊
厳
を
冒
す
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
、
菅
総

理
は
国
会
の
所
信
表
明
演
説

で
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
と

す
る
、﹁
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
﹂
の
実
現
を
目
指
す
と
宣

言
し
ま
し
た
。
日
本
は
、
世
界

各
国
と
協
力
し
つ
つ
、
パ
リ
協

定
が
目
指
す
脱
炭
素
社
会
実
現

の
取
組
を
主
導
し
て
い
く
決
意

で
す
。

　

国
連
の
目
的
の
大
き
な
柱
で

あ
る
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維

持
に
つ
い
て
も
、
日
本
は
国
連

で
の
議
論
に
積
極
的
に
参
加
し

国
際
連
合
日
本
政
府
常
駐
代
表
・
特
命
全
権
大
使
　

て
い
ま
す
。
昨
年
６
月
、
日
本

は
他
の
９
か
国
と
共
同
で
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
下
に
お
け
る
グ
ロ

ー
バ
ル
な
停
戦
に
向
け
た
国
連

事
務
総
長
の
呼
び
か
け
を
支
持

す
る
声
明
を
起
草
し
、
１
７
０

を
超
え
る
国
な
ど
の
署
名
を
得

て
声
明
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
が
創
設
以
来
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
い
る
平
和
構
築

委
員
会
に
お
い
て
も
、
ア
ジ
ア

や
中
東
、
ア
フ
リ
カ
で
日
本
が

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
国
造
り

へ
の
協
力
の
経
験
に
基
づ
き
、

積
極
的
に
議
論
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

国
連
は
様
々
な
改
革
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
課

題
の
解
決
を
探
る
上
で
、
国
連

に
代
わ
っ
て
国
際
協
調
、
協
力

を
進
め
る
だ
け
の
普
遍
性
と
正

統
性
を
有
す
る
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
人
の
国
連
に
対
す
る

信
頼
感
が
低
下
し
て
い
る
と
の

調
査
結
果
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
国
連
は
我
々
加
盟
国
が
作

り
上
げ
る
も
の
で
す
。
皆
様
の

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
私
ど
も
も
全
力
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
日
本

人
の
国
連
職
員
が
近
年
着
実
に

増
え
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。
よ
り
多
く
の
志
高

い
方
々
が
国
連
で
活
躍
で
き
る

よ
う
、
ご
支
援
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
夏
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
が
、
人
類
が
ウ
イ

ル
ス
に
打
ち
勝
っ
た
証
と
し

て
、
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
復
興
し
つ
つ
あ
る
姿
を
世
界

の
人
々
に
発
信
す
る
﹁
復
興
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
﹂
と
し
て
、
世
界
中
の
人
々

に
勇
気
を
与
え
る
機
会
と
な
る

こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多

き
一
年
と
な
る
こ
と
を
､
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
際
連
合
が
設
立

さ
れ
て
75
年
と
い
う
節
目
の
年

で
し
た
。
９
月
に
開
催
さ
れ
た

国
連
創
設
75
周
年
記
念
会
合
で

は
、
国
連
が
﹁
戦
争
の
惨
害
か

ら
将
来
の
世
代
を
救
う
べ
く
創

設
さ
れ
た
﹂
意
義
を
改
め
て
強

調
す
る
記
念
宣
言
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
過
去
75
年
間
に
国
連

が
成
し
遂
げ
た
功
績
は
数
多
く

あ
り
ま
す
が
、
解
決
す
べ
き
課

題
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
現
実
も
宣
言
に
記
さ
れ
ま

し
た
。

　

直
面
し
て
い
る
課
題
の
一
つ

石
兼 

公
博

国
際
社
会
の
課
題
解
決
を
目
指
し
て

　

老
後
は
日
本
で
過
ご
し
た
い

が
自
宅
は
な
い
し
、
あ
っ
て
も

介
護
の
問
題
が
あ
る
場
合
の
人

は
多
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
検
討

し
た
い
の
が
高
齢
者
施
設
、
い

わ
ゆ
る
﹁
老
人
ホ
ー
ム
﹂
だ
。

　

日
本
で
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居

す
る
一
般
的
な
年
齢
は
80
歳
前

後
︵﹁
み
ん
な
の
介
護
﹂
調
べ
︶。

介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
、

入
居
条
件
を
60
歳
以
上
と
定
め

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
な
ど
は
原
則
と
し
て
65
歳

以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
65
歳
以
上
を
対
象
と
す
る

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
入
居
の
条
件

に
な
っ
て
い
る
た
め
だ
。
50
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
は
高
齢
者

住
宅
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

が
選
択
肢
と
な
る
。
老
人
ホ
ー

ム
選
び
は
次
の
サ
イ
ト
が
便
利

だ
。
希
望
に
あ
っ
た
施
設
・
物

件
を
簡
単
に
比
較
・
無
料
一
括

資
料
請
求
で
き
る
﹁
探
し
っ
く

す
﹂、
全
国
３
万
８
０
０
０
件

を
掲
載
、
業
界
一
の
情
報
量
を

誇
る
﹁Lifull

介
護
﹂、
全
国

の
相
場
や
検
索
条
件
・
施
設
の

種
類
か
ら
探
せ
る
﹁
み
ん
な
の

介
護
﹂。︵
上
記
リ
ン
ク
参
照
︶

探しっくす www.sagasix.jp/
Lifull 介護 https://kaigo.homes.co.jp/
みんなの介護 www.minnanokaigo.com/qa/no51/

取材協力・マイベストプロ　

https://mbp-japan.com/  
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老
人
ホ
ー
ム

ど
う
探
す
？

　

新
し
い
年
の
幕
開
け
。
コ
ロ

ナ
禍
は
年
を
越
え
て
継
続
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
日
は
、
こ
れ
ま
で
に
３
度

も
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
皆
様
に
、
日
本
の
シ

ニ
ア
の
住
宅
事
情
を
お
伝
え
致

し
ま
す
。

　

在
留
邦
人
の
数
が
最
も
多
い

の
は
﹁
北
米
﹂
で
全
体
の
37
％

を
占
め
ま
す
が
、
最
近
、
20 

〜
30
代
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、

配
偶
者
の
他
界
を
き
っ
か
け
に

生
ま
れ
故
郷
の
日
本
に
帰
る
方

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に

﹁
お
ひ
と
り
さ
ま
﹂
に
な
っ
て

帰
国
す
る
際
、
い
っ
た
い
何
が

問
題
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
自
分
の
身
元
保
証

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
で

す
。
日
本
に
自
分
名
義
の
家
を

お
持
ち
の
方
は
よ
い
の
で
す

が
、
と
り
あ
え
ず
賃
貸
住
宅
を

借
り
て
、
こ
の
先
、
家
を
買
う

か
、
高
齢
者
住
宅
に
入
ろ
う
か

検
討
し
よ
う
と
い
う
方
は
、
ま

ず
、
シ
ニ
ア
の
１
人
暮
ら
し
は

家
を
貸
し
て
も
ら
う
こ
と
が
と

て
も
難
し
い
と
い
う
現
実
を
突

き
つ
け
ら
れ
ま
す
。
預
貯
金
が

お
あ
り
で
返
済
能
力
に
問
題
が

な
く
て
も
、
オ
ー
ナ
ー
は
シ
ニ

ア
の
１
人
暮
ら
し
に
は
リ
ス
ク

が
伴
う
の
で
貸
し
た
が
り
ま
せ

ん
。
シ
ニ
ア
入
居
Ｏ
Ｋ
の
物
件

は
一
定
数
あ
り
ま
す
が
、
数
が

限
ら
れ
て
い
る
の
で
自
分
が
気

に
入
っ
た
環
境
で
気
に
入
っ
た

物
件
に
入
れ
る
と
も
限
り
ま
せ

ん
。

　

将
来
、
高
齢
者
向
け
の
住
宅

に
入
る
際
に
も
、
多
く
は
身
元

保
証
人
が
い
な
け
れ
ば
契
約
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
長
年

海
外
で
暮
ら
し
て
き
た
方
の
場

合
、
日
本
の
親
族
と
は
疎
遠
に

な
っ
て
い
て
万
一
の
時
の
身
元

保
証
を
し
て
く
れ
る
家
族
や
親

族
が
い
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も

多
い
と
予
想
し
ま
す
。
で
き
れ

ば
帰
国
前
に
信
頼
の
お
け
る
身

元
保
証
会
社
を
探
し
て
お
く
、

あ
る
い
は
情
報
を
得
て
お
か
れ

る
こ
と
を
勧
め
致
し
ま
す
。

　

次
に
考
え
て
お
き
た
い
の
は

認
知
症
へ
の
備
え
で
す
。
厚
生

労
働
省
の
２
０
１
５
年
の
発
表

に
よ
り
ま
す
と
、
２
０
２
５
年

に
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
５

人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
金
融
機
関
に
口
座
を

お
持
ち
の
場
合
、
認
知
症
を
発

症
し
て
判
断
能
力
が
無
い
と
さ

れ
る
と
、
定
期
預
金
の
解
約
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
不
動
産

を
お
持
ち
の
場
合
は
、
そ
の
物

件
を
売
っ
た
り
、
貸
し
た
り
、

大
修
繕
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
ど
れ
だ

け
た
く
さ
ん
の
財
産
を
お
持
ち

で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
資
産

凍
結
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

資
産
凍
結
の
備
え
と
し
て
、

事
前
に
将
来
の
後
見
人
候
補
者

を
予
約
し
て
お
く
﹁
任
意
後
見

制
度
﹂
や
、
自
分
の
信
頼
す
る

人
に
財
産
の
管
理
権
だ
け
を
先

に
移
転
し
て
お
く﹁
民
事
信
託
﹂

な
ど
の
仕
組
み
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
契
約
は
公

証
人
役
場
と
い
う
と
こ
ろ
を
利

用
し
締
結
し
ま
す
が
、
い
く
ら

法
律
に
明
る
い
方
で
も
個
人
で

契
約
書
を
作
る
こ
と
は
か
な
り

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
。
で
す

か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、

す
ぐ
に
相
談
で
き
そ
う
な
日
本

の
法
律
家
と
事
前
に
連
携
で
き

る
体
制
を
構
築
し
て
お
く
こ
と

も
有
効
な
手
段
と
な
る
と
考
え

ま
す
。

山
口
里
美
︵
や
ま
ぐ
ち
・
さ
と

み
︶
6
年
間
の
旅
行
会
社
勤
務

の
の
ち
転
業
し
、
１
９
９
７
年

事
務
所
開
設
。
現
在
創
業
24
年

目
で
、
女
性
代
表
最
大
の
司

法
書
士
法
人
と
し
て
、
総
勢

１
０
０
名
で
日
本
全
国
10
拠
点

に
展
開
。﹁
法
律
業
を
最
高
の

サ
ー
ビ
ス
業
へ
﹂
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
依
頼
者
に
寄
り
添

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。
著
書

13
冊
。
講
演
活
動
は
年
間
70
回

以
上
。

U
R

L
: https://m

bp-japan.
com

/tokyo/cosm
o/

知っておきたい
日本のシニアの住宅事情

司法書士・行政書士　山口里美

︵
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
・
協
力
・
東
急
不
動
産
Ｈ
Ｄ
︶
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新
年
の
ご
挨
拶

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
一
致
団

結
し
て
準
備
し
て
来
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
初
と
な
る
ジ
ャ
パ
ン
・

パ
レ
ー
ド
も
延
期
さ
れ
ま
し

た
。
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・

マ
タ
ー
の
運
動
も
注
目
を
集
め

ま
し
た
。
世
界
が
注
目
し
た
米

大
統
領
選
挙
は
異
例
づ
く
め
で

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
の
２
０
２
１

年
で
す
。
1
月
20
日
に
は
バ

イ
デ
ン
大
統
領
が
就
任
し
ま

す
。
米
新
政
権
と
の
間
で
の
日

米
関
係
の
更
な
る
発
展
・
強
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
3

月
11
日
は
東
日
本
大
震
災
10
周

年
で
す
。
震
災
に
際
し
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
が
示
し
た
友
情
と
連

帯
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
7
月
23
日
か
ら

8
月
8
日
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
8
月
24
日
か
ら
9
月
5

日
ま
で
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
予
定
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
と
い
う
未
曾
有
の
危
機
に
際

し
、
人
類
が
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず

困
難
に
打
ち
克
っ
た
証
と
し
て

後
世
に
語
り
継
ぎ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

総
領
事
館
と
し
て
は
、
何
よ
り

も
皆
様
の
健
康
と
安
全
が
第
一

で
す
。
当
地
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

を
巡
る
状
況
は
依
然
と
し
て
予

断
を
許
し
ま
せ
ん
。
皆
様
の

日
々
の
生
活
で
の
不
安
な
要
素

を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。
必
要
な
情

報
を
迅
速
に
提
供
す
る
た
め
、

領
事
メ
ー
ル
を
送
付
し
、
ま
た

そ
の
内
容
を
総
領
事
館
の
Ｈ

Ｐ
、
Ｆ
Ｂ
及
び
ツ
イ
ッ
タ
ー
へ

も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

当
地
で
の
安
全
対
策
を
ま
と
め

た
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
安
全
マ
ニ

ュ
ア
ル
﹂
を
当
館
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
参
考

と
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
日
々
の
生
活
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
総
領

事
館
は
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、

我
々
の
任
務
を
的
確
に
遂
行
し

て
参
る
所
存
で
す
。
総
領
事
館

は
常
に
皆
様
と
共
に
あ
り
ま

す
。

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
の
読
者
の

皆
様

   

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

  

２
０
２
１
年
が
、
皆
様
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る
こ

と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

  

昨
年
を
振
り
返
れ
ば
、
過
去

に
な
い
厳
し
い
年
で
し
た
。
３

月
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
爆
発
で
街
が
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
さ
れ
経
済
社
会
活
動
に

甚
大
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

治
安
の
悪
化
も
顕
著
で
し
た
。

日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
団
結
し
て
困
難
を
乗
り
越
え
る
時

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
・
大
使

山
野
内 

勘
二

　

日
本
に
帰
国
し
て
介
護
保
険

制
度
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
知

っ
て
お
く
べ
き
こ
と
と
し
て
、

す
ぐ
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
な
い
︵
し
に
く
い
︶

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
に
は
行
政
に
要
介
護
認
定

申
請
を
し
て
要
支
援
・
要
介
護

の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
通
常
は
申
請
か
ら
認
定

が
下
り
る
ま
で
約
１
か
月
か
か

り
ま
す
。
申
請
は
代
行
で
も
可

能
で
す
が
、
認
定
調
査
員
に
よ

る
本
人
の
状
態
確
認
の
た
め
の

調
査
と
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ

る
意
見
書
が
認
定
審
査
の
た
め

に
必
要
に
な
り
ま
す
。
認
定
が

下
り
る
ま
で
の
間
に
も
暫
定
的

に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
回
数
の
制
限

や
内
容
を
抑
え
て
お
か
な
い
と

予
想
外
に
認
定
が
軽
く
出
た
場

合
な
ど
に
費
用
負
担
が
多
く
か

か
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
何
よ
り

日
本
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
に
は
介
護
支
援
専

門
員
︵
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
︶
を

見
つ
け
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
自
分
自
身
が
サ
ー
ビ
ス

計
画
を
立
て
る
こ
と
も
可
能
と

は
な
っ
て
い
ま
す
が
現
実
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
言
わ

ば
最
後
ま
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
し
て
く
れ
る
重
要
な
人
に
出

逢
え
る
か
ど
う
か
が
、
今
の
日

本
で
は
良
い
最
期
を
迎
え
る
た

め
に
は
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
狭
い
日
本
と
は
い
え
、

ど
こ
に
住
む
か
に
よ
っ
て
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が

大
き
く
違
っ
て
き
ま
す
。
私
は

介
護
が
必
要
に
な
る
よ
う
に
な

れ
ば
で
き
る
だ
け
都
市
部
に
住

む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
理

由
は
簡
単
で
必
要
で
良
質
な
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
は
病
院
・
施
設
・
人
材

が
集
ま
る
場
所
︵
ま
ち
︶
に
身

を
置
く
の
が
最
善
で
す
。
当
然

居
住
費
や
物
価
な
ど
が
高
額
に

な
り
や
す
い
で
す
か
ら
誰
で
も

が
可
能
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
人
口
減
少

し
て
い
く
の
が
確
実
な
日
本
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
医
療
・

介
護
人
材
も
ま
す
ま
す
不
足
し

て
い
き
ま
す
。
郊
外
や
農
村
部

の
過
疎
地
で
は
生
活
す
る
た
め

の
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
保
証
が
あ
り
ま
せ
ん
。
家

族
や
友
人
を
頼
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
で
あ
れ
ば
別
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
す
で
に
現
在
で
も

介
護
分
野
は
専
門
化
し
て
お
り

素
人
で
は
適
切
な
支
援
を
提
供

で
き
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
は
で
き

る
だ
け
集
ま
っ
て
生
活
し
、
少

な
い
人
材
が
効
率
よ
く
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え

る
必
要
も
出
て
く
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
最
も
気
に
な
る
費
用

面
で
す
が
、
日
本
に
身
を
置
く

と
必
ず
毎
月
の
介
護
保
険
料
が

か
か
り
ま
す
。
自
治
体
に
よ
り

金
額
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

全
体
的
に
金
額
は
上
が
っ
て
き

て
お
り
毎
月
１
万
円
前
後
か
か

り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合

に
は
収
入
に
応
じ
て
1
割
か
ら

３
割
の
自
己
負
担
額
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
で
提
供
さ
れ
る
食
事
な
ど
は

実
費
負
担
で
す
。
今
後
、
最
も

心
配
さ
れ
る
の
が
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
と
な
り
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
口
が
増

え
続
け
た
場
合
に
は
需
要
と
供

給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
認
定

を
受
け
て
い
て
も
必
要
な
支
援

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
で

す
。
そ
の
時
に
出
て
き
そ
う
な

の
が
介
護
保
険
に
依
存
し
な
い

サ
ー
ビ
ス
利
用
で
す
。
い
わ
ゆ

る
全
額
実
費
で
介
護
を﹁
買
う
﹂

時
代
が
来
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
介
護
の
格
差

社
会
が
到
来
す
る
可
能
性
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
の
で

す
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
備
え
と

し
て
は
資
金
の
準
備
と
な
り
ま

す
が
、
い
ま
日
本
で
強
調
さ
れ

て
い
る
の
が
﹁
介
護
予
防
﹂
で

す
。
と
に
か
く
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
ら
な
い
、
少
し
で
も

遅
ら
せ
る
。
そ
の
た
め
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
︵
サ
ロ
ン
や
体
操
教

室
の
よ
う
な
も
の
︶
も
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
現
在

は
コ
ロ
ナ
禍
の
せ
い
で
思
う
よ

う
に
予
防
対
策
が
で
き
ず
、
外

出
自
粛
な
ど
で
運
動
・
交
流
不

足
と
な
り
心
身
状
況
が
悪
化
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
社
会
問

題
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
海
外

で
生
活
し
て
い
て
も
日
本
で
生

活
し
て
い
て
も
、
し
っ
か
り
と

し
た
情
報
収
集
と
資
金
対
策
、

健
康
状
態
の
維
持
は
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
後

に
日
本
で
は
﹁
人
生
会
議
︵
Ａ

Ｃ
Ｐ
：
ア
ド
バ
ン
ス
ド
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
︶
と
い
う

取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
人
生
の
最
後
を
ど
の
よ

う
に
迎
え
た
い
の
か
自
分
の
気

持
ち
を
そ
の
時
々
で
考
え
、
整

理
し
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
も
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

吉
村
隆
裕
︵
よ
し
む
ら
・
た
か

ひ
ろ
︶
大
学
を
卒
業
後
、
福
祉

の
専
門
学
校
に
入
り
、
社
会
福

祉
士
と
な
る
。
現
在
は
、﹁
訪

問
介
護
﹂﹁
訪
問
看
護
﹂﹁
居

宅
介
護
支
援
﹂
の
三
本
柱
で
、

利
用
者
の
在
宅
生
活
を
サ
ポ

ー
ト
。U

R
L: https://m

bp-
japan

.com
/h

irosh
im

a/
m

om
ijicare/

介
護
格
差
社
会
に
備
え
る

吉
村
隆
裕

mailto:info@nyjalc.org
http://www.ikebanaNY.org
https://mbp-japan.com/hiroshima/momijicare
http://jaany.org/
http://tenri.org/
http://urasenkeny.org/
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現
在
、
日
本
で
は
病
気
や
ケ

ガ
を
し
て
も
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
て
の

人
が
医
療
保
険
に
加
入
す
る
事

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
か

か
っ
た
医
療
費
の
全
額
を
払
う

こ
と
な
く
、
窓
口
で
の
負
担
割

合
も
70
歳
ま
で
は
原
則
３
割
負

担
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満
は
所

得
に
応
じ
て
２
割
ま
た
は
３

割
、
75
歳
以
上
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り

病
院
で
の
窓
口
の
支
払
い
は
所

得
に
応
じ
て
１
割
ま
た
は
３
割

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
月
の
医
療
費
が
入
院
等
で

高
額
に
な
り
一
定
の
上
限
を
超

え
た
場
合
に
は
﹁
高
額
療
養
費

制
度
﹂
が
あ
り
、
そ
の
超
え
た

金
額
を
医
療
保
険
か
ら
支
給
す

る
仕
組
み
も
あ
り
ま
す
。
な
の

で
、
ア
メ
リ
カ
と
比
べ
誰
も
が

安
心
し
て
医
療
機
関
を
受
診

す
る
事
が
出
来
ま
す
。
し
か

し
、
医
療
費
は
毎
年
多
額
の
赤

字
が
続
い
て
お
り
、
制
度
の
改

正
が
盛
ん
に
行
わ
れ
負
担
割
合

等
の
変
更
も
度
々
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
よ
っ
て
こ
の
負
担
割
合

は
変
更
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
骨
折
を
し

て
入
院
し
た
場
合
、
病
院
で
完

治
す
る
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て

自
宅
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
早

期
に
退
院
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後

の
リ
ハ
ビ
リ
は
デ
イ
ケ
ア
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
介
護
保
険

で
す
が
、
40
歳
か
ら
介
護
保
険

料
を
支
払
う
事
に
な
り
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
65
歳
以

上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方

が
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
と
な
り

ま
す
。
こ
の
他
に
40
歳
か
ら
64

歳
の
方
で
も
特
定
疾
患
︵
16
疾

患
︶
の
病
気
で
あ
れ
ば
介
護
認

定
を
受
け
認
定
さ
れ
れ
ば
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の

介
護
保
険
の
負
担
割
合
も
当
初

１
割
負
担
の
み
で
し
た
が
、
現

在
は
所
得
に
よ
っ
て
２
割
ま
た

は
３
割
負
担
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
近
い
将
来
１
割
負

担
が
２
割
負
担
に
な
る
の
も
時

間
の
問
題
で
す
。
こ
れ
ら
医
療

保
険
︵
国
民
健
康
保
険
︶
や
介

護
保
険
等
の
加
入
手
続
き
は
住

居
地
の
市
町
村
の
役
所
の
窓
口

で
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
の
要
介
護
認
定
は
市
町
村
の

役
所
の
ほ
か
、
住
居
地
域
に
あ

る
市
町
村
か
ら
委
託
さ
れ
た
各

地
域
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
申
請
が
出
来
ま
す
。

　

こ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
地
域
の
介
護
の
拠
点
と

し
て
介
護
の
相
談
等
に
も
対
応

し
て
く
れ
ま
す
。
家
族
に
介
護

が
必
要
な
場
合
は
、
ど
の
様
な

状
況
で
、
ど
の
様
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
な
の
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
支
援
し
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
時
、
要
介
護
認
定
の

申
請
は
主
治
医
の
意
見
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
日
本
の

医
療
機
関
で
受
診
を
し
主
治
医

を
決
め
た
り
す
る
事
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
介
護
認
定
も

申
請
か
ら
約
１
か
月
後
に
認
定

結
果
が
で
ま
す
の
で
、
そ
の
介

護
度
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
介
護
認
定
は
要
支
援
１
〜

２
、
要
介
護
１
〜
５
ま
で
の
７

段
階
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
１
か
月

に
使
え
る
予
算
が
決
ま
っ
て
い

て
、
車
椅
子
を
レ
ン
タ
ル
し
た

り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
た

り
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
お
願
い

し
た
り
と
認
定
後
に
決
定
す
る

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
そ

の
方
に
あ
っ
た
介
護
計
画
を
作

成
し
て
く
れ
ま
す
。
老
人
ホ
ー

ム
等
、
入
居
施
設
の
相
談
に
も

の
っ
て
頂
け
る
の
で
介
護
の
問

題
は
認
定
後
に
な
り
ま
す
。
医

療
や
介
護
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

は
こ
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

把
握
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の

で
、
先
ず
は
役
所
で
住
民
登
録

後
に
住
居
地
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
訪
れ
る
事
を
お
す

す
め
致
し
ま
す
。

三
代
晃
久　

︵
み
し
ろ
・
あ
き

ひ
さ
︶
高
校
在
学
中
に
ケ
ガ
の

治
療
の
た
め
、
整
骨
院
に
通
院

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
北
信

越
柔
整
専
門
学
校
へ
入
学
。
卒

業
後
、
国
家
資
格
柔
道
整
復
師

に
合
格
し
、
整
形
外
科
病
院
に

就
職
。
そ
の
後
は
整
形
外
科
病

院
リ
ハ
ビ
リ
室
勤
務
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
、
整
骨
院
等
で
様
々
な

病
気
や
ケ
ガ
の
施
術
や
リ
ハ
ビ

リ
を
行
う
。
平
成
22
年
に
プ
ラ

ト
ー
大
分
リ
ハ
ビ
リ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
ぷ
ら
す
南
大
分
を
開
業
。

U
R

L
: https://m

bp-japan.
com

/oita/m
ishiro/

海
外
か
ら
日
本
に
帰
国
し
て
暮
ら
す

高
齢
者
の
た
め
に
役
立
つ
ア
ド
バ
イ
ス

三
代
晃
久

取材協力・マイベストプロ　

https://mbp-japan.com/  
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ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

新
年
の
ご
挨
拶

　

２
０
２
０
年
は
、
未
曾
有
の

困
難
を
強
い
ら
れ
た
年
で
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

罹
患
さ
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
や
ご
家
族
に
心
よ
り
お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
12
月
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
世

界
的
な
震
源
地
に
な
る
数
か
月

前
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶
理
事
長
に
就
任
し

て
以
来
、
皆
様
の
ご
指
導
・
ご

支
援
の
も
と
、
苦
境
を
力
に
変

え
る
べ
く
ス
タ
ッ
フ
一
同
励
ん

で
参
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｓ
史
上
2

度
目
と
な
る
臨
時
休
館
と
な

り
、
劇
場
内
で
催
し
て
い
た
全

事
業
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
オ
ン

ラ
イ
ン
化
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の

扉
を
開
き
ま
し
た
。
日
本
が
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
そ
し
て
東

日
本
大
震
災
な
ど
、
逆
境
に
お

い
て
も
示
し
て
き
た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
教
訓
と
し
、
時
代
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
邁
進

し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｓ

が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
テ
ー
ジ
と
も

い
え
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
デ

ジ
タ
ル
空
間
を
通
し
て
国
境
を

超
え
、
日
米
間
の
絆
を
米
国
内

だ
け
で
な
く
国
際
の
場
へ
と
展

開
し
て
い
く
一
助
と
な
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
お
よ
び
法
人
会
員
の
皆

様
、
そ
の
他
私
共
を
支
え
て
く

だ
さ
る
多
く
の
皆
様
の
た
だ
な

ら
ぬ
お
力
添
え
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
と
共
に
、
如
何
な
る

困
難
も
乗
り
越
え
、
日
米
関
係

を
強
化
す
る
方
法
を
模
索
し
て

い
く
こ
と
が
私
共
の
役
割
で
あ

る
と
考
え
、
一
層
尽
力
し
て
参

る
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
、
倍
旧
の
ご
叱
声

と
お
引
き
立
て
を
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆

様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

︵
政
治
学
博
士
︶

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
理
事
長

https://mbp-japan.com/
http://www.myeventusa.com
https://mbp-japan.com/oita/mishiro/
http://japanesenetwork.org/
http://www.hokkaidoyukarinokai.com/
http://jch-tomo.org/
http://jch-tomo.org/
ny.iwatekenjinkai@gmail.com
http://ny.hyogokenjinkai.org/
http://kazenowa911.blog6.fc2.com/
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新
年
の
ご
挨
拶

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
世
界
中
で
広
が
り
を
見
せ
て

お
り
ま
す
。
第
２
波
・
第
３
波

と
言
わ
れ
る
波
が
押
し
寄
せ
る

な
か
で
、
寒
さ
を
迎
え
る
季
節

に
感
染
防
止
対
策
が
よ
く
話
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

感
染
者
数
を
外
国
と
比
較
し
た

場
合
に
、
か
な
り
低
い
数
値
で

推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
比
較
的
安
心
し
て
生
活
を

送
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
我
が

国
日
本
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

私
も
10
年
ほ
ど
海
外
生
活
を

経
験
し
た
者
と
し
て
、
外
国
へ

の
憧
れ
と
異
文
化
の
な
か
で
暮

ら
す
こ
と
の
楽
し
み
や
発
見
が

あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間

で
あ
っ
た
と
今
で
も
思
い
ま

す
。
た
だ
帰
国
し
て
み
て
思
う

こ
と
は
、
日
本
は
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
平
和
な
国
で
あ
り
、
自

分
の
中
に
流
れ
る
血
な
の
で
し

ょ
う
か
、
地
域
の
な
か
で
人
と

人
と
の
繋
が
り
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
る
社
会
を
形
成
し
、
安

心
感
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と

が
出
来
る
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

海
外
生
活
を
送
っ
て
い
る
皆

さ
ん
が
、
老
後
の
生
活
を
日
本

で
と
お
考
え
に
な
る
時
、
私
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
﹁
終
活
﹂

と
い
う
視
点
で
す
。
﹁
終
活
﹂

と
は
﹁
自
分
の
終
末
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
後
悔
を
し
な
い
よ

う
に
、
今
を
自
分
ら
し
く
生
き

る
活
動
﹂
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

終
末
を
考
え
る
な
ど
、
縁
起

で
も
な
い
と
お
考
え
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
身
近
に
お
世
話
を
し
て
く

れ
る
家
族
・
親
族
が
い
な
い
場

合
は
、
看
取
り
・
死
後
の
後
始

末
な
ど
頼
れ
る
人
が
い
な
い
ケ

ー
ス
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
現
実

に
今
の
日
本
で
は
、
﹁
お
ひ
と

り
様
﹂
の
老
後
・
死
後
に
つ
い

て
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
認
知
症
に
な

っ
た
一
人
身
の
方
の
財
産
管
理

は
ど
う
す
る
の
か
、
一
人
暮
ら

し
の
方
が
亡
く
な
っ
た
後
住
ん

で
い
た
家
が
空
き
家
と
な
り
放

置
さ
れ
る
問
題
、
祖
先
が
眠
っ

て
い
る
お
墓
の
面
倒
を
見
る
子

孫
が
い
な
い
の
で
放
置
さ
れ
た

ま
ま
荒
廃
し
て
い
く
お
墓
等
で

す
。

　

亡
く
な
っ
て
し
ま
う
と
自
分

で
は
な
に
も
出
来
ず
、
誰
か
の

手
を
煩
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
く
た
め
に
は
、
死
を
迎

え
る
ま
で
し
っ
か
り
と
自
分
の

意
志
を
示
す
こ
と
が
出
来
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
が

叶
う
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
病
気
に
な
っ
た
り
、
ケ
ガ

を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
急
激

な
体
力
低
下
か
ら
、
認
知
症
を

患
っ
て
し
ま
え
ば
、
自
分
の
意

志
表
示
が
出
来
な
く
な
る
可
能

性
も
高
く
な
り
ま
す
。
最
後
ま

で
元
気
で
い
る
こ
と
が
大
前
提

で
す
が
、﹁
も
し
も
﹂
の
時
へ

の
備
え
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
財
産
管
理
や
遺
言
な

ど
の
準
備
だ
け
で
な
く
、
亡
く

な
っ
た
後
の
こ
と
、
葬
儀
・
供

養
と
い
っ
た
こ
と
も
、﹁
自
分

は
こ
う
し
た
い
﹂
と
考
え
を
残

し
て
お
く
こ
と
や
、
頼
れ
る
人

を
探
し
て
お
く
こ
と
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　

海
外
生
活
が
長
く
、
お
子
さ

ん
は
こ
れ
か
ら
も
外
国
で
生
活

を
送
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
亡
く
な
っ
た

時
に
遺
族
が
駆
け
つ
け
る
の
に

時
間
を
要
す
る
場
合
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
そ
れ
ま

で
の
間
を
誰
か
に
お
世
話
に
な

る
な
ど
も
検
討
し
て
お
く
こ
と

も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
死
後
の
後
始
末
を
行
う
方

法
と
し
て
﹁
死
後
事
務
委
任
契

約
﹂も
一
つ
の
解
決
方
法
で
す
。

ぜ
ひ
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
老
後
の
生
活
を
日

本
で
送
る
。
故
郷
以
外
で
の
暮

ら
し
を
検
討
さ
れ
る
の
な
ら

ば
、
私
の
暮
ら
す
福
岡
県
北
九

州
市
は
お
勧
め
で
す
。
そ
れ
な

り
の
都
市
だ
け
ど
、
海
も
山
も

と
て
も
近
く
自
然
豊
か
で
食
も

お
い
し
い
。
暮
ら
し
や
す
い
街

で
す
。
ぜ
ひ
、
老
後
を
送
る
町

の
候
補
に
検
討
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

神
田
紀
久
男
︵
か
ん
だ
・
き
く

お
︶
日
本
大
学
法
学
部
経
営
法

学
科
卒
業
後
、
現
・
株
式
会
社

安
川
電
機
に
入
社
。
そ
の
後

海
外
で
の
市
場
調
査
に
従
事

し
、
退
社
後
に
株
式
会
社
イ
フ

ケ
ア
北
九
州
を
創
業
。
霊
柩

車
運
行
事
業
を
行
い
な
が
ら
、

２
０
１
４
年
、
終
活
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
資
格
を
取
得
。
以
後
、

終
活
相
談
事
業
を
本
格
的
に
始

め
、
死
後
事
務
委
任
契
約
の
締

結
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
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日
本
で
の
老
後
生
活
を
お
考
え
の

海
外
在
住
の
皆
さ
ん
へ
〜
終
活
の
す
す
め
〜

神
田
紀
久
男

た
先
行
き
の
不
透
明
感
が
引
き

続
き
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
米
国
で
は
、
こ
れ
ま
で

比
較
的
良
好
な
経
済
環
境
を
維

持
し
て
き
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

昨
年
は
任
期
最
終
年
を
迎
え
ま

し
た
。
米
国
社
会
の
分
断
や
経

済
的
格
差
の
拡
大
、
そ
し
て
足

元
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
や
そ
れ
に
よ
る
景
気
後
退

等
、
複
雑
な
要
素
に
加
え
、
郵

便
投
票
が
多
く
活
用
さ
れ
た
こ

と
か
ら
未
曽
有
の
大
統
領
選
と

な
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は

浮
動
票
を
多
く
獲
得
し
た
バ
イ

デ
ン
氏
が
激
戦
州
を
制
し
て
第

46
代
大
統
領
に
就
任
す
る
事
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
斯
か
る
環
境
下
に
お

き
ま
し
て
も
日
米
の
経
済
関
係

は
、
日
本
政
府
に
よ
る
外
交
努

力
等
の
様
々
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
従
来
以
上
に
強
固
な
関
係

が
築
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昨

年
1
月
に
発
効
し
た
﹁
日
米
貿

易
協
定
﹂
及
び
﹁
日
米
デ
ジ
タ

ル
貿
易
協
定
﹂
に
よ
り
、
両
国

の
経
済
的
な
結
び
つ
き
は
更
に

強
ま
っ
て
お
り
、
今
後
の
日
米

貿
易
の
安
定
的
な
拡
大
と
と
も

に
、
両
国
企
業
の
相
互
発
展
に

繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

未
だ
対
面
で
の
活
動
は
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
当
会

議
所
と
し
ま
し
て
は
、
会
員
や

パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
様
と
共
に
団

結
し
、
幅
広
い
分
野
で
地
域
社

会
へ
の
貢
献
と
日
米
友
好
関
係

の
更
な
る
促
進
に
寄
与
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

日
系
企
業
が
広
く
且
つ
深
く
米

国
社
会
に
根
づ
き
、
米
国
社
会

と
共
に
発
展
を
歩
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
参
る

所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、
本
年

も
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
に
と
っ
て
２
０
２
１
年
が
健

康
、
安
全
で
、
明
る
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
当

会
議
所
の
活
動
に
格
別
の
ご
高

配
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
は
世
界
的
な
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
や

そ
れ
に
伴
う
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
延
期
、
ま
た
安
倍
首
相
の

突
然
の
辞
任
に
よ
る
菅
政
権
の

発
足
な
ど
、
我
々
が
こ
れ
ま
で

経
験
し
て
き
た
ど
の
年
と
も
異

な
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
国

際
社
会
で
は
イ
ラ
ン
危
機
、
英

国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
中
国
の
香
港

国
家
安
全
法
案
可
決
な
ど
、
国

家
・
地
域
間
に
お
け
る
連
帯
よ

り
も
対
立
が
顕
在
化
し
た
年
と

な
り
、
世
界
経
済
に
お
い
て
は
、

米
中
の
貿
易
摩
擦
を
一
因
と
し

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議
所
　
会
頭

︵
米
州
住
友
商
事
会
社 

社
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶

　

中
島　

正
樹

米
国
社
会
と
共
に
発
展
を
歩
む

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.delta.com/
https://www.iace-usa.com
http://www.kitano.com/
http://www.kitano.com/
https://mbp-japan.com/fukuoka/ifcare/
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日
本
で
は
、
介
護
施
設
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
が
と
て

も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
①
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

②
小
規

模
多
機
能
型
住
宅
介
護　

③
通

所
介
護
︵
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
︶
④

ケ
ア
ハ
ウ
ス　

⑤
高
齢
者
専
用

賃
貸
住
宅　

⑥
介
護
医
療
院　

⑦
宅
老
所　

⑧
介
護
老
人
保
健

施
設　

⑨
訪
問
介
護
︵
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
︶
⑩
︶
有
料
老
人
ホ
ー

ム　

⑪
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
︵
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
︶

と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
選
択
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
場
合
、
寝
た
き
り
や
認
知

症
な
ど
で
介
護
が
必
要
で
も
家

庭
で
は
適
切
な
介
護
が
で
き
な

い
と
す
る
状
況
で
、
原
則
要
介

護
３
以
上
の
高
齢
者
が
利
用
で

き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

は
公
的
な
介
護
保
険
施
設
な
の

で
、
入
居
の
際
の
一
時
金
は
か

か
ら
ず
、
月
々
の
利
用
料
の
支

払
い
の
み
で
入
居
で
き
ま
す
。

必
需
品
で
あ
る
オ
ム
ツ
代
も
介

護
保
険
施
設
で
は
自
己
負
担
が

あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
﹁
家

賃
﹂
に
相
当
す
る
﹁
居
住
費
﹂

に
つ
い
て
は
法
令
で
一
律
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
部

屋
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、
部
屋
の
位
置
に
よ
る
料

金
の
違
い
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

基
本
的
に
高
齢
者
保
護
の
機

能
が
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
は
、
低
所
得
者
や
生
活
保

護
自
給
者
で
も
入
居
で
き
る
よ

う
な
利
用
者
の
費
用
負
担
軽
減

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
た
り
、

個
人
の
収
入
や
年
金
に
応
じ
た

利
用
負
担
の
制
度
を
実
施
し
て

い
た
り
し
ま
す
。︵
法
人
に
よ

っ
て
は
軽
減
制
度
未
実
施
の
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
︶

　

医
療
費
や
被
服
費
、
嗜
好
品

な
ど
は
自
己
負
担
で
す
が
、
基

本
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
︵
要
介

護
度
に
よ
り
負
担
額
は
違
う
︶

だ
け
で
あ
れ
ば
、
所
得
の
低
い

人
の
方
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

小
規
模
多
機
能
型
で
は
、
住

居
で
の
介
護
の
場
合
に
、通
所
・

訪
問
・
宿
泊
の
サ
ー
ビ
ス
を
介

護
が
必
要
な
人
の
状
態
に
合
わ

せ
て
組
み
合
わ
せ
て
利
用
で
き

る
も
の
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
、
日
帰
り
で
入
浴
や
食
事
、

日
常
動
作
訓
練
な
ど
が
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
家
族
へ

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
り
、
利

用
者
自
身
の
社
会
的
孤
立
感
の

解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
自
炊
が
で

き
な
い
程
度
の
身
体
機
能
の
低

下
が
あ
る
人
や
自
立
生
活
に
不

安
の
あ
る
高
齢
者
が
利
用
で
き

る
施
設
で
す
。
低
所
得
者
に
つ

い
て
は
助
成
制
度
利
用
で
費
用

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
で

す
。

　

介
護
医
療
院
は
２
０
１
８
年

４
月
に
法
定
化
さ
れ
た
施
設
で

す
。
長
期
的
医
療
と
介
護
が
必

要
な
要
介
護
者
を
対
象
と
す

る
、
医
療
機
能
と
生
活
施
設
と

し
て
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
施

設
で
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
も
持
養

と
同
様
に
介
護
保
険
施
設
で
、

看
護
、
医
学
的
管
理
に
つ
な
が

る
介
護
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
機

能
訓
練
等
日
常
生
活
全
般
の
世

話
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

施
設
で
す
。

　

訪
問
介
護
は
、
訪
問
介
護
員

が
家
庭
を
訪
問
し
、
介
護
や
家

事
、
相
談
や
助
言
を
行
う
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
入
居
お

よ
び
生
活
に
必
要
な
費
用
全
額

自
己
負
担
に
て
利
用
で
き
る
施

設
で
す
。

　

利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た
、

選
択
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

斉
藤
ひ
ろ
美
︵
さ
い
と
う
・
ひ

ろ
み
︶
官
公
庁
臨
時
職
員
、
団

体
職
員
、
保
険
会
社
営
業
職
な

ど
を
経
験
後
、
２
０
１
５
年

にG
reen 

& heart

を
開
業
。

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
主

に
企
業
を
対
象
に
、
や
り
が
い

の
あ
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
従
業
員

が
対
象
の
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
自
己
Ｐ
Ｒ
・
情
報
伝
達
に

関
す
る
研
修
、
幹
部
が
対
象
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
な
ど
、
要

望
に
応
じ
て
幅
広
く
対
応
。
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多
様
化
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

斉
藤
ひ
ろ
美

取材協力・マイベストプロ　
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新
年
の
ご
挨
拶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
会
長

ス
ー
ザ
ン
・
大
沼

起
こ
し
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
Ｊ
Ａ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
は
元
気

で
い
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
昨

年
の
Ｊ
Ａ
Ａ
の
行
事
の
大
部
分

を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、こ
の
危
機
は
、

私
た
ち
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

奉
仕
す
る
い
く
つ
か
の
ユ
ニ
ー

ク
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
﹁
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
弁
当
﹂
で
す
。
孤
立

し
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
に
奉

仕
す
る
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
す
る
素
晴
ら
し
い
機
会
で
し

た
。
そ
し
て
、
毎
年
恒
例
の
秋

の
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
半
分
以
上
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
い
、
日
本
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら
も
参
加
が

あ
り
、私
た
ち
は
驚
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
12
月
4
日
に

は
、
私
た
ち
に
と
り
ま
し
て
、

昨
年
唯
一
の
募
金
活
動
を
バ
ー

チ
ャ
ル
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
と
し
て
行
い

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
の

折
、
こ
の
募
金
活
動
に
ご
支
援

を
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か

ら
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
大
統
領
と
ワ
ク
チ
ン

の
普
及
と
い
う
喜
ば
し
い
ニ
ュ

ー
ス
と
共
に
迎
え
る
新
年
で
す

が
、
更
な
る
課
題
も
抱
え
て
い

ま
す
。
昨
年
の
出
来
事
を
乗
り

越
え
た
私
た
ち
は
、
日
本
人
・

日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
個
人

お
よ
び
団
体
間
の
情
報
交
換
を

緊
密
に
し
、
互
い
に
協
力
し
て

地
域
へ
の
貢
献
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
年
だ
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
昨
年
の
混
乱
に
も

関
わ
ら
ず
多
大
な
ご
支
援
を
賜

り
ま
し
た
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
国
総
領
事
館
、
日
系
企
業
・

団
体
の
皆
様
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。
今
年
も
ご
支
援
の

程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ａ
の
行

事

はw
w

w
.jaany.org 

や

Facebook

、
日
系
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
紙
情
報
欄
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

２
０
２
１
年
が
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
皆
様

の
、
安
全
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。

︵
イ
ン
グ
ラ
ム
　
ユ
ー
ゼ
ッ
ク
　

ゲ
イ
ネ
ン
　
キ
ャ
ロ
ル
　
ベ
ル

ト
ロ
ッ
テ
ィ
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
律
事
務

所 

パ
ー
ト
ナ
ー
︶

Y
uzeki G

ainen C
arroll 

Bertolotti LLP

　partner

互
い
に
協
力
し
地
域
貢
献
進
め
る

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
よ
る
自
宅
待
機
に
よ

り
、
長
期
に
渡
り
社
会
全
体
が

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
し
、
多
く
の

人
々
、
企
業
、
組
織
︵
Ｊ
Ａ
Ａ

等
︶
の
活
動
に
大
混
乱
を
引
き

https://mbp-japan.com/
http://www.myeventusa.com
http://www.jaany.org
http://www.jaany.org
http://www.jaany.org
https://mbp-japan.com/yamagata/green-heart/
https://www.mayerbrown.com/
https://www.mayerbrown.com/
http://saikos.com/
http://ohashiandhorn.com/
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
https://www.omotesenke-domonkai-usa-eastern.org/
mailto:kkatonyc@earthlink.net
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新
年
の
ご
挨
拶

◇
高
齢
者
の
住
居
探
し
は
大
変

　

２
０
１
８
年
、
全
国
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
連
合
会
は
、
高

齢
者
へ
の
賃
貸
住
宅
の
斡
旋
に

関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
高
齢
者
へ
の
斡

旋
を
﹁
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
﹂

と
回
答
し
た
事
業
者
は
わ
ず
か

７
・
６
％
。
﹁
諸
条
件
に
よ
り
判

断
し
て
い
る
﹂
56
・
１
％
、
﹁
消

極
的
﹂
11
・
５
％
、
﹁
行
っ
て

い
な
い
﹂
24
・
８
％
と
な
り
、

貸
主
は
高
齢
者
へ
の
賃
貸
住
宅

斡
旋
に
つ
い
て
は
前
向
き
で
は

な
い
と
い
う
回
答
が
大
半
と
な

り
ま
し
た
。

◇
賃
貸
か
購
入
か

　

賃
貸
が
難
し
い
と
な
る
と
、

マ
ン
シ
ョ
ン
あ
る
い
は
戸
建
て

住
宅
を
﹁
購
入
﹂
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も

実
際
に
は
な
か
な
か
難
し
い
決

断
に
な
り
ま
す
。
今
の
自
分
の

体
力
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、

ず
っ
と
そ
こ
に
住
み
続
け
ら
れ

る
の
か
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
改

造
さ
れ
た
住
宅
と
い
っ
て
も
、

本
当
に
体
力
が
無
く
な
っ
た
ら

住
み
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
判

り
ま
せ
ん
。
介
護
施
設
な
ど
に

転
居
す
る
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は

な
い
の
で
す
か
ら
、
﹁
家
を
ど

ん
な
形
で
残
す
の
か
﹂
と
い
う

問
題
も
あ
り
ま
す
。
実
際
、
建

築
士
と
し
て
﹁
年
金
世
代
﹂
の

方
の
家
を
設
計
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
将
来
の
こ
と
を
考

え
て
ど
ん
な
家
を
設
計
す
る
の

が
正
解
か
、
い
つ
も
悩
ま
し
い

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
第
３
の
選
択
肢

　

賃
貸
は
選
択
肢
が
少
な
く
、

購
入
・
所
有
も
や
っ
か
い
だ

…
、
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
増
え
て
き
た
の
が
﹁
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
﹂
。

そ
の
中
で
も
最
近
、
存
在
感
を

増
し
て
き
た
の
が
﹁
高
級
﹂
で

﹁
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
﹂
仕
様
の
高

齢
者
住
宅
で
す
。
こ
れ
は
﹁
高

齢
者
の
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
す
べ

て
応
え
る
た
め
に
作
ら
れ
た
専

用
住
宅
﹂
で
、
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
は
﹁
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
の
居

室
﹂
に
﹁
ホ
テ
ル
住
ま
い
の
サ

ー
ビ
ス
﹂
と
﹁
介
護
、
健
康
に

関
す
る
安
心
﹂
を
加
え
た
よ
う

な
住
宅
で
す
。

　

た
と
え
ば
、神
戸
に
あ
る﹁
サ

ン
シ
テ
ィ
タ
ワ
ー
神
戸
﹂
を
例

に
と
る
と
、﹁
神
戸
中
心
部
に

近
い
立
地
の
35
階
建
て
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
﹂
と
い
う
立
地
に

加
え
て
、﹁
バ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
付

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
︵
ル
ー
ム
サ

ー
ビ
ス
あ
り
︶﹂﹁
大
浴
場
﹂﹁
プ

ー
ル
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
﹂﹁
ラ

イ
ブ
ラ
リ
﹂﹁
ヘ
ア
サ
ロ
ン
﹂

な
ど
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
施
設
内
に
﹁
ク
リ
ニ
ッ

ク
﹂﹁
介
護
病
棟
﹂な
ど
も
あ
り
、

﹁
高
齢
者
の
生
活
に
関
す
る
不

安
﹂
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

私
も
何
度
か
見
学
に
行
き
ま
し

た
が
﹁
都
心
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ

ョ
ン
﹂﹁
快
適
サ
ー
ビ
ス
﹂﹁
介

護
・
医
療
﹂
こ
れ
ら
す
べ
て
を

合
わ
せ
た
﹁
新
し
い
住
居
ス
タ

イ
ル
﹂
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

◇
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
選
択
肢

を
　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
そ
れ
な

り
の
コ
ス
ト
も
掛
か
り
ま
す
。

一
般
的
に
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅
で
は
、
部
屋
の
広

さ
に
応
じ
た
﹁
終
身
入
居
一
時

金
﹂
の
他
に
月
々
の
﹁
管
理
費
﹂

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
入
居
時

に
は
審
査
も
あ
り
ま
す
の
で
、

誰
で
も
入
居
で
き
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
通
常
の

賃
貸
と
違
っ
て
契
約
の
更
新
も

あ
り
ま
せ
ん
し
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
ま
す
の
で
体
が
不
自

由
に
な
っ
て
も
ず
っ
と
こ
こ
で

生
活
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で

す
。
個
人
的
に
は
﹁
後
々
不
動

産
が
残
ら
な
い
﹂と
い
う
の
も
、

好
ま
し
い
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

通
常
、
住
宅
と
し
て
の
選
択

肢
は
﹁
賃
貸
﹂﹁
購
入
﹂
の
ど

ち
ら
か
に
な
り
ま
す
が
、
高
齢

に
な
っ
て
も
ず
っ
と
﹁
自
立
し

た
生
活
﹂を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
﹁
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
﹂
も
選
択
肢

と
し
て
貰
っ
て
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

浅
井
知
彦
︵
あ
さ
い
・
と
も
ひ

こ
︶
１
９
９
２
年
東
京
理
科
大

学
理
工
学
部
卒
業
。
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
研
究
所
で
約
10
年
の
研

究
活
動
の
後
、
大
阪
で
設
計
事

務
所
に
勤
務
。
２
０
０
６
年
5

月
に
レ
ヴ
ォ
ン
ト
リ
株
式
会
社 

一
級
建
築
士
事
務
所
を
設
立
。

約
10
年
に
及
ぶ
建
設
材
料
開
発

の
知
見
、
一
級
建
築
士
と
し
て

の
設
計
技
術
を
も
と
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
住
宅
の
提
案
を
行
っ
て

い
ま
す
。

U
R

L
: https://m

bp-japan.
com

/hyogo/revontulet/

高
齢
者
の
住
居
事
情

〜
こ
れ
か
ら
も
﹁
自
立
し
た
生
活
﹂
を
望
む
方
へ
〜

浅
井
知
彦

取材協力・マイベストプロ　

https://mbp-japan.com/  
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Ｙ
の
医
療
チ
ー
ム
へ
お
弁
当
を

届
け
よ
う
﹂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
行
し
ま
し
た
。
昨
年
11
月
末

時
点
で
実
に
５
７
２
０
個
も
の

お
弁
当
を
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

米
国
日
本
人
医
師
会
︵
Ｊ
Ｍ
Ｓ

Ａ
︶、
な
ら
び
に
趣
旨
に
ご
賛

同
・
協
賛
い
た
だ
い
た
多
く
の

会
員
企
業
・
個
人
の
皆
様
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
ま
だ
ま
だ
油
断
は
で

き
な
い
も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
の

開
発
な
ど
一
部
に
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
今
年
こ

そ
は
行
政
当
局
と
市
民
が
一

体
と
な
っ
てC

ovid-19
を
克

服
し
、
よ
り
良
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
のN

ew
 norm

al

を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
で
は
、
文
化
・

教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
様
な

活
動
を
通
じ
て
会
員
の
親
睦
を

図
る
と
共
に
、
地
域
社
会
と
の

有
意
義
な
交
流
の
場
と
し
て
日

米
交
流
の
振
興
に
尽
力
し
て
き

ま
し
た
。
昨
年
はC

ovid-19

対
策
の
た
め
、In-D

ining

の

レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
を
ご
提
供
で

き
ず
、
ま
た
、In-Person

で

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
大
会
な
ど

も
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
。
一

方
、
会
員
の
皆
様
に
安
心
安
全

に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ホ

リ
デ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
毎
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

を
バ
ー
チ
ャ
ル
で
開
催
す
る
ほ

か
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国

総
領
事
館
の
ご
協
力
の
下
、
日

本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
募
美
術
展 

“
Forw

ard T
ogether!”

を

開
催
す
る
な
ど
、
バ
ー
チ
ャ
ル

の
展
覧
会
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
だ
か
ら
こ

そ
、
少
し
で
も
皆
様
を
元
気
・

勇
気
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
・
開
催
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き

会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本

年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
当
ク
ラ

ブ
の
活
動
に
対
し
多
大
な
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
大
統
領
選
挙
と

C
ovid-19

に
明
け
暮
れ
た
一

年
で
し
た
。
政
治
的
な
話
は
さ

て
お
き
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ

り
社
会
全
体
が
甚
大
な
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
日
本
ク
ラ
ブ
と

し
て
も
、
厳
し
い
環
境
下
で

日
々
奮
闘
さ
れ
て
い
る
方
々
を

何
ら
か
の
形
で
応
援
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
医
療
関
係
の
皆

様
に
無
償
で
お
弁
当
を
差
し

入

れ

る
﹁Let’

s Support 
C

O
V

ID
-19 Fighters! 

〜
Ｎ

日
本
ク
ラ
ブ
　
会
長

︵
北
米
三
菱
商
事
会
社
　
社
長
︶
　

高
岡 

英
則

積
極
的
に
取
り
組
み
続
け
る

https://mbp-japan.com/
http://www.myeventusa.com
https://mbp-japan.com/hyogo/revontulet/
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定
年
を
迎
え
日
本
に
帰
っ
て

き
た
方
の
心
配
事
の
１
つ
に
、

健
康
保
険
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
定
年
退
職
や
転

職
し
た
場
合
は
、
そ
れ
ま
で
加

入
し
て
い
た
健
康
保
険
は
な
く

な
り
、
新
た
な
健
康
保
険
に
加

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特

に
長
年
海
外
で
勤
め
た
方
は
情

報
が
少
な
く
不
安
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
加
入
す
る
医

療
保
険
制
度
に
よ
っ
て
は
保
険

料
に
大
き
な
差
が
出
て
き
ま
す

の
で
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ

う
。

◇
４
つ
の
選
択
肢

　

定
年
退
職
を
し
た
場
合
は
次

の
４
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
ま

す
。
︵
定
年
を
し
た
け
れ
ど
前

の
会
社
で
再
雇
用
さ
れ
る
方

は
、
健
康
保
険
は
そ
の
ま
ま
継

続
す
る
会
社
が
ほ
と
ん
ど
で
す

の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
︶
①

﹁
任
意
継
続
被
保
険
者
﹂
と
し

て
退
職
前
の
会
社
の
健
康
保
険

を
引
き
継
ぐ
方
法 

②
﹁
特
例

退
職
者
医
療
制
度
﹂
に
加
入
す

る
方
法 

③
﹁
国
民
健
康
保
険
﹂

に
加
入
す
る
方
法 

④
﹁
家
族

の
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
﹂
と
な
る
方
法

①
任
意
継
続
被
保
険
者
と
な
る

方
法

　

こ
の
制
度
は
、
直
前
に
勤
め

て
い
た
会
社
の
健
康
保
険
制
度

を
引
き
続
き
２
年
間
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
次

の
２
つ
の
条
件
を
満
た
す
こ
と

が
必
要
で
す
。︵
１
︶
退
職
前

の
会
社
の
健
康
保
険
に
継
続
し

て
２
か
月
以
上
の
被
保
険
者
期

間
が
必
要
で
す
。︵
２
︶
退
職

日
の
翌
日
か
ら
20
日
以
内
に
手

続
き
を
し
ま
す
。

　

会
社
に
勤
め
て
い
た
時
は
健

康
保
険
の
保
険
料
の
半
分
を
会

社
が
負
担
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
が
、
退
職
後
は
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

② 
特
例
退
職
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
方
法

　

最
近
こ
の
制
度
の
あ
る
健
康

保
険
組
合
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
24
︵
２
０
１
２
︶

年
当
時
で
61
組
合
だ
け
で
す
。

現
在
は
さ
ら
に
減
っ
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
特
例
退
職
被
保
険
者
制

度
が
あ
る
組
合
で
も
、
制
度
に

加
入
す
る
た
め
に
は
厳
し
い
制

限
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
保
険
組

合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間

が
20
年
以
上
あ
る
こ
と
ま
た
は

被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
が
40

歳
以
降
で
10
年
か
ら
15
年
以
上

あ
る
こ
と
︵
保
険
組
合
に
よ
っ

て
年
数
が
異
な
り
ま
す
︶。
そ

し
て
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
資

格
者
で
あ
る
こ
と
︵
年
金
の
支

給
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
︶。

③ 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
方
法

　

75
歳
未
満
の
方
は
、
健
康
保

険
の
被
保
険
者
・
被
扶
養
者
や

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

を
除
き
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
者
は
、
都
道
府
県
と
市
町

村
で
す
。

　

被
扶
養
者
の
制
度
は
な
く
、

加
入
者
全
員
が
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
配
偶
者
や

扶
養
し
て
い
る
方
が
い
る
場
合

は
健
康
保
険
よ
り
も
負
担
が
大

き
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
決
め
方
は
都
道
府

県
・
市
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
決
定
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、

退
職
し
て
所
得
が
と
て
も
減
っ

た
場
合
は
、
そ
の
翌
年
か
ら
保

険
料
が
大
体
の
場
合
安
く
な
り

ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
保
険

料
が
２
年
間
固
定
さ
れ
る
任
意

継
続
よ
り
も
、
２
年
目
に
つ
い

て
は
国
民
健
康
保
険
を
選
ん
だ

方
が
有
利
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

④ 

家
族
の
被
扶
養
者
と
な
る

方
法

　

例
え
ば
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
働

い
て
い
て
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
が

別
々
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
は
、
定
年
退
職
し
た

夫
︵
妻
︶
が
一
定
の
条
件
の
も

と
妻
︵
夫
︶
の
健
康
保
険
の
被

扶
養
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
は
子
供
の
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に

な
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

保
険
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、一
番
有
利
な
方
法
で
す
。

し
か
し
条
件
が
厳
し
い
の
で
よ

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

北
山
茂
治
︵
き
た
や
ま
・
し
げ

は
る
︶
１
９
７
８
年
に
住
友
生

命
に
総
合
職
と
し
て
入
社
し
12

回
転
勤
。
２
０
０
０
年
に
1
級

Ｆ
Ｐ
資
格
取
得
後
は
、
主
に
企

業
コ
ン
サ
ル
・
マ
ッ
チ
ン
グ
を

実
施
。
勤
続
40
年
を
区
切
り

に
﹁
北
山
Ｆ
Ｐ
社
会
保
険
労
務

士
事
務
所
﹂
を
開
業
。U

R
L: 

https://m
bp-japan.com

/
m

iyagi/kitayam
afpsr/

定
年
退
職
し
た
後
の
健
康

保
険
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

北
山
茂
治

新
年
の
ご
挨
拶

日
本
政
府
観
光
局
︵
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
︶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
長

伊
勢　

尚
史

御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

罹
患
さ
れ
た
皆
様
、
ご
家
族
の

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

旧
年
は
訪
日
旅
行
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
１

年
と
な
り
ま
し
た
。
日
米
両
国

間
の
往
来
制
限
が
平
常
化
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
は
依
然
見
通
せ
ま

せ
ん
が
、
当
地
の
旅
行
業
界
に

お
い
て
は
夏
以
降
を
見
据
え
た

訪
日
旅
行
の
販
売
強
化
・
新
規

取
扱
を
図
る
動
き
が
み
ら
れ
る

な
ど
、
需
要
回
復
期
を
睨
ん
だ

取
り
組
み
が
萌
芽
し
て
い
ま

す
。

　

日
米
間
の
観
光
交
流
活
性
化

は
二
国
間
関
係
の
強
化
や
経
済

活
動
の
底
上
げ
に
欠
か
せ
な
い

と
確
信
し
て
お
り
、
上
記
の
よ

う
な
動
き
へ
適
切
に
対
処
し
、

早
期
需
要
回
復
を
図
る
観
点
か

ら
、
本
年
も
旅
行
会
社
や
メ

デ
ィ
ア
と
の
連
携
等
と
い
っ
た

ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
、
多
様
な

取
り
組
み
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

旅
行
会
社
等
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
当
地
の

主
要
旅
行
会
社
と
の
間
で
、
新

幹
線
車
内
に
お
け
る
自
動
換
気

の
紹
介
な
ど
、
関
心
の
高
い
国

内
移
動
手
段
に
係
る
安
全
確
保

に
係
る
情
報
発
信
な
ど
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
は

往
来
制
限
の
動
向
等
を
注
視
し

つ
つ
、
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
つ
い
て
も
段
階
的
な
再

開
や
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
有
力
媒
体
へ
の
記
事
執

筆
機
会
を
多
数
有
す
る
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
な
ど
へ
の
旅
行
関
連

コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
信
、
取
材
支

援
を
継
続
・
強
化
し
、
日
本
固

有
の
豊
か
で
多
様
な
自
然
な

ど
、
近
時
の
旅
行
に
対
す
る
嗜

好
変
化
な
ど
に
も
対
応
し
た
訪

日
関
連
記
事
の
露
出
拡
大
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
米
国
か
ら
の
お
客
様

に
安
心
し
て
訪
日
旅
行
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
日

本
側
の
受
入
環
境
も
重
要
で

す
。
昨
秋
以
降
、
日
本
国
内
の

約
４
０
０
の
企
業
・
団
体
様
と

の
間
で
、
当
地
の
国
内
旅
行
市

場
に
お
け
る
観
光
再
開
に
向
け

た
取
組
、
新
た
な
旅
行
ニ
ー
ズ

等
に
つ
い
て
情
報
発
信
、
意
見

交
換
を
実
施
す
る
機
会
を
設
定

い
た
し
ま
し
た
が
、
本
年
に
お

い
て
も
こ
う
い
っ
た
取
組
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
早
期

に
収
束
し
、
本
年
が
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
、

大
い
な
る
発
展
の
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
す
。

訪
日
旅
行
需
要
の
早
期
回
復
に
向
け
て

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
般
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

際
し
、
医
療
や
公
共
交
通
を
は

じ
め
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
に

従
事
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
厚
く

https://mbp-japan.com/miyagi/kitayamafpsr/
http://nsdintl.com/
http://www.furumoto.com
http://www.iiicareer.com/
http://mikoto-inc.com/
mailto:yoshikano@verizon.net
https://nymtc.com/
https://www.korin.com/
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コロナ禍における幸せな
アクティブアダルトライフとは？

〜
コ
ロ
ナ
禍
が
生
ん
だ
自
問
自
答
〜

「FU
R
U
S
A
T
O
 P
R
O
J
E
C
T

」
の
活
動
の
目
的
と
は
？

「
人
生
は
一
度
き
り
」
が
正
解
。

我
々
が
皆
様
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新
し
い
人
生
を
切
り
開
く
。

そ
れ
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
な
生
き
方

「
強
み
を
活
か
し
て
自
ら
が
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
」

こ
そ
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
の
定
義
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
に
ア

メ
リ
カ
在
住
の
日
本
人
の
方
々

の
日
本
帰
国
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
と
あ
る
ア

メ
リ
カ
在
住
日
本
人
の
方
と
の

出
会
い
で
し
た
。
そ
の
方
曰

く
﹁
お
父
様
が
高
齢
者
施
設
に

入
居
さ
れ
て
い
て
、
数
年
前
に

日
本
へ
帰
国
す
る
こ
と
を
考
え

た
が
、
持
病
に
よ
り
飛
行
機
へ

乗
る
こ
と
に
主
治
医
か
ら
ド
ク

タ
ー
ス
ト
ッ
プ
を
言
い
渡
さ
れ

日
本
へ
帰
国
す
る
こ
と
断
念
し

た
。
そ
の
後
も
高
額
な
ア
メ
リ

カ
の
介
護
施
設
の
費
用
を
工
面

す
る
の
に
か
な
り
の
苦
労
を
要

し
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時
を
振

り
返
っ
て
み
れ
ば
、
も
う
少
し

早
く
決
断
を
し
て
日
本
に
帰
国

さ
せ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
、
今
は

後
悔
し
て
い
る
﹂
と
お
話
を
聞

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。

　

﹁
私
た
ち
が
何
か
力
に
な
れ

る
こ
と
は
な
い
の
か
？
﹂
と
考

え
始
め
た
の
が
こ
の
日
本
帰
国

支
援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

R
U

SA
-

T
O

 PR
O

JE
C

T

﹂
で
す
。
私

た
ち
の
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
日

本
帰
国
に
必
要
な
出
国
前
の
準

備
や
手
続
き
、
日
本
で
の
家
探

し
か
ら
生
活
サ
ポ
ー
ト
ま
で
、

帰
国
に
必
要
な
準
備
や
手
続
き

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
お
手
伝
い

で
き
る
こ
と
を
強
み
と
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
２
０
１
８
年

よ
り
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
企
画

し
、
実
際
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る
お
客
様
に
数
々
ご
提
供
し
て

き
ま
し
た
。

　

た
だ
、２
０
２
０
年
に
入
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

世
界
中
に
拡
大
し
、
3
月
に
予

定
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
の
セ
ミ

ナ
ー
も
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て

い
く
中
で
、
私
た
ち
は
そ
も
そ

も
﹁
何
の
た
め
に
、
こ
の
帰
国

支
援
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る

の
か
﹂
を
改
め
て
自
問
自
答
す

る
機
会
を
得
ま
し
た
。
悩
ん
だ

末
に
出
し
た
答
え
。
そ
れ
は
、

﹁
日
本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
は

あ
く
ま
で
一
つ
の
﹃
手
段
﹄
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
か
ら
こ
の

場
を
借
り
て
皆
様
に
ご
提
案
し

た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
ズ
バ
リ
﹁
ア
ク

テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
﹂
と
い
う
セ

ル
フ
イ
メ
ー
ジ
。﹁
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し

て
主
体
的
に
生
き
る
大
人
﹂
と

い
う
新
し
い
生
き
方
モ
デ
ル
で

す
。
誰
に
と
っ
て
も
人
生
は
一

度
き
り
で
す
。
若
者
や
シ
ニ
ア

な
ど
年
齢
や
世
代
に
関
係
な

く
、
今
か
ら
人
生
の
最
後
ま
で

を
﹁
何
の
た
め
に
生
き
る
の

か
？
﹂﹁
ど
う
い
う
人
生
が
理

想
な
の
か
？
﹂﹁
人
生
の
最
後

ま
で
に
、
何
を
残
し
た
い
の

か
？
﹂
を
真
剣
に
考
え
、
ビ
ジ

ョ
ン
を
描
き
、
実
際
の
行
動
に

移
し
、
経
験
し
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
そ
の
も
の
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア

ダ
ル
ト
の
方
々
の
幸
せ
に
と
っ

て
の
本
質
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

皆
様
、
こ
れ
を
機
に
一
度
、

人
生
の
棚
卸
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
こ
れ
ま
で
の
皆
様
の
人
生

を
時
系
列
で
振
り
返
り
、
こ
れ

　

現
在
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
に
終
わ

り
が
見
え
な
い
状
況
で
す
が
、

１
０
０
年
に
一
度
の
伝
染
病
も

い
つ
か
は
必
ず
収
束
し
ま
す
。

皆
様
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
世

界
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
き

た
い
で
し
ょ
う
か
？

　

﹁
幸
せ
﹂
の
定
義
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
。
人
の
数
だ
け
で

﹁
幸
せ
﹂
が
存
在
す
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
た
だ
一
つ
だ
け
言

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
ど
ん
な
状
況
下
で
も
自
分

の
人
生
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
主
体

的
に
生
き
る
か
、
パ
ッ
シ
ブ
に

後
ろ
向
き
に
生
き
る
か
で
、
誰

に
と
っ
て
も
人
生
の
幸
福
度
は

確
実
に
変
化
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

何
度
も
言
い
ま
す
が
、﹁
人

生
は
一
度
き
り
﹂
で
す
。
お
金

の
こ
と
。
健
康
の
こ
と
。
人
間

関
係
の
こ
と
。
そ
の
他
、
現
在

問
題
や
悩
み
や
課
題
を
抱
え
て

い
な
い
人
な
ど
、
ご
く
一
握
り

の
方
を
除
い
て
は
い
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
現
状

の
そ
の
問
題
に
対
し
て
き
ち
ん

と
対
応
す
る
、
解
決
す
る
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

た
だ
、
そ
れ
以
前
に
そ
も
そ
も

将
来
、
未
来
の
人
生
の
羅
針
盤

　

ち
な
み
に
、
２
０
１
６
年
の

日
本
全
国
の
50
代
〜
60
代
を
対

象
と
し
た
２
７
０
０
人
の
サ
ン

プ
ル
調
査
に
よ
る
と
、﹁
何
歳

に
な
っ
て
も
若
々
し
い
見
た
目

で
あ
り
た
い
﹂
が
64
・
３
％
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
﹁
従
来
型
シ
ニ
ア
・

中
高
年
・
高
齢
者
﹂
は
、﹁
人

生
下
り
坂
は
し
ょ
う
が
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
年
相
応
に
し
よ

う
﹂
が
価
値
観
で
し
た
。
し
か

し
、︻
本
当
は
ど
う
し
た
い
の

で
す
か
？
︼
と
質
問
す
る
と
、

上
記
の
﹁
い
つ
ま
で
も
若
々
し

い
見
た
目
で
あ
り
た
い
﹂
と
い

う
本
音
が
出
て
き
ま
す
。要
は
、

従
来
型
中
高
年
シ
ニ
ア
・
高
齢

者
は
、﹁
人
生
下
り
坂
﹂
を
当

然
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
自
分

も
﹁
年
相
応
﹂
に
な
る
必
要
が

あ
り
、
人
生
下
り
坂
感
を
持
っ

て
余
生
を
静
か
に
過
ご
そ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
家
庭
で
も
脇

役
。
社
会
で
も
脇
役
に
。
そ
の

人
た
ち
は
必
然
的
に
消
費
も
し

な
く
な
り
、
会
社
を
リ
タ
イ
ア

す
る
と
同
時
に
、
消
費
者
と
し

て
も
徐
々
に
退
場
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
先
は
労
わ
る
べ
き

お
年
寄
り
と
な
り
、
要
介
護
者

に
な
り
、社
会
的
弱
者
と
な
り
、

公
益
負
担
の
受
益
者
に
な
っ
て

い
く
。
こ
れ
に
対
し
、﹁
ア
ク

テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
︵
新
し
い
大

人
︶
﹂
は
、
人
生
下
り
坂
感
と

は
１
８
０
度
異
な
る
﹁
人
生
こ

れ
か
ら
感
﹂
を
持
ち
、
会
社
は

リ
タ
イ
ア
し
て
も
社
会
は
リ
タ

イ
ア
せ
ず
、
で
き
れ
ば
生
涯
現

役
生
活
者
、
す
な
わ
ち
生
涯
現

役
消
費
者
に
な
ろ
う
と
す
る
。
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の
本
質
的
な
活
動
の
目

的
は
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
世

界
中
の
ど
こ
に
い
て
も
﹁
そ
の

人
が
今
後
の
残
り
の
人
生
を
よ

り
主
体
的
に
、
よ
り
前
向
き
に

生
き
る
た
め
の
ガ
イ
ド
を
す
る

こ
と
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
、
必
要

な
知
識
、
考
え
方
、
ア
イ
デ
ア

な
ど
を
ご
提
供
し
、
最
終
的
に

は
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
豊

か
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
機

会
、
環
境
を
創
出
す
る
こ
と
で

は
な
い
か
。
そ
の
目
的
に
従
い

こ
れ
か
ら
の
活
動
を
し
て
い
こ

う
﹂
そ
う
思
い
至
っ
た
の
で
し

た
。

ま
で
に
達
成
で
き
た
ご
自
身
の

目
標
や
夢
。
逆
に
達
成
で
き
な

か
っ
た
目
標
や
夢
。
こ
れ
ま
で

に
他
者
に
貢
献
し
て
喜
ば
れ
た

経
験
や
体
験
。
逆
に
喜
ば
れ
な

か
っ
た
失
敗
や
経
験
。
こ
れ
ま

で
の
ご
自
身
の
人
間
関
係
や
ビ

ジ
ネ
ス
、
社
会
貢
献
活
動
等
に

お
い
て
の
﹁
強
み
﹂﹁
弱
み
﹂

の
整
理
。
再
認
識
。
こ
れ
か
ら
、

何
を
指
針
に
し
て
残
り
の
人
生

を
生
き
て
い
く
の
か
？
こ
れ
ら

を
考
え
、
ま
と
め
て
、
ご
自
身

に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
。

こ
れ
が
﹁
人
生
の
棚
卸
し
﹂
だ

と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

が
な
い
状
態
で
、
個
々
の
問
題

を
対
処
療
法
的
に
解
決
し
よ
う

と
し
て
も
、
そ
の
後
の
人
生
に

お
い
て
の
ご
自
身
の
幸
せ
と
は

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
よ
う
に

私
た
ち
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
想
像
し
な
が
ら
今
日
か
ら
新

し
い
人
生
。
新
し
い
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
そ

の
鍵
に
な
る
の
が
、﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
﹂
と
い
う
新
し

い
生
き
方
で
す
。
こ
れ
か
ら
一

緒
に
考
え
て
、
よ
り
良
い
豊
か

な
未
来
を
切
り
開
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

こ
の
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
は﹁
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
﹂、﹁
新
し

い
大
人
﹂
が
﹁
新
し
い
大
人
消

費
﹂
を
生
み
出
し
て
い
く
時
代

に
入
っ
て
い
ま
す
。
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今
年
は
ハ
ッ
ピ
ー
な
年
に
し

た
い
で
す
ね
！ 

ち
ょ
っ
と
前

ま
で
は
変
わ
ら
な
い
日
常
に
安

堵
し
て
い
た
私
た
ち
は
、
昨
年

の
コ
ロ
ナ
禍
で
突
然
、
神
様
に

背
中
を
押
さ
れ
、
﹁
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
﹂
と
い
う
﹁
新
し
い
価

値
﹂
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ

ら
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
勇

気
を
持
っ
て
２
０
２
１
年
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、

﹁
突
然
介
護
﹂
で
緊
急
入
院
か

ら
の
退
院
後
、
す
ぐ
に
介
護
施

設
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
昨
年
の
コ
ロ
ナ

禍
で
入
院
や
自
宅
静
養
と
い
う

の
が
非
常
に
身
近
に
感
じ
ら
れ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
慌
て

て
施
設
を
３
軒
見
て
決
め
ら
れ

る
か
と
い
う
と
、
ど
れ
も
似
た

施
設
で
、
10
軒
見
て
も
決
め
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ

い
た
い
施
設
見
学
比
較
で
わ
か

る
違
い
は
、
モ
デ
ル
ル
ー
ム
、

共
有
ス
ペ
ー
ス
、
水
回
り
、
月

毎
の
イ
ベ
ン
ト
、
医
療
連
携
、

夜
間
巡
回
、
価
格
な
ど
、
個
の

直
感
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
全

部
で
１
時
間
く
ら
い
で
す
。
あ

と
か
ら
﹁
後
悔
﹂
し
な
い
た
め

に
、
施
設
見
学
の
ポ
イ
ン
ト
を

私
な
り
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

１
　
ま
ず
は
玄
関
に
注
目

　

飾
り
花
や
出
入
口
の
締
切
り

具
合
︵
自
動
ド
ア
︶。
掲
示
物

の
﹁
・
・
厳
禁
﹂
な
ど
施
設
寄

り
す
ぎ
な
い
ポ
ス
タ
ー
と
そ
の

鮮
度
、
雑
誌
等
の
種
類
。
玄
関

の
雰
囲
気
づ
く
り
は
、
そ
の
施

設
の
﹁
魂
﹂
の
表
れ
で
も
あ
り

ま
す
。
自
分
の
大
事
な
人
へ
の

扱
い
と
同
じ
と
考
え
て
い
い
で

し
ょ
う
。
普
通
気
に
し
な
い
よ

う
な﹁
小
さ
な
と
こ
ろ
﹂に﹁
神
﹂

は
宿
る
の
で
す
か
ら
。

２
　
見
学
の
時
間

　

意
地
悪
な
言
い
方
で
す
が
午

前
中
や
昼
食
時
に
突
然
訪
問
す

２
０
２
１
年
の
日
本
の
介
護
へ
の
期
待

る
の
も
ア
リ
か
な
と
考
え
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
施
設
に
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
う
こ
と
は
百
も
承

知
。
あ
ま
り
の
多
忙
さ
で
、
後

日
に
再
調
整
せ
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
対

応
方
法
と
、
そ
の
一
番
忙
し
い

時
間
の
見
学
者
へ
の
扱
い
は

﹁
利
用
者
﹂
に
表
れ
て
い
る
は

ず
で
す
。
利
用
者
の
食
事
状
況

や
口
腔
ケ
ア
、
排
泄
介
助
の
様

子
も
含
め
、
こ
こ
で
対
応
の
様

子
は
施
設
の
素
顔
と
も
い
え
ま

す
。
偶
然
に
そ
の
多
忙
な
時
間

に
施
設
を
見
ら
れ
た
ら
ラ
ッ
キ

ー
で
す
ね
。

３
　
利
用
者
の
表
情

　

こ
れ
が
一
番
重
要
で
す
。

黙
々
と
食
べ
て
い
る
だ
け
で
、

会
話
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
ら

﹁
職
員
に
監
視
さ
れ
て
い
る
﹂

と
い
う
緊
張
感
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
入
居
者
同
士
が

仲
良
く
話
し
て
い
る
風
景
が
見

ら
れ
た
ら
い
い
で
す
。
利
用
者

の
髪
型
は
一
律
同
じ
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？ 

つ
め
や
ひ
げ

は
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
？ 

利
用
者
の
﹁
羞
恥
心
﹂
は
守
ら

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ

ら
の
視
点
で
感
じ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

４
　
利
用
者
の
過
去
歴
を
聞
い

て
み
る

　

見
学
し
な
が
ら
、
さ
り
げ
な

く
、
利
用
者
の
過
去
、
例
え
ば

元
気
な
頃
の
お
仕
事
な
ど
を
職

員
に
聞
い
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
本
当
に
尊
厳
を
持
っ

て
接
し
て
い
る
な
ら
、
そ
の
方

が
ど
う
い
う
人
生
を
歩
ま
れ
て

今
こ
こ
に
い
る
の
か
分
か
っ
て

い
る
の
が
当
然
の
こ
と
で
す
。

５
　
職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

　

利
用
者
へ
の
注
視
か
ら
職
員

へ
視
点
を
移
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
彼
ら
は
ど
う
い
う
こ
と
を

話
し
て
い
る
の
か
聞
き
耳
立
て

て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
無
駄
話
で
も
い
い
で
し
ょ

う
。
明
日
の
シ
フ
ト
の
話
で
も

い
い
で
し
ょ
う
。
利
用
者
同
士

の
交
流
の
こ
と
や
利
用
者
の
先

を
読
ん
で
次
の
行
動
や
リ
ス
ク

を
最
小
限
に
し
よ
う
と
話
し
て

い
る
様
子
が
聞
け
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
他
、
笑
顔
、

に
お
い
、
騒
音
も
含
め
た
い
い

意
味
で
の
程
よ
い﹁
賑
や
か
さ
﹂

は
生
活
に
活
気
を
与
え
て
く
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
施
設
内
見
学
を
終
え

て
質
問
タ
イ
ム
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
以
下
の
こ
と
を
聞
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

６
　
職
員
の
休
み
は
取
れ
て
い

る
か
？

　

介
護
も
他
の
産
業
も
同
じ

く
﹁
働
き
方
改
革
﹂
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
所
の
方
が
間
違

い
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
高

い
で
す
。
で
き
れ
ば
年
間
休
日

１
２
０
日
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
か
ら
利
用
者
へ
の
配
慮

も
、優
し
く
も
な
れ
る
の
で
す
。

７　

ど
ん
な
研
修
を
し
て
い
る

か
？

　

﹁
虐
待
﹂
に
関
す
る
人
権
研

修
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高

め
る
研
修
も
大
事
で
す
。特
に
、

昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
臨

時
対
応
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
左

右
す
る
試
験
薬
の
よ
う
で
も
あ

り
ま
し
た
。
特
に
﹁
初
動
﹂
で

ど
う
職
員
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
の
か
を
確
認
し
た

い
も
の
で
す
。

８　

地
震
災
害
等
の
急
な
発
生

時
の
対
応
︵
Ｂ
Ｃ
Ｐ
︶
は
？

　

﹁
そ
う
い
う
時
で
も
休
ま
ず

に
全
社
員
総
出
で
な
ん
と
か
し

ま
す
﹂
は
昭
和
の
体
育
会
系
で

は
乗
り
越
え
ら
れ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、﹁
そ

う
い
う
時
は
他
社
連
携
﹂
と
い

う
案
を
検
討
し
て
い
る
法
人
は

期
待
で
き
ま
す
。
現
時
点
で
は

な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
が
3
年
以
内
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ど
の

よ
う
な
対
応
か
聞
い
て
み
る
価

値
は
あ
り
ま
す
。

９
　
利
用
者
の
自
由
度
の
確
認

　

施
設
で
は
個
人
と
い
う
よ
り

ど
う
し
て
も
団
体
生
活
に
な
っ

て
し
ま
う
た
め
、
そ
れ
ま
で
築

い
て
き
た
﹁
俺
流
の
生
活
﹂
を

諦
め
な
い
と
い
け
な
い
場
面
も

多
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
毎

晩
の
晩
酌
、
深
夜
の
テ
レ
ビ
、

気
軽
な
外
出
、
好
き
な
時
に
入

浴
、
私
物
の
持
ち
込
み
、
恋
愛

な
ど
。
で
も
、
本
当
に
諦
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。﹁
要
介
護
者
だ
か

ら
﹂﹁
団
体
生
活
だ
か
ら
﹂
で

諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
？ 

そ
れ
と
も
、
続
け
ら
れ

る
こ
と
か
？ 

同
時
に
入
居
者

同
士
の
関
係
や
、
場
合
に
よ
っ

て
は
入
居
者
側
に
立
っ
た
家
族

会
の
よ
う
な
組
織
も
あ
っ
た
り

し
ま
す
。
こ
れ
は
一
概
に
は
言

え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
限
界
点
と
し
て
施
設
の
意

見
を
確
認
し
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。

10
　
施
設
の
こ
だ
わ
り

　

他
の
施
設
と
自
施
設
の
違
い

は
ど
こ
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る

か
。
そ
の
取
り
組
み
も
聞
い
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。
地
域
と

の
つ
な
が
り
や
交
流
イ
ベ
ン

ト
、
ま
だ
ま
だ
元
気
に
な
れ
る

リ
ハ
ビ
リ
、
部
屋
に
こ
も
ら
な

い
よ
う
な
仕
組
み
、
施
設
に
よ

っ
て
は
、﹁
減
薬
へ
の
取
り
組

み
﹂﹁
オ
ム
ツ
ゼ
ロ
や
車
椅
子

ゼ
ロ
﹂
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
を
学
び
な
が
ら
利
用
者
の
ご

希
望
に
沿
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
姿
は
ぜ
ひ
評
価
し
た
い
も

の
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
親
の

状
況
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
確
認
で

き
る
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
も
こ

だ
わ
り
の
一
つ
と
し
て
い
い
と

思
い
ま
す
。﹁
連
絡
し
て
い
た

だ
け
た
ら
い
つ
で
も
お
話
し
し

ま
す
﹂
で
は
困
り
ま
す
。
昨
年

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
会

え
な
い
状
況
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
や
動
画
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
話

な
ど
の
体
制
も
で
き
て
い
る
は

ず
で
す
。
そ
う
い
う
先
進
的
な

取
り
組
み
を
積
極
的
に
、
機
動

力
高
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

施
設
に
ま
す
ま
す
期
待
し
て
お

願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人

日
本
介
護
協
会︵
介
護
甲
子
園
︶

理
事 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　

自
分
が
好
き
な
こ
と
を
楽
し

み
な
が
ら
介
護
を
受
け
る
こ
と

で
、
利
用
者
の
心
が
癒
さ
れ
機

能
回
復
に
役
立
つ
こ
と
も
多

い
。
利
用
者
の
﹁
好
き
﹂
を
生

か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
で
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
兵
庫
県
の

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
2
社
を
、

本
紙
﹁
日
本
の
介
護
事
情
﹂
コ

ラ
ム
の
連
載
で
お
馴
染
み
の
介

護
事
業
の
プ
ロ
、
西
村
栄
一
さ

ん
か
ら
推
薦
し
て
も
ら
っ
た
。

好きなことを通して
楽しく過ごす

　

 

兵
庫
県
伊
丹
市
に
あ
る
﹁
ア

イ
リ
ー
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
﹂
で
は
、 

中
部
盲
導
犬
協
会
か
ら
キ
ャ
リ

ア
チ
ェ
ン
ジ
し
て
き
た
施
設
の

人
気
者
、
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
レ
ト

リ
バ
ー
の
﹁
ハ
ー
ト
く
ん
﹂
が

セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
と
し
て
活

躍
。
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
と
の
触

れ
合
い
や
運
動
を
通
じ
て
、
利

用
者
に
心
の
安
定
を
も
た
ら

し
、
物
事
へ
の
意
欲
向
上
や
運

動
量
の
増
加
が
期
待
で
き
る
。

動
物
好
き
の
利
用
者
に
は
最
高

の
環
境
で
、
普
段
な
か
な
か
笑

っ
て
く
れ
な
い
利
用
者
も
ハ
ー

ト
く
ん
と
触
れ
合
っ
た
あ
と
は

満
面
の
笑
み
に
な
る
と
い
う
。

ま
た
、
同
所
で
は
、
認
知
症
予

防
と
改
善
に
長
年
取
り
組
む
石

黒
伸
医
師
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
迎
え
、
一
人
一
人
に
合
う

食
事
の
指
導
を
し
て
い
る
。
そ

れ
に
加
え
て
、
腸
内
フ
ロ
ー
ラ

が
脳
の
健
康
を
左
右
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
同
所
で
は
定
期

的
に
有
機
野
菜
を
使
用
し
た
サ

ラ
ダ
バ
ー
を
開
催
。
利
用
者
の

腸
内
環
境
を
元
気
に
す
る
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
る
。

　

兵
庫
県
尼
崎
市
と
伊
丹
市
に

あ
る
﹁
瓦
宮
緑
ヶ
丘
ガ
ー
デ
ン

ク
ラ
ブ
﹂
で
は
園
芸
療
法
を
用

い
て
利
用
者
の
心
と
機
能
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
野
菜
や
花

を
育
て
る
こ
と
で
生
き
が
い
や

楽
し
み
を
見
出
し
心
の
や
す
ら

ぎ
を
得
た
り
、
手
足
の
運
動
や

指
先
の
リ
ハ
ビ
リ
に
な
っ
て
認

知
症
の
予
防
や
周
辺
症
状
の
緩

和
に
も
繋
げ
て
い
る
。
介
護
度

の
高
い
利
用
者
の
た
め
の
室
内

で
の
園
芸
療
法
や
車
い
す
用

の
花
壇
も
あ
る
。 

ま
た
同
所

で
は
機
能
回
復
訓
練
を
効
果
的

に
実
施
し
て
い
る
。 

一
連
の

園
芸
活
動
に
は
日
々
の
暮
ら
し

に
欠
か
せ
な
い
様
々
な
生
活
要

素
や
運
動
機
能
が
含
ま
れ
る
ほ

か
、﹁
嬉
し
い
、
き
れ
い
、
美

味
し
い
、
良
い
香
り
、
い
い
手

触
り
﹂
と
い
う
五
感
に
訴
え
る

も
の
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
も

生
き
る
力
の
回
復
に
役
立
つ
と

い
う
。
皆
で
育
て
た
野
菜
は
収

穫
後
、
利
用
者
が
持
ち
帰
る
こ

と
も
可
能
な
う
え
、
同
所
で
提

供
さ
れ
る
食
事
に
も
使
用
さ

れ
、
喜
び
や
達
成
感
も
生
み
出

し
て
い
る
。

アイリーデイサービス : https://aily.life

愛
犬
家
に
お
勧
め
、
ド
ッ
グ

セ
ラ
ピ
ー
が
受
け
ら
れ
る

通所介護事業所を紹介

植物を育てて
生きがいを見つける

園芸療法が受けられる

瓦宮緑ヶ丘ガーデンクラブ : https://sugihara-spt.com/home

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://aily.life
https://sugihara-spt.com/home
https://aily.life
https://sugihara-spt.com/home
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今
号
で
は
お
正
月
に
ぴ
っ
た

り
の
お
料
理
を
Ｎ
Ｙ
料
理
界
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
山
田
勲
さ

ん
に
紹
介
し
て
頂
き
ま
す
。
丁

寧
に
炊
い
た
根
野
菜
と
、
炒
め

た
鶏
も
も
肉
と
こ
ん
に
ゃ
く
の

具
材
に
、
豆
乳
と
酒
粕
、
白
味

噌
を
合
わ
せ
た
粕
汁
を
注
い
で

仕
上
げ
る
﹁
鶏
肉
と
根
野
菜
の

ク
リ
ー
ミ
ー
粕
汁
﹂
。
少
し
手

鶏
肉
と
根
野
菜
の
ク
リ
ー
ミ
ー
粕
汁

9

間
は
か
か
り
ま
す
が
﹁
豆
乳
と

白
味
噌
の
ク
リ
ー
ミ
ー
さ
で
従

来
の
粕
汁
が
苦
手
な
方
も
美
味

し
く
頂
け
ま
す
。
酒
粕
に
は
ビ

タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で

す
し
、
根
野
菜
で
身
体
を
あ
た

た
め
て
免
疫
力
も
ア
ッ
プ
！
寒

い
冬
に
ぴ
っ
た
り
の
一
品
で

す
。
﹂
と
山
田
さ
ん
お
す
す
め

の
料
理
に
い
ざ
挑
戦
！

山田　勲
京都嵐山吉兆にて修行。福岡にて懐石花栄を開業。32 歳の時にニュ
ーヨークへ移住、ブラッシュストローク総料理長に就任。現在、持
ち帰り専門店「Bentos」を手がける中、春にオープン予定の懐石レ
ストランプロジェクトを遂行中。

作
り
方

①
根
野
菜
の
準
備　

大
根
は
皮

を
剥
き
輪
切
り
に
、
里
芋
は
皮

を
剥
き
水
に
つ
け
る
。
人
参
は

皮
を
薄
く
剥
き
乱
切
り
、
ご
ぼ

う
は
た
わ
し
で
よ
く
洗
い
乱
切

り
に
し
て
水
に
つ
け
る
。

②
下
茹
で　

大
根
、
里
芋
は
竹

串
が
ス
ッ
と
入
る
ま
で
炊
く
。

人
参
は
少
し
歯
応
え
が
残
る
く

ら
い
が
良
い
。
ご
ぼ
う
は
繊
維

が
強
い
の
で
他
の
材
料
よ
り
も

多
少
長
め
に
茹
で
る
。

③
鰹
だ
し(

ま
た
は
鶏
出
汁)

に
み
り
ん
を
入
れ
、
根
野
菜
を

炊
く
。
湧
い
て
き
た
ら
中
火
弱

に
し
て
、
10
〜
15
分
炊
く
。
薄

口
醤
油
、
塩
を
入
れ
、
5
分
ほ

ど
炊
い
た
の
ち
、
一
旦
火
を
止

め
て
常
温
ま
で
冷
ま
す
。
煮
物

は
冷
め
て
い
く
過
程
で
味
が
し

み
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た

味
を
つ
け
た
い
場
合
は
一
晩
冷

蔵
庫
で
寝
か
せ
た
ほ
う
が
良

い
。

④
こ
ん
に
ゃ
く
は
ア
ク
抜
き
を

し
た
後
、
塩
を
ま
ぶ
し
て
15
〜

20
分
程
度
お
き
、
1
〜
2
分
茹

で
て
ザ
ル
に
上
げ
る
。
茹
で
た

こ
ん
に
ゃ
く
を
ス
プ
ー
ン
で
ち

ぎ
る
か
、
包
丁
で
一
口
に
切
り

分
け
る
。

⑤
長
葱
の
白
い
部
分
を
小
口
切

り
に
、
鶏
肉
は
筋
や
余
分
な
皮

を
取
り
除
き
、一
口
大
に
切
る
。

材料 (5 人前 )

粕汁＝鶏出汁 ( 市販のものでも可 ) 500ml、
豆乳 ( ノンシュガー、ノンフレイバー ) 
300ml、西京白味噌 90g、酒粕 80g

具 材 １ ＝ 大 根 300g、 人 参 150g、 ご ぼ
う 80g、さといも 5 個、鰹だし ( または鶏出
汁 ) 600ml、薄口醤油 大さじ 1、みりん 大さ

じ 2、塩 大さじ 1/2

具材２＝鶏もも肉 1/2 枚 (180g)、こんにゃ
く 1/2 枚程度、長葱の白い部分 40g、サラダ
油 適量、塩胡椒少々

仕上げ＝茗荷適量、長葱の青い部分 20g、
柚子 ( またはレモン ) 適量、七味唐辛子適量

⑥
こ
ん
に
ゃ
く
、
長
葱
、
鶏
肉

を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
め
塩
胡
椒

で
下
味
を
つ
け
る
。

⑦
鍋
に
分
量
の
鶏
出
汁
、豆
乳
、

酒
粕
、
西
京
白
味
噌
を
入
れ
、

中
火
で
あ
た
た
め
な
が
ら
溶
か

す
。
酒
粕
が
溶
け
て
き
た
ら
火

を
強
め
て
沸
か
す
。(

酒
粕
の

ア
ル
コ
ー
ル
臭
が
苦
手
な
方
は

よ
く
沸
か
し
て
く
だ
さ
い)

⑧
お
椀
に
具
材
を
盛
り
付
け
、

粕
汁
を
そ
そ
ぎ
、
茗
荷
、
柚
子

(

な
け
れ
ば
、
内
側
の
白
皮
を

除
い
た
レ
モ
ン
の
皮)

、
青
葱
、

七
味
を
点
盛
り
に
し
て
出
来
上

が
り
。

https://www.thebentos.com/
https://kikkomanusa.com/
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 成田陽子の

 THE  SCREEN
　

監
督
、
制
作
、
主
演
を
兼
ね

た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル
ー
ニ
ー
の

新
作
﹁
ザ
・
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・

ス
カ
イ
﹂
で
彼
が
演
じ
る
の
は

ガ
ン
を
病
む
年
老
い
た
科
学

者
。
北
極
の
ブ
リ
ザ
ー
ド
の
中
、

眉
も
ひ
げ
も
凍
り
つ
い
て
、
よ

ろ
め
き
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
に

目
的
に
向
か
っ
て
使
命
を
果
た

す
と
言
う
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
役
な

の
だ
が
、
ワ
タ
ク
シ
は
彼
に
こ

う
質
問
し
ま
し
た
。

 

﹁
こ
う
い
う
役
は
ブ
ラ
イ
ア

ン
・
コ
ッ
ク
ス
に
任
せ
て
、
我

ら
が
ジ
ョ
ー
ジ
に
は
ハ
ン
サ
ム

で
性
的
魅
力
を
発
揮
す
る
よ
う

な
役
を
手
が
け
て
欲
し
い
の
で

す
が
﹂

　

ク
ル
ー
ニ
ー
は
苦
笑
を
浮
か

べ
て
答
え
て
く
れ
た
。﹁
現
在

の
地
球
に
救
い
の
手
を
差
し
伸

べ
る
格
好
の
ス
ト
ー
リ
ー
だ
と

思
っ
た
し
、こ
う
い
う
役
こ
そ
、

演
じ
が
い
が
あ
る
と
い
う
も
の

だ
。
自
分
で
や
れ
ば
ギ
ャ
ラ
も

少
な
く
て
良
い
し
﹂

　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
美
男
美
女
ス

タ
ー
は
得
て
し
て
老
け
役
、
醜

く
な
っ
て
の
汚
れ
役
を
し
た
が

る
。
そ
し
て
演
技
賞
を
獲
得
す

る
率
が
高
い
。

　

し
か
し
コ
ロ
ナ
危
機
の
今
、

せ
め
て
画
面
の
上
だ
け
で
も
憧

れ
の
ス
タ
ー
が
非
現
実
的
な
美

形
を
演
じ
て
、
夢
の
よ
う
な
世

界
に
引
き
ず
り
込
ん
で
欲
し

い
、
と
願
う
の
は
ワ
タ
ク
シ
だ

け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
コ
ッ
ク
ス
は

Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
﹁
サ
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
﹂
で
主
役
を
張
る
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
出
身
、
74
歳
の
典
型

的
親
分
役
俳
優
。

　

お
ま
け
に
ク
ル
ー
ニ
ー
は
こ

の
役
を
演
じ
る
た
め
に
過
激
な

減
量
を
し
て
ほ
と
ん
ど
死
に
損

な
っ
た
の
で
あ
る
。

﹁
別
荘
が
あ
る
イ
タ
リ
ア
で
周

り
が
パ
ス
タ
だ
、
ワ
イ
ン
だ
と

騒
い
で
い
る
な
か
で
僕
一
人
、

躍
起
に
な
っ
て
豆
の
ス
ー
プ
な

﹁
今
こ
そ
人
類
は
科
学
に
耳
を
﹂

ザ
・
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・
ス
カ
イ　

自
作
自
演
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル
ー
ニ
ー
語
る

ど
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い
た

の
だ
が
撮
影
直
前
に
な
っ
て
痛

み
で
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
緊
急

病
院
に
入
院
し
て
膵
炎
と
診
断

さ
れ
て
ね
。
２
日
間
ほ
ど
入
院

し
、
そ
の
４
日
後
に
撮
影
に
入

っ
た
ん
だ
。
幸
い
な
こ
と
に
軽

症
だ
っ
た
が
痛
み
は
続
い
て
い

た
。
役
作
り
で
は
弱
り
果
て
た

老
人
だ
か
ら
効
果
が
あ
っ
た
も

の
の
、
監
督
業
に
は
相
当
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
要
る
か
ら
し
ば
ら

く
は
苦
し
い
日
が
続
い
た
ね
。

焦
っ
て
の
減
量
は
非
常
に
危
険

だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
自
分

の
歳
を
考
慮
し
て
の
健
康
管
理

が
必
要
だ
と
ね
。︵
今
年
の
５

月
６
日
に
59
歳
︶

　

こ
の
映
画
を
作
ろ
う
と
思
っ

た
の
は
今
こ
そ
、
科
学
に
耳
を

傾
け
ろ
、
や
れ
人
種
だ
、
偏
見

だ
、
な
ど
と
言
う
こ
と
よ
り
、

人
類
と
自
然
が
破
滅
に
向
か
っ

て
い
る
事
実
に
焦
点
を
合
わ

せ
、
自
分
た
ち
の
使
命
を
改
め

て
考
え
よ
う
、
後
悔
を
乗
り
越

え
て
の
償
還
︵
あ
が
な
い
︶
の

ド
ラ
マ
を
描
き
た
か
っ
た
か
ら

だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
過
酷
な
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
の
ロ
ケ
だ
っ
た
。
見

渡
す
限
り
氷
の
み
、
氷
が
溶
け

る
時
の
色
が
青
い
の
を
初
め
て

知
っ
た
。
ま
、
僕
ら
は
そ
こ
で

テ
ン
ト
暮
ら
し
を
し
て
い
る
わ

け
で
な
く
、
暖
か
い
ホ
テ
ル
に

戻
っ
て
夜
を
過
ご
す
わ
け
だ
か

ら
あ
ま
り
文
句
も
言
え
な
い

が
、
氷
山
が
溶
け
て
い
く
の
を

目
の
当
た
り
に
し
て
地
球
の
危

機
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
り
も
し

た
ね
。

　

３
月
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で

家
族
４
人
、
引
き
こ
も
り
生
活

中
だ
。
妻
の
ア
マ
ル
の
家
族
は

レ
バ
ノ
ン
の
爆
撃
で
か
な
り
被

害
を
受
け
た
の
だ
が
彼
ら
に
は

サ
バ
イ
バ
ル
の
積
み
重
ね
が
あ

る
か
ら
、
見
事
な
ほ
ど
に
耐
え

て
い
る
。
僕
自
身
も
両
親
に
会

っ
て
な
い
し
、
ア
マ
ル
も
飛
ん

で
行
き
た
い
気
持
ち
を
必
死
で

抑
え
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
あ
、

も
う
少
し
の
辛
抱
だ
か
ら
お
互

い
に
焦
ら
ず
に
安
全
第
一
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
﹂

　

ズ
ー
ム
の
向
こ
う
で
ク
ル
ー

ニ
ー
は
晴
れ
や
か
な
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
た
。

︵
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
は
昨
年
ロ
ン

ド
ン
で
撮
影
し
た
も
の
︶

︵
な
り
た
・
よ
う
こ
／
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
／
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
在

住
︶

mailto:info@tsutech.com
http://www.yamagatadental.com
http://myriverside.net/home
https://www.samuraimama.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w.nyseikatsu.com

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　

﹁
ボ
ン
ド
・
ル
ッ
ク
﹂
が
主

催
者
テ
イ
ジ
ン
に
ど
れ
ほ
ど

貢
献
し
た
か
分
か
ら
な
い
が
、

映
画
は
話
題
と
な
り
、
配
収

7
億
6
千
万
円
の
大
ヒ
ッ
ト
。

　

日
本
で
の
騒
ぎ
を
よ
そ
に
、

シ
ョ
ー
ン
・
コ
ネ
リ
ー
は
や
る

気
を
失
っ
て
い
た
…
…
と
聞

く
。
原
作
者
の
イ
ア
ン
・
フ

レ
ミ
ン
グ
は
コ
ネ
リ
ー
が
気

に
入
ら
な
く
て
、﹁
必
要
な
の

は
ボ
ン
ド
役
で
、
老
い
た
ス
タ

ン
ト
マ
ン
じ
ゃ
な
い
﹂
と
ボ
ロ

ク
ソ
。

　

当
時
、
コ
ネ
リ
ー
は
31
才
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
で
13

才
で
学
校
中
退
、
牛
乳
配
達
、

れ
ん
が
積
み
な
ど
を
経
て
海
軍

入
隊
。
そ
の
後
ト
ラ

ッ
ク
運
転
手
、
ラ
イ

フ
ガ
ー
ド
な
ど
か
ら

役
者
に
な
っ
た
。

　

一
躍
世
界
的
大
ス

タ

ー

と

な

っ

た

コ

ネ

リ

ー

だ

が
、

後

年
、
嫌
い
な
自
作
を

問
わ
れ
﹁
す
べ
て
の

０
０
７
シ
リ
ー
ズ
﹂

と
答
え
て
い
る
。
お

気

の

毒

な

コ

ネ

リ

ー
！
便
乗
し
た
わ
け
で
は
な
い

が
、﹁
薔
薇
の
名
前
﹂︵
１
９
８
６

年
︶、﹁
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
﹂

︵
87
年
︶
で
の
、
ズ
ラ
を
外
し

て
薄
く
な
っ
た
髪
を
見
せ
た
彼

の
方
が
、
わ
た
し
は
好
き
だ
。

間
も
な
く
仏
式
で
コ
ネ
リ
ー
の

四
十
九
日
が
来
る
。︵
お
わ
り
︶

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　

ア
ス
ト
ラ
ッ
ド
・
ジ
ル
ベ

ル
ト
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
出
身

の
、
ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ズ
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
歌
手
。

１
９
６
３
年
こ
の
曲
に
よ
っ

て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
そ
の
後

﹁
イ
パ
ネ
マ
の
娘
﹂
の
大
成
功

に
よ
り
、
彼
女
は
一
躍
ジ
ャ

ズ
ス
タ
ー
と
な
る
。

　

透
明
感
溢
れ
る
歌
声
で

魅
了
す
る
ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
の
女

王
の
名
曲
。
元
々
は
同
名
タ

イ
ト
ル
の
映
画
主
題
歌
。
ブ

ラ
ジ
リ
ア
ン
サ
ウ
ン
ド
と
ジ

ャ
ズ
の
掛
け
橋
と
な
っ
た
。

 

聴
け
ま
す

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

439

い
そ
し
ぎ

ア
ス
ト
ラ
ッ
ド
・
ジ
ル
ベ
ル
ト

357：すべての 007シリーズ

　

１
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
は

多
彩
な
年
始
特
別
番
組
が
勢
ぞ

ろ
い
し
、
話
題
の
新
ド
ラ
マ
が

続
々
ス
タ
ー
ト
す
る
。
年
の
初

め
は
、
正
月
時
代
劇
﹁
ラ
イ

ジ
ン
グ
若
冲  

天
才 

か
く
覚
醒

せ
り
﹂﹁
宝
塚
歌
劇  

雪
組
公

演
﹂﹁
箱
根
駅
伝
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
﹂﹁
ブ
ラ
タ
モ
リ
×
鶴
瓶
の

家
族
に
乾
杯 

新
春
ス
ペ
シ
ャ

ル
﹂
な
ど
、
新
春
特
別
番
組
を

放
送
す
る
。

　

ド
ラ
マ
は
、
菅
野
美
穂
と
浜

辺
美
波
が
母
娘
役
を
演
じ
る
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
﹁
ウ
チ
の
娘

は
、
彼
氏
が
出
来
な
い
！
！
﹂、

高
畑
充
希
主
演
の
医
療
ド
ラ
マ

﹁
に
じ
い
ろ
カ
ル
テ
﹂、
綾
瀬
は

る
か
主
演
の
入
れ
替
わ
り
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
﹁
天
国
と

地
獄
〜
サ
イ
コ
な
２
人
﹂、
ヒ

ュ
ー
マ
ン
サ
ス
ペ
ン
ス
﹁
坂
の

途
中
の
家
﹂
な
ど
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
映
画
は
、
星
野
源
主
演

の
時
代
劇
コ
メ
デ
ィ
﹁
引
っ
越

し
大
名
！
﹂
を
元
旦
に
放
送
。

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
上
原

ひ
ろ
み
の
ソ
ロ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
新
年
へ
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
を
彩
る
、
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ
生
配
信
コ
ン
サ
ー
ト

﹁H
IR

O
M

I N
ew

 Y
ear’

s 
E

ve C
ountdow

n

﹂
が
、
31

日
午
後
11
時
か
ら
行
わ
れ
る
。　

　

上
原
が
ブ
ル
ー
ノ
ー
ト
東
京

か
ら
ア
メ
リ
カ
東
部
時
間
の
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
合
わ
せ
て
演

奏
し
、
ブ
ル
ー
ノ
ー
ト
Ｎ 

Ｙ

が
独
占
生
配
信
す
る
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
ブ
ル

上
原
ひ
ろ
み

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

ブ
ル
ー
ノ
ー
ト

ラ
イ
ブ
配
信

ま
た
、
岡
田
准
一
、
木
村
文
乃

ら
人
気
俳
優
陣
が
共
演
し
人
気

コ
ミ
ッ
ク
を
映
画
化
し
た﹁
ザ
・

フ
ァ
ブ
ル
﹂
を
放
送
す
る
。

　

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
に
新
規
加

入
で
25
ド
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
る
特
典
申
請
期
間
は
３
月
31

日
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://tvjapan.net/
new

2020/

を
参
照
。

１
月
の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン

多
彩
な
年
始
番
組

話
題
の
新
ド
ラ
マ
が
続
々
ス
タ
ー
ト

星野源主演の時代劇コメディ「引っ越し大名！」

ー
ノ
ー
ト
Ｎ
Ｙ
を
助
け
た
い
と

い
う
上
原
の
思
い
か
ら
実
現
し

た
、チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
。

す
べ
て
の
収
益
は
ブ
ル
ー
ノ
ー

ト
に
寄
付
さ
れ
る
。
配
信
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
映
像
は
１
月
１
日

ま
で
視
聴
可
能
。

　

視
聴
料
は
20
ド
ル
︵
追
加
で

寄
付
も
可
能
︶。
チ
ケ
ッ
ト
購

入
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.bluen

otejazz.com

を
参
照
す
る
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
バ
ー
グ
に
あ
る
２
０
１
６

年
オ
ー
プ
ン
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ

ホ
テ
ル
﹁
ザ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ヴ
ェ
イ
ル
﹂︵111 N

 12th 
St. W

illiam
sburg

︶
の
23
階

屋
上
に
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
﹁
ヴ
ェ
イ
ル
・
リ
ン
ク
﹂

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
景
色
が
一

望
で
き
る
リ
ン
ク
で
、
寒
さ
対

策
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
日
没
後

に
は
宝
石
の
よ
う
な
輝
き
を
眺

め
な
が
ら
ス
ケ
ー
ト
が
楽
し
め

る
と
人
気
だ
。
ま
た
、
ス
ケ
ー

ト
を
し
な
く
て
も
リ
ン
ク
前
に

あ
る
特
設
カ
フ
ェ
で
ホ
ッ
ト
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
や
ウ
イ
ス
キ
ー
を

飲
み
な
が
ら
夜
景
を
楽
し
め

る
。１
回
の
入
場
は
50
分
ま
で
。 　

要
予
約
。
入
場
料
は
大
人
20

ド
ル
、
子
供
12
ド
ル
︵
ス
ケ

ー
ト
靴
の
レ
ン
タ
ル
と
ロ
ッ

カ
ー
利
用
料
込
み
︶。
水
曜
か

ら
金
曜
が
午
後
２
時
か
ら
10

時
、
土
日
が
正
午
か
ら
午
後

10
時
ま
で
。
詳
細
はw

w
w

.
thew

illiam
vale.com

/

Photo Courtesy of William Vale Rink

ホ
テ
ル
の
屋
上
に

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://tvjapan.net/new2020/
http://www.bluenotejazz.com
http://www.bluenotejazz.com
http://www.bluenotejazz.com
http://www.thewilliamvale.com/
http://www.thewilliamvale.com/
http://www.thewilliamvale.com/
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
https://www.oishinbo-ny.com/
https://www.mtckitchen.com
https://www.youtube.com/watch?v=VAx0n_1RK2k
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年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

夫
が
急
死
し
た
場
合
、
日
本
の

遺
族
年
金
は
受
け
取
れ
る
の
か

配
偶
者
に
手
厚
い
米
国
の
年
金

本
人
と
別
に
半
額
を
生
涯
支
給

︵
１
︶
米
国
の
年
金
を
日
本
で

受
け
取
る
た
め
の
手
続
き

　

日
本
帰
国
後
、
米
国
年
金

の
登
録
住
所
及
び
日
本
の
銀

行
口
座
へ
の
振
込
先
変
更
手

続
き
を
行
い
ま
す
。
①
住
所

変
更
は
、Form

SSA
-21

② 

振
込
先
を
変
更
す
る
場
合
は 

Form
SSA

-1199-JA

で

い

ず
れ
も
﹁
連
邦
年
金
課
﹂ 

に

郵
送
し
ま
す
。
郵
送
先
：
〒

107-8420 

東
京
都
港
区
赤
坂 

1-10-5 

在
日
米
国
大
使
館
連

邦
年
金
課
。

　

ま
た
は
﹁
連
邦
年
金
課
﹂
に

メ
ー
ル
・
電
話
で
手
続
き
が
ケ

ー
ス
に
よ
り
可
能
。
必
要
な

情
報
：
住
所
、
Ｓ
Ｓ
Ｎ
、
振

込
先
銀
行
口
座
情
報
︵
銀
行

名
、
銀
行
コ
ー
ド
、
支
店
番

号
、
口
座 
番
号
、
口
座
の
種

類
︵
普
通
、
当
座
︶
。
な
お
、

日
本
帰
国
に
伴
い M

edicare 

を
脱
退
希
望
の
場
合
は
﹁
連
邦

年
金
課
﹂
に
申
し
入
れ
れ
ば

対
応
し
て
く
れ
ま
す
。
問
い

合
わ
せ
先
：
米
国
大
使
館
領

事
部
﹁
連
邦
年
金
課
﹂
︵
電
話

０
３
・
３
２
２
４
・
５
０
０
０
、

火
曜
と
木
曜
の
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
、 

Ｅ
メ
ー
ル FB

U
.

T
okyo@

ssa.gov

︶
日
本
語

可
能
。

　︵
２
︶
配
偶
者
は
、
本
人
と
は

別
に
本
人
の
半
額
の
米
国
年
金

を
受
け
取
れ
ま
す
。

　

日
本
と
米
国
の
年
金
制
度
を

比
べ
る
と
、
当
然
な
が
ら
類
似

点
も
あ
り
ま
す
し
相
違
点
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
米
国
年
金

の
場
合
、
一
番
驚
か
れ
喜
ば
れ

る
こ
と
は
年
金
受
給
者
の
配
偶

者
の
方
に
も
年
金
が
支
給
さ

れ
、
し
か
も
年
金
額
が
受
給
者

の
半
分
も
も
ら
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

年
金
受
給
者
の
Ａ
さ
ん
は

現
在
の
標
準
退
職
年
齢(N

R
A

 
N

orm
al R

etirem
ent A

ge)

で
あ
る
66
歳
か
ら
年
金
月
額

１
０
０
０
ド
ル
の
年
金
を
受
け

取
り
始
め
ま
し
た
。
そ
の
時
点

で
Ａ
さ
ん
の
奥
さ
ま
は
年
齢
が

63
歳
。
標
準
退
職
年
齢
ま
で
そ

れ
か
ら
3
年
待
っ
て
66
歳
か

　

最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、

在
宅
勤
務
が
増
え
た
結
果
、
運

動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
で
血
管
に

障
害
が
生
じ
て
急
死
さ
れ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
ん

な
状
況
を
背
景
に
﹁
米
国
の
企

業
に
勤
め
る
夫
が
死
亡
し
た
場

合
、
日
本
か
ら
遺
族
年
金
を
受

給
す
る
資
格
が
あ
る
の
か
﹂
と

い
う
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
以
下
Ｑ
＆
Ａ
で
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

Ｑ
：
夫
︵
現
在
57
歳
︶
は
日
本

の
会
社
に
５
年
勤
務
の
の
ち
渡

米
。
ア
メ
リ
カ
で
の
勤
務
経
験

は
す
で
に
22
年
あ
り
今
後
と
も

米
国
で
働
く
予
定
で
す
。
も
し

夫
が
先
に
死
亡
し
た
場
合
、
配

偶
者
の
私
に
遺
族
年
金
が
支
給

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
：
奥
さ
ま
︵
現
在
53
歳
︶
の

場
合
は
、
こ
れ
か
ら
説
明
し
ま

す
３
つ
の
要
件
を
満
た
せ
ば
遺

族
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

︵
１
︶
ご
主
人
の
要
件　

①
か

ら
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て

い
た
こ
と
が
必
要
で
す
。
①
死

亡
日
に
厚
生
年
金
の
加
入
者
で

あ
っ
た
︵
被
保
険
者
︶
人 

②

加
入
者
で
あ
っ
た
間
に
初
診
日

の
あ
る
ケ
ガ
や
病
気
で
初
診
日

か
ら
５
年
以
内
に
死
亡
し
た
人 

③
障
害
厚
生
年
金
の
障
害
等
級

１
・
２
級
の
受
給
権
者 

④
老
齢

厚
生
年
金
の
受
給
権
者
又
は
老

齢
厚
生
年
金
の
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
死
亡
し
た
人　

以

上
の
４
つ
の
要
件
を
ご
主
人
に

当
て
は
め
て
考
え
て
み
ま
す
。

① 

ご
主
人
は
、
渡
米
後
は
厚

生
年
金
に
未
加
入
な
の
で
当
該

要
件
に
は
該
当
し
な
い
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
日
米
社

会
保
障
協
定
に
よ
り
、
ご
主
人

が
米
国
企
業
に
勤
務
中
と
い
う

こ
と
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
加
入
中
で
あ
り
そ
の

こ
と
は
日
本
の
厚
生
年
金
に
加

入
中
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
で
あ

る
と
み
な
さ
れ
①
の
条
件
を
ク

リ
ア
ー
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

② 

①
で
説
明
し
た
通
り
、
米

国
年
金
の
加
入
期
間
中
は
条
件

を
満
た
せ
ば
日
本
の
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
た
と
み
な
さ

れ
ま
す
の
で
、
米
国
企
業
に
勤

後
再
婚
し
た
ら
そ
の
結
婚
が
終

了
︵
死
別
、
離
別
、
取
り
消
し
︶

し
な
い
限
り
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。 

ま
た

離
婚
し
た
元
配
偶
者
が
遺
族
年

金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
①

受
給
者
と
の
10
年
以
上
の
婚
姻

関
係
、
②
60
歳
以
上
で
受
給
開

始
時
に
独
身
で
あ
る
こ
と
で

す
。

亡
日
の
前
日
に
お
い
て
、
死
亡

日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
保
険
料
を
納
付
す
べ
き
期
間

の
う
ち
、
保
険
料
納
付
期
間
と

保
険
料
免
除
期
間
を
足
し
た
も

の
が
、
全
体
の
２
／
３
以
上
あ

る
こ
と
。

︵
３
︶
遺
族
の
要
件　

ご
主
人

に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
妻

と
子
供
が
第
１
位
で
受
給
で
き

ま
す
。
妻
の
場
合
は
、
①
再
婚

し
た
時 

②
死
亡
し
た
時 
③
直

系
毛
血
族
お
よ
び
直
系
姻
族
以

外
の
人
の
養
子
と
な
っ
た
時
は

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
子

供
の
場
合
は
18
歳
に
到
達
し
た

年
度
の
末
日
ま
で
の
子
で
結
婚

し
て
い
な
い
子
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

以
上
か
ら
、
亡
く
な
ら
れ
た

配
偶
者
の
方
が
日
本
で
短
期
間

の
年
金
加
入
で
も
米
国
で
働
か

れ
て
い
れ
ば
日
本
の
遺
族
年
金

を
受
給
で
き
る
確
率
は
高
い
と

言
え
ま
す
。
で
も
、
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
ど
う
ぞ
健
康
管
理
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
付
け
く

だ
さ
い
。

務
中
の
初
診
日
の
記
録
を
書
面

で
残
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で

す
。

③ 

記
載
の
通
り
で
す
。

④ 

現
在
厚
生
年
金
の
受
給
資

格
は
10
年
以
上
加
入
が
条
件
で

す
。
一
方
遺
族
年
金
の
受
給
の

た
め
に
は
25
年
の
加
入
期
間
が

条
件
で
す
。
米
国
に
お
住
ま
い

の
方
の
場
合
は
受
給
資
格
の
算

定
上﹁
日
本
の
年
金
加
入
期
間
﹂

＋
﹁
カ
ラ
期
間
﹂
＋
﹁
米
国
年

金
加
入
期
間
﹂
を
合
算
し
て
25

年
以
上
あ
れ
ば
受
給
資
格
を
満

た
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
上
記

の
期
間
は
重
複
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
こ
の
こ
と
は
、
④
の
要
件

に
適
合
す
る
方
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
は
ず
で
す
。
亡
く
な
っ

た
ご
主
人
の
日
本
で
の
年
金
加

入
が
少
な
い
期
間
の
場
合
で

も
、
米
国
年
金
や
カ
ラ
期
間
を

加
算
す
れ
ば
遺
族
年
金
を
受
給

で
き
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の

で
是
非
見
直
さ
れ
て
は
と
思
い

ま
す
。

︵
２
︶
保
険
料
納
付
要
件　

死

ら
受
け
取
り
を
開
始
す
れ
ば

５
０
０
ド
ル
の
年
金
が
終
生
受

け
取
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
Ａ
さ
ん
の
ご
家
族
と

し
て
は
１
５
０
０
ド
ル
の
年
金

が
そ
の
後
毎
月
受
け
取
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
奥
さ
ま
の
年

金
受
給
手
続
き
は
年
金
の
加
入

者
で
あ
る
Ａ
さ
ん
の
手
続
き

後
、
基
本
的
に
個
別
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

︵
３
︶
離
婚
し
て
い
て
も
婚
姻

期
間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
、
元

配
偶
者
の
年
金
の
半
分
の
受
給

資
格
が
あ
り
ま
す
。

　

離
婚
し
た
元
配
偶
者
の
年
金

を
受
給
す
る
条
件
は
、
①
受
給

者
と
の
10
年
以
上
の
婚
姻
関
係

②
62
歳
以
上
で
受
給
開
始
時
に

独
身
で
あ
る
こ
と
で
す
。
受
給
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て
お
り
、
内
務
長
官
に
先
住
民

出
身
者
を
求
め
る
声
が
先
住
民

の
権
利
団
体
や
民
主
党
の
進
歩

派
か
ら
上
が
っ
て
い
た
。 

ハ

ー
ラ
ン
ド
氏
は
気
候
変
動
対
策

が
最
優
先
課
題
で
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
進
め
る
と

表
明
し
て
い
る
。　

　

ハ
ー
ラ
ン
ド
氏
は
１
９
６
０

年
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
ウ
ィ
ン
ズ
ロ

ー
に
生
ま
れ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
系

米
国
の
父
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア

メ
リ
カ
ン
の
母
と
の
間
に
生
ま

れ
、
ラ
グ
ナ
・
プ
エ
ブ
ロ
族
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ

ー
メ
キ
シ
コ
大
学
の
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
で
法
務
博
士
を
取
得
。

２
０
１
２
年
の
オ
バ
マ
大
統
領

再
選
運
動
で
先
住
民
の
州
投
票

指
揮
者
を
務
め
た
。
14
年
に
ニ

ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
知
事
選
に
ゲ

イ
リ
ー
・
キ
ン
グ
知
事
候
補
と

と
も
に
副
知
事
候
補
と
し
て
出

馬
し
た
が
落
選
。
13
年
か
ら
３

年
間
、
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
族
の

部
族
監
督
者
を
務
め
た
。
18
年

の
中
間
選
挙
で
下
院
選
︵
ニ
ュ

ー
メ
キ
シ
コ
州
１
区
︶に
出
馬
。

ウ
ィ
ネ
バ
ー
ゴ
族
で
あ
る
シ
ャ

リ
ス
・
デ
イ
ビ
ッ
ズ
︵
民
主
党
、

カ
ン
ザ
ス
州
３
区
︶
と
と
も
に

連
邦
議
会
で
初
の
先
住
民
女
性

議
員
と
な
っ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
﹁
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
カ

ン
ト
リ
ー
・
ト
ゥ
デ
イ
﹂
の

編
集
者
マ
ー
ク
・
ト
ラ
ハ
ン

ト
氏
に
よ
れ
ば
、
１
７
８
９

年
以
降
に
誕
生
し
た
連
邦
議

員
約
１
万
２
０
０
０
人
の
う

ち
、
先
住
民
の
血
を
引
く
議
員

は
３
０
０
人
ほ
ど
い
る
が
女
性

は
一
人
も
い
な
い
と
い
う
。
内

務
長
官
に
就
任
す
れ
ば
ハ
ー
ラ

ン
ド
氏
は
下
院
議
員
を
辞
職
す

る
。

　

バ
イ
デ
ン
次
期
米
大
統
領
が

内
務
長
官
に
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ

州
選
出
の
デ
ブ
・
ハ
ー
ラ
ン
ド

下
院
議
員
︵
民
主
党
、
60
︶
を

指
名
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

上
院
で
承
認
さ
れ
れ
ば
先
住
民

と
し
て
初
の
閣
僚
と
な
る
。

　

内
務
省
は
国
有
地
や
天
然
資

源
の
保
護
が
主
な
業
務
で
、
先

住
民
の
土
地
を
監
督
し
て
い

る
。
先
住
民
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
深
刻
な
打
撃
を
受
け

内
務
長
官
に
ハ
ー
ラ
ン
ド
氏

初
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て
は
、
世
界
的
な
流
行
︵
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
︶
状
態
の
ま
ま
、

２
０
２
１
年
の
年
明
け
を
迎
え

た
。
今
年
は
、
こ
の
流
行
終
息

へ
向
け
て
国
際
社
会
や
各
国
が

さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
を
行
う

年
と
な
ろ
う
。
接
種
が
ス
タ
ー

ト
し
た
ワ
ク
チ
ン
が
希
望
で
あ

る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
各
国

で
効
果
的
な
﹁
免
疫
の
壁
﹂
を

作
り
上
げ
る
た
め
に
は
接
種
率

の
確
保
が
前
提
に
な
る
。

　

英
国
に
お
け
る
変
異
種
の
出

現
も
報
じ
ら
れ
る
中
、
全
体
的

な
情
勢
は
厳
し
く
決
し
て
楽
観

は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ

の
２
０
２
１
年
の
年
初
に
あ
た

っ
て
、
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
見

据
え
て
お
く
こ
と
は
必
要
だ
。

そ
れ
は
２
０
２
０
年
代
の
世
界

を
ど
う
構
想
す
る
か
と
い
う
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
考
え
る

に
は
、
２
つ
の
異
な
っ
た
方
向

性
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
一

つ
は
、
人
々
が
よ
り
個
別
の
集

団
に
﹁
閉
じ
こ
も
る
﹂
動
き
で

あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
現
在
の

社
会
が
そ
う
な
っ
て
い
る
よ
う

に
、
国
は
国
境
を
閉
じ
、
州
や

県
は
同
じ
よ
う
に
他
の
週
や
県

と
の
往
来
を
制
限
す
る
、
そ
ん

な
方
向
性
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
感
染
が
収
束
す

れ
ば
、
世
界
規
模
で
大
な
り
小

な
り
旅
行
ブ
ー
ム
や
出
張
・
留

学
の
大
規
模
な
再
開
は
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
多
く
の
国

が
、
州
や
県
が
、
そ
し
て
学
校
、

企
業
、
あ
る
い
は
家
庭
と
い
う

も
の
は
﹁
万
が
一
﹂
に
備
え
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
﹁
何
ら
か

の
準
備
﹂
を
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
国
境
管
理
を
厳
し

く
し
た
ま
ま
の
国
と
い
う
の
は

残
る
で
あ
ろ
う
し
、
一
部
の
多

国
籍
企
業
は
財
力
に
任
せ
て
自

分
た
ち
だ
け
が
延
命
す
る
た
め

に
﹁
人
材
の
囲
い
込
み
﹂
な
ど

を
行
う
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

米
国
の
一
部
で
は
、
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
の
終
息
後
に
も
ア
ジ
ア
系

へ
の
偏
見
や
差
別
が
残
る
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
全
く
正
反
対
の

方
向
性
も
あ
る
。
終
息
の
後
に

各
国
の
政
府
や
世
論
が
冷
静
に

な
っ
て
み
れ
ば
、
も
っ
と
国
際

協
力
が
さ
れ
て
い
た
ら
大
規
模

な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
防
止
で
き

た
、
そ
の
よ
う
な
反
省
が
生
ま

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
し
て
、

実
際
に
そ
の
よ
う
な
反
省
が
生

ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
将
来
へ

向
け
て
は
よ
り
国
際
的
な
協
調

が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
う
し
よ

う
と
い
う
動
き
が
出
て
く
る
で

あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
流
行
に
対
す
る
初
動

に
つ
い
て
、
今
回
の
失
敗
例
を

教
訓
と
す
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の
多
く

は
国
際
的
な
足
並
み
を
揃
え
る

こ
と
で
効
果
を
発
揮
す
る
に
違

い
な
い
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
の
成

功
に
よ
っ
て
感
染
終
息
が
実
現

し
た
と
な
れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
の

開
発
や
製
造
、
接
種
に
関
し
て

よ
り
国
際
的
な
協
力
体
制
を
作

ろ
う
と
い
う
動
き
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

夏
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
全
く
楽
観
を
許
さ
な

い
。
だ
が
、
仮
に
開
催
で
き
る

と
し
た
ら
、
人
類
が
国
際
的
に

交
流
し
協
調
す
る
こ
と
が
、
よ

り
人
類
全
体
に
安
全
と
安
心
感

を
も
た
ら
す
、
大
会
の
成
功
が

そ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信

に
な
れ
ば
と
心
か
ら
願
う
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
２
つ
の
動
き
に
加
え

て
、
管
理
社
会
か
透
明
性
の
あ

る
社
会
か
と
い
う
問
題
も
大
き

い
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
初
動
に

お
い
て
、
例
え
ば
中
国
と
い
う

国
は
徹
底
し
た
管
理
統
制
に
よ

り
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
流

行
を
湖
北
省
内
に
抑
え
込
ん

だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
早
期
の
完

全
終
息
を
実
現
し
、
社
会
経
済

活
動
の
全
面
再
開
を
行
っ
て
い

る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
14
億

人
が
全
く
無
免
疫
の
状
態
で
放

置
さ
れ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。

切
り
札
は
ワ
ク
チ
ン
だ
が
、
さ

す
が
に
こ
れ
は
管
理
統
制
に
よ

っ
て
接
種
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
副
反
応
や
効
果
に
つ
い
て

透
明
性
を
確
保
し
な
く
て
は
、

接
種
率
は
上
が
っ
て
行
か
な
い

で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
世
界
規
模

の
感
染
症
に
対
し
て
は
管
理
統

制
社
会
の
方
が
、
自
由
と
民
主

主
義
を
掲
げ
る
社
会
よ
り
優
れ

て
い
る
な
ど
と
い
う
論
理
は
通

用
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
一
方
で
、
米
国
の
場
合
は
感

染
対
策
に
失
敗
を
続
け
た
結

果
、
本
格
的
な
流
行
が
10
か
月

間
続
く
な
か
で
死
者
が
30
万
人

を
超
え
る
と
い
う
悲
惨
な
結
果

と
な
っ
た
。
こ
れ
も
米
国
が
自

由
過
ぎ
た
か
ら
、
野
放
図
で
あ

っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
感
染
症
と
衛
生
管
理
に
関

す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
、
つ
ま
り
国

民
の
側
の
サ
バ
イ
バ
ル
ス
キ
ル

の
問
題
と
い
う
理
解
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

　

一
言
で
言
え
ば
、
今
回
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
は
人
類
に
対
し
て

文
明
論
的
な
再
検
討
を
突
き
つ

け
て
き
た
。
２
０
２
１
年
、
こ

の
難
し
い
課
題
に
対
し
て
ど
う

取
り
組
む
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。

　

れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
＝
作

家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
プ
リ

ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
高
等
部

主
任
。
東
京
大
学
文
学
部
卒

業
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院

修
士
。
福
武
書
店
︵
現
ベ
ネ
ッ

セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
︶
勤
務

を
経
て
93
年
よ
り
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
在
住
。

﹁
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
考
え
る
﹂

作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　

冷
泉
彰
彦

http://www.sumitomo-ny.com
https://mbp-japan.com/
http://www.myeventusa.com/


だ
さ
い
。
短
期
・
長
期
滞
在
で

き
る
施
設
も
あ
り
ま
す
が
、
利

用
可
能
な
対
象
者
で
あ
る
か
、

そ
こ
に
空
室
が
あ
る
か
は
自
分

で
調
べ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
い
う

答
え
。
久
し
ぶ
り
の
日
本
な
の

に
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で

途
方
に
暮
れ
、帰
宅
途
中
に﹁
地

域
福
祉
事
業
所
﹂
の
看
板
を
見

つ
け
て
藁
に
も
す
が
る
思
い
で

飛
び
込
ん
だ
。

　

そ
こ
で
事
情
を
話
す
と
﹁
そ

う
い
う
こ
と
な
ら
﹂
と
す
ぐ
に

ど
こ
か
へ
電
話
し
、
20
分
後
に

は
の
ち
に
大
変
お
世
話
に
な
る

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
﹁
明
日

お
母
さ
ん
を
連
れ
て
き
て
。
お

風
呂
に
入
れ
て
あ
げ
る
よ
﹂
と

優
し
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら

い
、
福
祉
に
携
わ
る
人
た
ち
の

暖
か
さ
に
触
れ
た
思
い
だ
っ

た
。
担
当
と
な
っ
た
ケ
ア
マ
ネ

さ
ん
は
私
の
日
本
滞
在
日
数
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る

と
、
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で

母
の
た
め
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立

て
て
く
れ
た
。
看
護
師
や
ホ
ー

ル
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
、
通
所
施

設
で
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
入
浴

介
助
な
ど
。
最
初
は
嫌
々
な
が

ら
だ
っ
た
母
も
お
気
に
入
り
の

ス
タ
ッ
フ
が
で
き
た
り
し
て
、

少
し
ず
つ
笑
顔
が
増
え
て
い
っ

た
。

　

あ
れ
か
ら
数
年
、
い
ま
母
は

入
院
し
て
い
る
が
元
気
だ
。
２

月
に
帰
省
し
て
家
の
整
理
を
し

て
い
た
ら
引
き
出
し
か
ら
数
え

切
れ
な
い
ほ
ど
の
香
典
袋
が
出

て
き
た
。
あ
ま
り
の
多
さ
に
な

ん
だ
か
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
は
捨
て
ず
に
こ
れ
か
ら
私
が

使
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。

　
　

　︵
本
紙
／
高
田
由
起
子
︶

る
よ
う
だ
っ
た
。
陽
気
だ
っ
た

母
か
ら
笑
顔
が
消
え
て
、
口
数

が
減
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
の
検
査
で
認
知
症
と

診
断
さ
れ
た
。
ま
ず
、
母
が
今

後
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ

る
の
か
聞
く

た
め
に
役
所

へ
行
く
と
﹁
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
自
分

で
探
し
て
く

　

数
年
前
の
里
帰
り
中
、
母
の

言
動
が
以
前
と
変
わ
っ
て
き
た

こ
と
に
気
づ
い
た
。
母
は
な
ぜ

か
葬
式
用
の
香
典
袋
を
買
い
物

の
た
び
に
購
入
し
た
り
、
財
布

を
ど
こ
か
に
置
き
忘
れ
て
家
族

の
誰
か
を
疑
っ
た
り
し
た
。
そ

の
つ
ど
家
族
か
ら
無
駄
な
出
費

や
勘
違
い
を
指
摘
さ
れ
て
、
周

囲
と
話
し
が
噛
み
合
わ
な
く
な

っ
て
い
る
自
分
が
も
ど
か
し

く
、
誤
解
さ
れ
て
い
る
と
思
っ

た
り
、
自
分
の
こ
と
を
誰
も
理

解
し
て
く
れ
な
い
と
感
じ
て
い

手
記　
　

日
本
に
母
を
残
し
て
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民
主
党
中
道
派
の
重
鎮
、
議

員
歴
36
年
の
ベ
テ
ラ
ン
が
ジ
ャ

ー
マ
ン
シ
エ
パ
ー
ド
二
匹
と
と

も
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
入
り
す

る
こ
と
で
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン

の
政
治
が
始
動
す
る
。
米
国
史

上
初
の
女
性
副
大
統
領
と
な
っ

た
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
に
期
待
が

集
ま
る
。

　

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の
自

己
本
位
政
治
が
終
わ
っ
た
。
バ

イ
デ
ン
政
権
に
ど
ん
な
困
難
が

待
ち
受
け
て
い
る
か
は
誰
も
知

ら
な
い
。
た
だ
強
権
フ
ェ
イ
ク

政
治
が
終
わ
り
を
告
げ
る
だ
け

で
も
２
０
２
１
年
は
光
が
さ
す

と
ぼ
く
は
考
え
て
い
る
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
住
ん
で
い

た
時
も
ア
メ
リ
カ
の
人
種
平

等
、
民
主
主
義
へ
の
熱
い
思
い

が
あ
っ
た
。

　

４
年
前
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ

ン
プ
の
登
場
で
い
い
加
減
で
無

責
任
な
ア
メ
リ
カ
が
大
手
を
振

っ
た
。
超
保
守
と
言
わ
れ
る
ト

ラ
ン
プ
支
持
者
の
極
端
な
支
援

は
異
常
と
も
言
え
た
。
何
の
た

め
か
大
統
領
選
挙
の
投
票
を
巡

っ
て
小
銃
を
持
ち
出
し
真
っ
黒

の
服
に
顔
を
隠
す
戦
闘
服
の
男

た
ち
。
今
に
も
発
砲
し
そ
う
な

雰
囲
気
で
気
味
が
悪
か
っ
た
。

１
９
６
４
年
深
南
部
・
ミ
シ
シ

ッ
ピ
ー
州
で
現
実
に
起
こ
っ
た

公
民
権
運
動
家
ら
３
人
の
殺
害

事
件
を
想
い
出
す
。
ア
ラ
ン
・

パ
ー
カ
ー
監
督
の
映
画
﹁
ミ
シ

シ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ニ
ン
グ
﹂
。

白
人
優
位
主
義
Ｋ
Ｋ
Ｋ
の
黒
人

家
庭
へ
の
放
火
、
爆
破
に
よ
る

襲
撃
。
黒
人
へ
の
凄
ま
じ
い
暴

力
が
半
世
紀
前
の
深
南
部
ア
メ

リ
カ
の
真
実
だ
っ
た
。

　

異
例
づ
く
め
の
２
０
２
０
年

米
国
大
統
領
選
挙
。
投
票
は
終

わ
っ
て
も
勝
敗
は
不
明
、
と
い

う
信
じ
ら
れ
な
い
奇
妙
な
結
果

で
推
移
し
て
い
る
。
２
０
２
０

年
12
月
、
ト
ラ
ン
プ
は
自
身
の

敗
北
を
認
め
て
い
な
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
の
発
言
に
よ
れ
ば

バ
イ
デ
ン
が
勝
っ
た
州
は
不
正

が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
裁
判
所

に
提
訴
、
そ
の
州
の
票
の
カ
ウ

ン
ト
を
止
め
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
現
職
の
大
統
領
が
投
票
結

果
を
認
め
な
い
、
と
い
う
い
ち

ゃ
も
ん
で
混
乱
さ
せ
た
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
本
人
が
ア
メ
リ
カ

民
主
主
義
を
腐
食
さ
せ
て
い
る

こ
と
だ
け
は
確
か
だ
。

　

果
た
し
て
ア
メ
リ
カ
は
回
復

で
き
る
知
恵
と
良
心
が
あ
る
の

か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
と
と
も
に
な
ん
と
も
理
解

し
難
い
年
明
け
と
な
っ
た
。

　

議
員
歴
が
長
か
っ
た
ジ
ョ

ー
・
バ
イ
デ
ン
は
２
０
２
１
年

1
月
20
日
、
第
46
代
米
国
大
統

領
に
就
任
す
る
。
史
上
最
高
の

高
齢
大
統
領
で
、
副
大
統
領
に

女
性
、
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
を
指

名
し
た
。
こ
れ
ま
た
史
上
初
の

女
性
副
大
統
領
の
誕
生
で
あ

る
。可

能
か
女
性
大
統
領
の
誕
生

　

ハ
リ
ス
は
１
９
６
４
年
10
月

20
日
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
生
ま
れ
。
イ
ン
ド
系

移
民
の
母
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身

の
父
、
と
い
う
血
脈
で
、
夫
は

裕
福
な
白
人
の
弁
護
士
で
本
人

は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
司
法
長

官
と
い
う
経
歴
で
あ
る
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ハ
ワ
ー

ド
大
学
卒
。
２
０
１
６
年
11
月

8
日
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
出

上
院
議
員
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
と
極
端
に
違

う
正
副
大
統
領
が
20
日
の
就
任

式
を
経
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
入

り
す
る
。

　

ぼ
く
の
関
心
は
こ
の
二
人
の

民
主
党
政
治
家
に
よ
り
ト
ラ
ン

プ
で
ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ
た
ア
メ

リ
カ
の
政
治
を
修
復
、
修
正
で

き
る
か
ど
う
か
。

　

当
面
、
対
立
が
先
鋭
化
し
た

中
国
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
の

か
。
中
国
共
産
党
の
一
党
支
配

が
強
化
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
が
香

港
や
台
湾
に
接
近
す
れ
ば
中
国

の
反
発
は
一
層
強
ま
る
。

　

日
本
と
の
関
係
は
日
米
安
保

体
制
下
、
変
わ
り
よ
う
が
な
い
。

中
国
、
韓
国
、
北
朝
鮮
な
ど
北
東

ア
ジ
ア
へ
の
政
策
に
変
化
は
あ

る
の
か
。
外
交
の
ベ
テ
ラ
ン
、
バ

イ
デ
ン
の
政
策
が
注
目
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
。

早
く
も
バ
イ
デ
ン
の
後
継
が
噂

さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
米
国

史
上
初
の
女
性
大
統
領
が
誕
生

す
る
。
２
０
２
１
年
、
ア
メ
リ

カ
が
面
白
く
な
っ
て
き
そ
う
。

２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
で
明
け

コ
ロ
ナ
で
暮
れ
た
。
し
か
も
年

末
に
な
っ
て
コ
ロ
ナ
感
染
は
ま

す
ま
す
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
ど

の
国
も
乗
り
物
や
レ
ス
ト
ラ
ン

に
規
制
を
か
け
て
い
る
。
ま
さ

に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
だ
。
こ
れ
が

い
つ
沈
静
化
へ
向
か
う
の
か
、

だ
れ
も
分
か
ら
な
い
。

　

政
府
も
東
京
都
も
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
敢
行
す
る
つ
も
り
ら
し

い
。
こ
の
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
時
期

に
そ
れ
が
可
能
か
ど
う
か
。

　

21
世
紀
と
は
こ
う
し
た
予
期

し
な
い
天
災
に
見
舞
わ
れ
、
各

国
が
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

　

ア
メ
リ
カ
は
コ
ロ
ナ
退
治
に

関
し
完
璧
に
失
敗
し
て
い
る
。

ど
う
や
ら
ア
メ
リ
カ
の
世
紀
は

す
で
に
終
わ
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　

新
し
い
時
代
は
ど
こ
が
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
中

国
は
ど
う
す
る
？　

実
に
興
味
深
い
。

︵
き
た
お
か
。
か
ず
よ
し
＝
読

売
新
聞
記
者
を
経
て
日
本
大
学

教
授
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
︶

バ
イ
デ
ン
、
ハ
リ
ス
に
期
待

ト
ラ
ン
プ
﹁
フ
ェ
イ
ク
政
治
﹂
の
終
焉

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　

北
岡
和
義
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﹁
譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶
さ
ん
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
﹂
会

社
経
営
者
の
鬣
︵
た
て
が
み
︶

は
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲

矢
謙
吉
︵
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち

通
称
、
譲
謙
︶
に
新
年
の
あ
い

さ
つ
を
し
た
。
﹁
鬣
さ
ん
、
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
﹂
﹁
昨
年
は
コ
ロ
ナ

で
始
ま
っ
て
、
コ
ロ
ナ
で
終
わ

っ
た
よ
う
な
感
じ
ゃ
が
、
ま
た
、

新
た
な
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
を
や

っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
ら
し

い
な
﹂
﹁
そ
う
で
す
ね
。
議
会

を
通
っ
た
よ
う
で
す
﹂
﹁
実
は
、

昨
年
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ロ
ー
ン
の
債
務

免
除
益
の
申
請
を
未
だ
し
て
お

ら
ん
の
じ
ゃ
、
何
と
か
し
て
く

れ
ん
か
﹂
﹁
わ
か
り
ま
し
た
。 

債
務
免
除
フ
ォ
ー
ム
に
は
３

種
類
、SB

A
 Form

 3508S

、
3508E

Z

、3508

が
あ
り
ま

す
。3508S

は
５
万
ド
ル
以

下
の
借
入
金
、3508E

Z

は
25

％
以
下
の
給
与
減
額
を
し
て

い
な
か
っ
た
場
合
、3508

は

そ
れ
以
外
の
申
請
に
使
用
し

ま
す
。
そ
こ
に
出
て
く
る
用

語
の
う
ちC

overed Period

は
、
ロ
ー
ン
を
受
取
っ
た
日
か

ら
24
週
間
の
期
間
︵
６
月
５
日

よ
り
前
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ロ
ー
ン
を
受

取
っ
た
場
合
は
８
週
間
も
選

べ
ま
す
︶
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、A

lternative Pay
roll 

C
over Period

と

は

給

料

日
が
月
に
２
回
以
上
あ
る
場

合
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
採
用
で

き
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ロ
ー
ン
を
受
取

っ
て
最
初
の
給
与
計
算
期
間

の
計
算
始
め
の
日
か
ら
8
週

間
ま
た
は
24
週
間
に
な
り
ま

す
。R

eference Period

と

は
、
Ｆ
Ｔ
Ｅ
︵
従
業
員
数
＝

F
ull T

im
e E

quivalency

︶

の
平
均
値
を
計
算
す
る
期
間
で

す
。
２
０
１
９
年
２
月
15
日
か

ら
19
年
６
月
30
日
か
、
20
年
１

月
１
日
か
ら
20
年
２
月
29
日
を

使
用
し
ま
す
。
季
節
労
働
者
は

連
続
し
て
12
週
間
ま
で
19
年
５

月
１
日
か
ら
19
年
９
月
15
日
ま

で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
週

に
40
時
間
以
上
働
い
た
従
業
員

は
１
・
０
を
使
用
で
き
、
40
時

間
未
満
の
場
合
に
は
０
・
５
を

使
用
で
き
そ
う
で
す
。
提
出
資

料
と
し
て
は
現
金
支
給
の
給

与
の
場
合
に
は
３
つ
の
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

︵
１
︶
従
業
員
へ
支
払
っ
た
こ

と
の
証
明
：
例
と
し
て
は
給
与

計
算
会
社
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
、

自
社
計
算
の
場
合
に
は
さ
ら
に

銀
行
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
か
キ

ャ
ン
セ
ル 

チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
。

︵
２
︶
給
与
税
申
告
書
：
例
え

ばForm
 941

。︵
３
︶
従
業

員
ご
と
の
給
与
が
記
載
さ
れ
た

四
半
期
ご
と
の
州
の
給
与
税
申

告
書
で
す
。
給
与
税
申
告
書
で

す
。
次
に
現
金
以
外
の
報
酬
、

す
な
わ
ち
医
療
保
険
や
年
金
の

場
合
、
２
つ
の
条
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。︵
１
︶
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
が
雇
用
主
が
健

康
保
険
や
年
金
費
用
の
う
ち
従

業
員
の
部
分
を
支
払
っ
て
い
る

こ
と
を
示
す
こ
と
。︵
２
︶
支

払
っ
た
証
拠
、
例
え
ば
銀
行
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
す
。
次
に
従

業
員
負
担
部
分
の
州
や
地
方

税
部
分
の
支
払
い
の
証
明
は

︵
１
︶
四
半
期
ご
と
の
従
業
員

ご
と
の
給
与
が
記
載
さ
れ
た
給

与
申
告
書
。︵
２
︶
支
払
っ
た

証
拠
、
例
え
ば
銀
行
ス
テ
ー
ト

メ
ン
ト
が
必
要
で
す
。
Ｆ
Ｔ
Ｅ

関
係
の
書
類
で
す
が
、Form

 
3508E

Z 

を
選
択
し
た
場
合

に
は
、
個
人
商
店
で
従
業
員
が

い
な
い
場
合
や
20
年
２
月
15
日

前
と
同
じ
営
業
が
政
府
の
規
制

等
で
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
提

出
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
以
外
は
、
以
下
の
２
つ
の
数

値
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。︵
１
︶
Ｆ
Ｔ
Ｅ
の
平
均
人

数
の
証
拠 

。︵
２
︶
20
年
１
月

１
日
の
Ｆ
Ｔ
Ｅ
の
数
の
証
拠
で

す
。
そ
の
他
の
費
用
で
あ
る
ビ

ジ
ネ
ス
抵
当
借
入
金
利
息
、
リ

ー
ス
＆
レ
ン
ト
、
光
熱
費
で
は

そ
れ
ぞ
れ
３
つ
の
書
類
が
必
要

で
す
。︵
１
︶
20
年
２
月
15
日

前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
ま
た

は
契
約
書
。︵
２
︶C

overed 
Period

で
支
払
義
務
が
あ
っ

た
こ
と
。︵
３
︶
実
際
に
支
払

っ
た
こ
と
で
す
﹂﹁
わ
か
っ
た
。

な
ん
と
か
や
っ
て
み
る
﹂

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所

(www.saikos.com, info@
saikos.com)

：

齊
藤
幸
喜

Ｐ
Ｐ
Ｐ
責
務
免
除
益
申
請
に
つ
い
て

　

米
連
邦
議
会
上
下
両
院
は
21

日
、
９
０
０
０
億
ド
ル
︵
約

93
兆
円
︶
規
模
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
追
加
経
済
対
策
法
案

と
２
０
２
１
会
計
年
度
の
連
邦

政
府
予
算
案
の
採
決
を
行
い
、

下
院
で
３
５
９
対
53
、
上
院
で

92
対
６
の
賛
成
多
数
で
可
決
し

た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
内
容

に
不
満
を
述
べ
て
い
た
が
、
27

日
夜
に
署
名
し
成
立
し
た
。

　

追
加
経
済
対
策
法
案
は
３
兆

ド
ル
︵
約
３
２
０
兆
円
︶
規
模

の
追
加
支
援
を
求
め
る
民
主
党

と
支
出
を
抑
え
た
い
共
和
党
と

の
交
渉
は
膠
着
状
態
と
な
っ

て
い
た
が
、
現
在
の
経
済
対

策
が
年
末
に
切
れ
る
の
を
前

に
可
決
を
急
い
だ
。
26
日
に

１
２
０
０
万
人
分
の
失
業
給
付

が
切
れ
、
ま
た
28
日
に
は
政
府

予
算
案
の
期
限
切
れ
に
よ
る
政

府
機
関
一
部
閉
鎖
が
迫
っ
て
い

た
。

　

今
回
の
経
済
対
策
で
は
国

民
の
大
半
が
対
象
と
な
る
１

人
あ
た
り
６
０
０
ド
ル
︵
約

６
万
２
千
円
︶
の
直
接
給
付
や

週
３
０
０
ド
ル
︵
約
３
万
１
千

円
︶
の
失
業
保
険
上
乗
せ
延
長

が
決
ま
っ
た
。
３
０
０
０
億
ド

ル
規
模
の
企
業
支
援
、
中
小
企

業
向
け
の
特
別
融
資
﹁
ペ
イ
チ

ェ
ッ
ク
・
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｐ
Ｐ
Ｐ
︶
﹂
な

ど
の
ほ
か
、
２
５
０
億
ド
ル
規

模
の
家
賃
支
援
な
ど
も
盛
り
込

ま
れ
た
。

　

し
か
し
、
３
月
の
経
済
対

策
は
大
人
１
人
に
１
２
０
０

ド
ル
︵
約
12
万
４
０
０
０
円
︶

支
給
や
週
６
０
０
ド
ル
︵
約

６
万
２
０
０
０
円
︶
の
失
業

給
付
金
上
乗
せ
な
ど
総
額

２
兆
４
０
０
０
億
ド
ル
︵
約

２
５
０
兆
円
︶
あ
っ
た
。
こ
れ

に
比
べ
今
回
は
規
模
が
縮
小
し

た
。ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
22
日
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
﹁
期
待
し
た
も

の
と
大
き
く
違
う
﹂
と
し
て
署

名
し
な
い
意
向
を
示
し
、﹁
無

駄
で
不
要
な
も
の
﹂
は
削
り
、

現
金
支
給
を
２
０
０
０
ド
ル

︵
約
21
万
円
︶
に
増
額
す
る
よ

う
求
め
た
。
民
主
党
の
ペ
ロ
シ

下
院
議
長
も
こ
れ
を
歓
迎
し
た

が
、
時
間
切
れ
で
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
署
名
に
踏
み
切
っ
た
。

　

直
接
給
付
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
今
年
も
し
く
は
昨
年
の
ど

ち
ら
か
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
個
人

所
得
税
申
告
を
米
内
国
歳
入
庁

︵
Ｉ
Ｒ
Ｓ
︶
に
申
告
し
た
者
。

申
告
者
の
銀
行
口
座
に
一
律
に

近
く
振
り
込
ま
れ
る
。
夫
婦
合

算
申
告
し
て
い
る
場
合
は
２
人

分
の
給
付
を
受
け
る
。

直
接
給
付
が
成
立

電
子
納
税
者
に
一
律
６
０
０
ド
ル
支
給

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
引
き
上
げ
を
断
念

　

北
東
ア
メ
リ
カ
兵
庫
県
人
会

﹁C
LU

B
 G

O
!

﹂
と
神
戸
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ブ
共
催

の
﹁
阪
神
淡
路
大
震
災
26
年
﹂

オ
ン
ラ
イ
ン
追
悼
式
典
が
1
月

16
日
︵
土
︶
午
後
６
時
か
ら
開

催
さ
れ
る
。

　

６
４
３
４
人
の
尊
い
犠
牲

と
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
﹁
阪
神
・
淡
路
大
震
災
﹂
が

１
９
９
５
年
1
月
17
日
に
発
生

し
て
か
ら
26
年
を
迎
え
る
。

　

式
典
で
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
三

原
有
利
加
に
よ
る
ピ
ア
ノ
曲
鎮

魂
曲
の
演
奏
、
中
垣
顕
實
Ｎ
Ｙ

仏
教
連
盟
副
会
長
に
よ
る
黙
祷

な
ど
が
行
わ
れ
る
。
式
典
の
あ

と
は
懇
親
会
も
行
わ
れ
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

登

録
。

申

し

込

み
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttp://
ny

.hy
ogokenjinkai.org/

archives/484

を
参
照
。

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
26
年

追
悼
式
典
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　

先
月
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ

ン
タ
ー
に
運
ば
れ
た
巨
大
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
中
か
ら
発
見

さ
れ
た
、
小
型
ア
メ
リ
カ
キ
ン

メ
フ
ク
ロ
ウ
の
﹁
ロ
ッ
キ
ー
﹂

の
物
語
が
８
日
、
絵
本
で
出
版

さ
れ
た
。 

　

同
書
﹃
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・

ザ
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ウ
ル
﹄

の
著
者
で
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア

州
ス
ク
ラ
ン
ト
ン
出
身
の
Ｔ
・

ト
ロ
イ
・
コ
ロ
さ
ん
︵
52
︶
は
、

ニ
ュ
ー
ス
を
観
た
と
た
ん
に
物

語
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
び
、

数
日
間
で
同
書
を
完
成
さ
せ

た
。
主
人
公
の
オ
ウ
ム
の
﹁
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
﹂
が
思
い
が
け

ず
た
ど
り
着
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
初
め
て
目
に
す
る
の
は
ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
プ
ラ
ザ
。
ホ

リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
で
き
ら
び
や

か
な
街
を
探
検
し
な
が
ら
、
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
新
し
い
仲
間

た
ち
と
出
会
う
。 

　

保
護
さ
れ
た
ロ
ッ
キ
ー
は
そ

の
後
、
Ｎ
Ｙ
州
ア
ル
ス
タ
ー
郡

ソ
ー
ガ
テ
ィ
ス
の
レ
イ
ヴ
ン
ズ

ベ
ア
ー
ド
野
生
動
物
保
護
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
、
家
族
と
再
会

で
き
る
よ
う
願
い
を
込
め
、
今

年
の
ツ
リ
ー
が
伐
採
さ
れ
た
Ｎ

Ｙ
州
北
部
の
オ
ニ
オ
ン
タ
の
野

生
に
戻
さ
れ
た
。
コ
ロ
さ
ん
は

自
身
の
処
女
作
と
な
っ
た
同
書

に
、
愛
と
家
族
と
の
絆
の
深
い

意
味
を
込
め
た
と
話
し
て
い

る
。

ツリーの中にいたフ
ク
ロ
ウ
の
話
絵
本
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
教
育
局

︵
Ｄ
Ｏ
Ｅ
︶
は
18
日
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
と
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
の
入
学
選
考
の
過

程
を
改
造
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
新
た
な
選
考
過
程
で
は
、

ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
は
志
願
す
る

生
徒
の
今
学
年
度
の
成
績
、
出

席
数
、
試
験
の
成
績
を
入
学
の

条
件
に
含
め
ず
、
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
に
関
し
て
は
、
近
隣
居
住
者

を
優
先
的
に
入
学
さ
せ
る
こ
と

が
禁
じ
ら
れ
る
。
ビ
ル
・
デ
ブ

ラ
シ
オ
同
市
長
と
会
見
を
行
っ

た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ラ
ン
ザ
同

局
長
は
、
生
徒
の
選
考
過
程
で

困
難
が
生
じ
た
場
合
は
、
ミ
ド

ル
ス
ク
ー
ル
は
生
徒
の
３
年
生

時
の
州
統
一
テ
ス
ト
の
結
果
を

参
考
に
す
る
、と
話
し
て
い
る
。 

　

デ
ブ
ラ
シ
オ
同
市
長
は
、
同

選
考
過
程
の
改
造
は
現
時
点
で

は
一
時
的
な
も
の
だ
が
、
長
期

的
に
導
入
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
、
と
話
し
て
い
る
。

中
高
入
試
改
造

成
績
や
居
住
地

　

日
本
政
府
は
12
月
26
日
、
各

国
で
確
認
さ
れ
広
が
り
を
み
せ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異

種
の
国
内
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、

す
べ
て
の
国
・
地
域
か
ら
の
外

国
人
の
新
規
入
国
を
28
日
か
ら

来
年
1
月
末
ま
で
の
期
間
、
一

時
停
止
す
る
と
発
表
し
た
。

　

政
府
は
出
入
国
の
緩
和
策
を

進
め
て
き
た
が
、
感
染
力
が
強

い
と
さ
れ
る
変
異
種
の
国
内
侵

入
で
再
び
水
際
対
策
の
大
幅
な

強
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

帰
国
者
に
つ
い
て
は
、
11
月

1
日
か
ら
条
件
付
き
で
認
め
て

い
た
帰
国
後
14
日
間
の
待
機
緩

和
措
置
を
28
日
か
ら
取
り
消

す
。
11
の
国
・
地
域
と
の
間
で

政
府
間
で
合
意
し
て
い
る
ビ
ジ

ネ
ス
関
係
者
ら
の
往
来
は
、
引

き
続
き
認
め
る
方
針
。

外
国
人
入
国
一
時
停
止

日
本
政
府
１
月
末
ま
で

http://www.nyseikatsu.com
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
http://ny.hyogokenjinkai.org/archives/484
http://kkobo.com/
http://www.919usa.com
http://saitama-shintoshin.or.jp
https://mikoto-inc.com/global/
http://www.swlgpc.com/jp/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
一
人
暮
ら
し
す

る
日
系
高
齢
者
30
人
に
12
月
21
日
、

年
越
し
蕎
麦
が
配
達
さ
れ
た
。
市
内

で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
Ｎ
Ｙ
レ

ス
ト
ラ
ン
協
会
会
長
の
八
木
ボ
ン
さ

ん
が
毎
年
日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
の
高
齢
者
を
招

い
て
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を
ご
馳
走
し
て

い
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
た
め
、
八
木
さ
ん
が
経
営
す

る
﹁
蕎
麦
屋
﹂
の
そ
ば
を
自
宅
ま
で

届
け
た
。
当
日
は
八
木
さ
ん
、
望
月

良
子
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
代
表
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
健
樹
さ
ん
︵
21
︶
が
配
達
し
た
。

蕎麦屋の八木さん
JASSI の高齢者 30 人に

お
蕎
麦
を
配
達

安
全
に
年
越

 　

ワ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ

ア
を
所
有
す
る
不
動
産
会
社
ジ

ェ
イ
ム
ズ
タ
ウ
ン
は
12
月
16

日
、
１
９
０
７
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
同
ビ
ル
か
ら
タ
イ
ム
ボ
ー

ル
を
落
下
さ
せ
る
恒
例
の
年
越

し
イ
ベ
ン
ト
を
、
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

た
め
無
観
客
で
行
う
こ
と
を
発

表
し
た
。 

　

同
イ
ベ
ン
ト
に
は
毎
年

１
０
０
万
人
以
上
が
集
ま
り
、

世
界
中
の
少
な
く
と
も
10
億
人

が
視
聴
す
る
。
同
社
は
密
を
避

け
る
た
め
バ
ー
チ
ャ
ル
に
し
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
か
を
６
か

月
間
に
わ
た
っ
て
計
画
し
た
。

同
社
は
﹁
今
年
は
現
地
で
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
は
で
き
な
い
が
、

中
継
を
自
宅
で
無
料
で
楽
し

め
、
寒
さ
の
中
で
イ
ベ
ン
ト
開

始
ま
で
何
時
間
も
待
つ
必
要
も

な
く
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
に
な

く
壮
大
で
斬
新
な
時
間
を
提
供

す
る
﹂
と
話
し
て
い
る
。 

　

31
日
に
始
ま
る
生
中
継
を
視

聴
す
る
に
は
、
ま
ず
無
料
の
ア

プ
リN

Y
E

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
か
、V

N
Y

E
.com

に
ロ

グ
イ
ン
を
す
る
。
当
日
は
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
よ
り
も
先
に
年
明
け
を

迎
え
る
世
界
中
の
都
市
、
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
宇
宙

飛
行
士
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
宇
宙
か
ら
の
地
球
の
様
子

も
生
中
継
す
る
。
ま
た
同
サ
イ

ト
上
で
は
自
分
の
ア
バ
タ
ー
を

創
り
、ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
ビ
ル
ボ

ー
ド
に
掲
げ
ら
れ
た
45
人
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
デ
ジ
タ
ル
作
品

展
﹁
ハ
イ
・
レ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
﹂
を
現
地
に
い
る
か
の
よ
う

に
鑑
賞
で
き
る
。
ま
た
ユ
ー
ザ

ー
は
、
ボ
ー
ル
落
下
と
花
火
を

バ
ッ
ク
に
、
ま
た
は
２
０
２
１

と
記
さ
れ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
の
シ

ル
バ
ー
の
冠
を
被
っ
て
記
念
撮

影
も
で
き
る
。
同
イ
ベ
ン
ト
の

詳

細

はtim
essquarenyc.

org

を
参
照
す
る
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

無
観
客
で
実
施

　

米
国
国
勢
調
査
局
は
12
月
15

日
の
会
見
で
、
２
０
２
０
年
４

月
１
日
現
在
の
合
衆
国
の
人
口

推
定
を
ま
と
め
た
﹁
人
口
動
態

分
析
﹂
を
発
表
し
た
。
デ
ー
タ

は
20
年
国
勢
調
査
の
正
式
デ
ー

タ
と
の
比
較
に
利
用
し
、
０
歳

か
ら
17
歳
ま
で
の
ア
ジ
ア
系
人

口
の
推
定
値
な
ど
を
含
む
追
加

の
推
定
値
が
21
年
お
よ
び
22
年

に
発
表
さ
れ
る
。

　

人
口
動
態
分
析
で
は
、
20
年

国
勢
調
査
の
よ
う
に
世
帯
か
ら

回
答
を
回
収
す
る
の
で
は
な

く
、
現
在
お
よ
び
過
去
の
バ
イ

タ
ル
統
計
の
デ
ー
タ
な
ど
を
用

い
て
、
米
国
の
人
口
規
模
を
推

定
。
人
口
動
態
分
析
は
同
調
査

の
最
初
の
結
果
が
発
表
さ
れ
る

前
に
こ
れ
ら
の
推
定
を
発
表

し
、
公
式
の
国
勢
調
査
数
と
比

較
す
る
た
め
の
別
の
人
口
の

指
標
を
提
供
す
る
。
米
国
の

推
定
予
測
人
口
の
最
高
値
が

３
億
３
５
５
１
万
４
０
０
０

人
、
最
低
値
が
３
億
３
０
７
３

万
人
。
中
間
値
が
３
億
３
２
６

０
万
１
０
０
０
人
だ
っ
た
。

　

同
局
の
副
局
長
兼
最
高
執
行

責
任
者
ロ
ン
・
ジ
ャ
ー
ミ
ン
博

士
は
﹁
国
勢
調
査
局
は
業
務
の

質
を
確
保
す
る
た
め
に
多
大
な

努
力
を
行
っ
て
い
る
。
人
口
動

態
分
析
は
、
20
年
国
勢
調
査
人

口
推
定
の
完
全
性
分
析
に
役
立

つ
貴
重
な
資
料
だ
﹂と
述
べ
た
。

　

人
口
動
態
分
析
の
推
定
は
、

現
在
お
よ
び
過
去
の
出
生
・
死

亡
記
録
や
、
国
際
間
移
動
に
関

す
る
デ
ー
タ
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
記

録
を
使
っ
て
作
成
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
出
生
と
死
亡
の
推
定
は

非
常
に
正
確
で
瑕
疵
の
無
い
米

国
人
口
動
態
記
録
制
度
に
基
づ

い
て
い
る
た
め
、
比
較
的
正
確

な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
国
際
間
移
動
の
推
定
作
成

用
の
業
務
記
録
が
利
用
で
き
な

い
た
め
、
国
際
間
移
動
の
推
定

に
は
よ
り
大
き
な
不
確
実
性
が

あ
る
。
国
際
間
移
動
の
推
定
に

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
勢
調

査
局
の
全
米
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調

査
な
ど
の
デ
ー
タ
が
代
わ
り
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

人
口
局
の
人
口
動
態
分
析
担

当
上
席
技
術
専
門
家
エ
リ
ッ

ク
・
ジ
ェ
ン
セ
ン
氏
は
﹁
私
達

は
、
人
口
動
態
分
析
に
現
在
お

よ
び
過
去
の
業
務
記
録
や
調
査

デ
ー
タ
な
ど
の
既
存
の
デ
ー
タ

を
利
用
す
る
こ
と
で
人
口
の
規

模
を
推
定
で
き
る
。
人
口
動
態

分
析
に
つ
い
て
は
１
９
６
０
年

国
勢
調
査
以
来
私
達
が
行
っ
て

い
る
が
、
方
法
だ
け
で
な
く
利

用
可
能
な
業
務
記
録
の
改
善
に

よ
っ
て
も
推
定
は
徐
々
に
改
善

し
て
い
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

　

20
年
国
勢
調
査
の
最
終
結
果

を
20
年
人
口
動
態
分
析
の
推
定

と
比
較
す
る
こ
と
で
、
年
齢
、

性
別
、
幅
広
い
人
種
、
お
よ
び

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
群
ご
と
の
潜

在
的
な
推
定
正
味
カ
バ
ー
率
エ

ラ
ー
を
算
出
。
20
年
人
口
動
態

分
析
推
定
の
正
味
過
大
・
過
少

数
に
つ
い
て
の
報
告
書
は
、
21

年
に
公
開
さ
れ
る
予
定
。

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.census.gov/

を

参

照
。

　

都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
の

パ
ッ
ト
・
フ
ォ
イ
エ
会
長
は
12

月
16
日
の
記
者
会
見
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
座
席
な
ど

の
表
面
か
ら
感
染
し
た
と
い
う

報
告
は
な
い
が
、
車
内
や
駅
構

内
な
ど
の
清
掃
、
除
菌
作
業
は

週
7
日
連
日
24
時
間
体
制
で
続

け
て
い
く
と
伝
え
た
。
 

　

米
疫
病
予
防
管
理
セ
ン
タ

ー
︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
が
今
年
５
月
末

に
公
表
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
る
と
﹁
汚
染
さ
れ
た
表
面
と

の
接
触
に
よ
る
感
染
は
あ
り
得

る
﹂、
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
科
学
機
関
も
10
月
に
﹁
同
ウ

イ
ル
ス
に
は
、
表
面
に
最
高
28

日
間
付
着
す
る
能
力
が
あ
る
﹂

と
報
告
し
て
い
る
。
フ
ォ
イ
エ

会
長
は
こ
れ
ら
の
科
学
的
根
拠

に
基
づ
き
、費
用
は
高
額
だ
が
、

利
用
者
と
従
業
員
の
感
染
リ
ス

ク
を
最
低
限
に
保
つ
た
め
に
清

掃
作
業
を
徹
底
す
る
と
話
し
て

い
る
。

地
下
鉄
の
深
夜
清
掃

継
続
し
て
維
持
方
針

米
国
国
税
調
査
推
定
値

３
億
３
２
６
０
万
人

追
加
の
報
告
書
は
21
年
に
発
表

配
達
に
出
発
す
る
左
か
ら
望
月
さ
ん
、
健
樹
さ
ん
、
八
木
さ
ん

http://www.census.gov/
http://www.census.gov/
http://www.census.gov/
https://www.timessquarenyc.org/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://www.oishinbo-ny.com/
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.rostamilaw.com
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相
続
人
が
２
人
以
上
い
る
場

合
、
被
相
続
人
は
生
前
に
遺
言

に
よ
っ
て
法
定
相
続
分
と
は
異

な
る
相
続
割
合
を
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
指
定
相
続
分

に
よ
る
遺
産
分
割
の
こ
と
を
指

定
分
割
と
い
い
ま
す
。
法
定
相

続
分
は
、
あ
く
ま
で
も
遺
言
が

な
い
場
合
の
補
助
的
な
基
準
で

あ
り
、
故
人
の
意
思
が
尊
重
さ

れ
ま
す
か
ら
、
指
定
分
割
は
法

定
相
続
分
に
よ
る
分
割
よ
り
も

優
先
さ
れ
ま
す
。

　

相
続
財
産
の
す
べ
て
に
つ
い

789

クイック USA

30
医
療
保
険
料
は
上
が
り
続
け
る
の
か
？

日
本
の
相
続
㉓ 

遺
言
指
定
分
割

　

カ
イ
ザ
ー
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
は
﹁
雇
用
者
が
提
供
す

る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
調
査
の
レ

ポ
ー
ト
﹂
を
発
表
し
て
い
る
。

﹁
２
０
２
０
年
雇
用
主
ヘ
ル

ス
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
調
査
﹂
が

２
０
２
０
年
10
月
8
日
に
発
表

さ
れ
て
い
る
の
で
、
注
目
す
べ

き
数
字
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

▼
別
表
リ
ン
ク
︵
１
︶
の
各
項

目
のFigure
︵
数
字
︶
は
次

の
リ
ン
ク
の
ス
ラ
イ
ド
の
数
字

を
示
し
て
い
る
。

︵

１
︶

医

療

保

険

料

は

１
９
９
９
年
か
ら
２
０
２
０
年

の
約
20
年
間
で
約
３
・
４
倍

　

医
療
保
険
料
の
推
移
を
見

る
と
、
１
９
９
９
年
に
従
業

員
1
名
の
平
均
年
間
保
険
料

が
２
１
９
６
ド
ル
で
あ
っ

た

の

に

対

し
、

２

０

２

０

年
は
７
４
７
０
ド
ル
と
約

３
・
４
倍
に
上
昇
し
て
い
る
。

︵Figure1

︶

︵
２
︶
年
間
の
医
療
保
険
料
上

昇
率
は
平
均
4
％

　

２

０

１

８

年

5

％
、

２
０
１
９
年
5
％
、
２
０
２
０

年
4
％
と
上
昇
率
は
少
し
落
ち

着
い
て
き
て
い
る
。
但
し
、
個

別
の
ケ
ー
ス
を
見
る
と
10
％
程

度
の
上
昇
が
起
こ
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。(Figure2)

︵

３
︶

平

均

免

責

額

︵Deductible

︶
は
３
０
３
ド
ル

か
ら
１
３
６
４
ド
ル
へ

　

全
体
の
平
均
免
責
額
は

２
０
０
６
年
の
３
０
３
ド
ル
か

ら
２
０
２
０
年
の
１
３
６
４
ド

ル
へ
約
４
・
５
倍
に
な
っ
て
い

る
。(Figure6)

︵
４
︶
物
価
上
昇
率
と
の
比
較

　

２
０
１
０
年
か
ら
２
０
２
０

年
の
10
年
間
で
物
価
は
19
％
上

昇
し
て
い
る
が
、
家
族
の
年
間

保
険
料
は
55
％
の
上
昇
。
免
責

額
は
１
１
１
％
の
上
昇
と
な
っ

て
い
る
。(Figure7)

︵
５
︶
自
己
負
担
割
合
い

　

２
０
２
０
年
の
平
均
は
従

業
員
１
人
の
年
間
保
険
料

７
４
７
０
ド
ル
に
対
し
て
、
従

業
員
負
担
平
均
額
は
１
２
４
３

ド
ル
。
約
16
・
6
％
を
自
己
負

担
し
て
い
る
数
字
に
な
っ
て
い

る
。
別
表
リ
ン
ク
︵
２
︶
参
照

︵
６
︶
２
０
２
１
年
の
動
向

２
０
２
１
年
の
動
向
も
、
企
業

調
査
を
見
る
と
約
5
・
3
％
の

保
険
料
の
上
昇
を
見
込
ん
で
い

る
。
別
表
リ
ン
ク
︵
３
︶
参
照
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
な
環
境
の
中
で
、
遠

隔
診
断
テ
レ
ヘ
ル
ス
が
多
く
導

入
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
を
活
用
す

る
機
会
が
増
え
た
と
思
わ
れ

る
。
テ
レ
ヘ
ル
ス
の
活
用
は
今

ま
で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ッ
ト
で
使

わ
れ
て
い
た
費
用
を
削
減
す
る

と
い
う
意
味
で
は
、
２
０
２
１

年
も
期
待
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
。

　

２
０
２
０
年
の
大
き
な
特
徴

と
し
て
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
も
注
目
を
浴
び

た
。C

O
V

ID
-19

の

感

染

者

が
２
０
２
０
年
年
末
に
向
け
て

増
え
続
け
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の

状
況
が
継
続
す
る
と
２
０
２
１

年
も
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
は
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。

︵
７
︶
今
後
の
医
療
費
削
減
に

向
け
て

　

医
療
保
険
の
５
大
コ
ス
ト
は

次
の
5
つ
の
治
療
が
影
響
を
与

え
て
い
る
。

︵
１
︶
腰
痛
、
膝
と
股
関
節
の

置
換
術
な
ど
の
筋
骨
格
系
の
問

題
︵
２
︶
が
ん
︵
３
︶
心
血
管

︵
心
臓
︶疾
患︵
４
︶糖
尿
病︵
５
︶

リ
ス
ク
の
高
い
出
産
/
新
生
児

集
中
治
療
。

　

特
に
︵
１
︶
〜
︵
４
︶
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
病
気
は
で
き

る
限
り
事
前
の
予
防
に
よ
っ
て

改
善
を
期
待
で
き
る
項
目
で
あ

る
。
従
業
員
の
健
康
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
引
き
続
き
検
討

て
相
続
分
を
指
定
す
る
こ
と

も
、
一
部
の
相
続
人
の
取
り
分

に
つ
い
て
だ
け
指
定
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
相
続
分
の
指

定
が
一
部
の
相
続
人
だ
け
で

あ
っ
た
場
合
、
他
の
相
続
人
は

残
り
の
財
産
に
つ
い
て
法
定

相
続
分
に
よ
っ
て
分
け
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
妻
と
子
供
２
人
、
遺
産

額
１
億
円
と
﹁
遺
産
の
４
分

の
３
を
妻
に
与
え
る
﹂
と
い

う
遺
言
を
残
し
て
夫
が
死
亡

し
た
と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、

妻
の
相
続
分
は
７
５
０
０
万

円
、
子
供
の
相
続
分
は
残
り
の

２
５
０
０
万
円
を
等
分
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
１
２
５
０
万
円
に

な
り
ま
す
。

　

相
続
人
の
最
低
限
相
続
を

保
証
す
る
制
度
で
あ
る
遺
留

分
を
侵
害
す
る
相
続
分
の
指

定
が
遺
言
に
よ
っ
て
な
さ
れ

た
場
合
、
遺
言
そ
の
も
の
は
有

効
で
す
が
、
遺
留
分
権
利
者
は

申
し
立
て
に
よ
り
侵
害
分
の

取
り
戻
し
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計

士
︶

▼別表リンク（１）
https://www.kff.org/slideshow/2020-employer-health-benefi ts-chart-pack/
▼別表リンク（２）
下記のリンクは Interactive になっているので、関心のある数字の比較が可能なサイトである。
https://www.kff.org/interactive/premiums-and-worker-contributions-among-workers-covered-by-employer-sponsored-coverage-1999-
2020/#/?compare=true&coverageTypeComp=worker_contribution
▼別表リンク（３）
2021 年の動向も、企業調査を見ると約 5.3％の保険料の上昇を見込んでいる。
https://www.shrm.org/resourcesandtools/hr-topics/benefi ts/pages/employers-project-health-plan-cost-rise-for-2021.aspx

し
、
医
療
費
の
コ
ス
ト
を
で
き

る
限
り
下
げ
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
保
険
料
削
減
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

　

引
き
続
き
皆
様
の
安
全
と
健

康
、
そ
し
て
、
可
能
な
限
り
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
再
興
を
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。

山

口 

憲

和
　Philosophy 

LLC 

代
表
︶

www.919usa.com

　

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
１
月
よ

り
、
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
向
上

さ
せ
た
い
人
の
た
め
の
オ
ン
ラ

イ
ン
教
室
﹁
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど

楽
し
く
な
る
エ
ク
セ
ル
︵
中

級
、
上
級
、
Ｖ
Ｂ
Ａ
︶
コ
ー

ス
﹂
お
よ
び
﹁Python

︵
パ

イ
ソ
ン
︶
超
入
門
か
ら
上
級
コ

ー
ス
﹂
を
開
講
す
る
。
講
師
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
長
年
に
渡
り

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
て
い

るV
illagew

ell LLC

の

村

井
功
氏
。
ま
と
め
て
申
し
込
む

と
割
引
プ
ラ
ン
も
あ
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
通

り
、
各
ク
ラ
ス
と
も
午
後
6
時

か
ら
。
エ
ク
セ
ル
中
級
が
１
月

４
日
︵
月
︶
か
ら
１
回
30
ド
ル
・

４
回
全
参
加
１
０
０
ド
ル
、
エ

ク
セ
ル
上
級
が
６
日
︵
水
︶
か

ら
１
回
30
ド
ル
・
４
回
１
０
０

ド
ル
、
エ
ク
セ
ル
Ｖ
Ｂ
Ａ
初
級

が
８
日
︵
金
︶
か
ら
１
回
35
ド

ル
・
４
回
１
２
０
ド
ル
、
エ

ク
セ
ル
Ｖ
Ｂ
Ａ
中
級
が
12
日

︵
火
︶
か
ら
１
回
35
ド
ル
・
４

回
１
２
０
ド
ル
、
エ
ク
セ
ル
Ｖ

Ｂ
Ａ
上
級
が
14
日
︵
木
︶
か
ら

１
回
35
ド
ル
・
４
回
１
２
０
ド

ル
。
パ
イ
ソ
ン
超
入
門
が
25
日

︵
月
︶
か
ら
１
回
30
ド
ル
・
４

回
全
参
加
１
０
０
ド
ル
、
パ
イ

ソ
ン
初
級
が
27
日
︵
水
︶
か
ら

１
回
30
ド
ル
・
４
回
１
０
０
ド

ル
、
パ
イ
ソ
ン
中
級
が
２
９
日

︵
金
︶
か
ら
１
回
35
ド
ル
・
４

回
１
２
０
ド
ル
、
パ
イ
ソ
ン
上

級
が
２
月
２
日
︵
火
︶
か
ら
１

回
35
ド
ル
、４
回
１
２
０
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ル919usa.com

ま

で
。 

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.919usa.com

を

参

照
。

ク
イ
ッ
ク
パ
ソ
コ
ン
教
室

エ
ク
セ
ル
と
パ
イ
ソ
ン

　

日
本
航
空
︵
Ｊ
Ａ
Ｌ
︶
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
拡
大
に
伴
う
環
境
変
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
２
０
２
１
年

２
月
１
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で

の
期
間
の
国
際
線
の
路
線
便
数

計
画
を
決
定
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
便
は
、
羽
田

︵
Ｊ
Ｌ
５
／
Ｊ
Ｌ
６
︶が
月
・
火
・

木
・
土
曜
運
航
、
成
田
︵
Ｊ
Ｌ

８
０
０
５
／
Ｊ
Ｌ
８
０
０
６
︶

が
水
・
金
・
日
曜
運
航
。
北
米

路
線
は
３
月
か
ら
、
羽
田
〜
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
線
、
成
田
〜

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
線
、
成
田
〜
シ

ア
ト
ル
線
の
運
航
を
再
開
し
、

北
米
方
面
の
全
地
点
で
運
航
を

再
開
す
る
。
ま
た
、
春
休
み
期

間
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
〜
関
西
線

を
増
便
す
る
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
今
後

も
各
国
の
出
入
国
制
限
や
検
疫

体
制
、
需
要
動
向
な
ど
を
見
極

め
な
が
ら
、
運
航
計
画
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
く
。

　

日
本
航
空
で
は
、
北
米
路
線

を
中
心
に
徐
々
に
便
数
を
増

便
し
て
い
る
が
、
運
航
計
画

北
米
全
地
点
で
運
航
再
開

日
本
航
空
３
月
か
ら
増
便

か
ら
見
る
と
依
然
と
し
て
大

幅
な
減
便
状
態
が
続
い
て
い

る
。
冬
期
ダ
イ
ヤ
期
間
合
計

︵
２
０
２
０
年
10
月
25
日
か
ら

21
年
３
月
27
日
ま
で
︶
の
減
便

対
象
路
線
は
60
路
線
で
減
便
数

は
１
万
９
１
７
５
便
に
上
る
。

１
月
だ
け
で
60
路
線
・
計
画
便

数
４
８
９
８
便
中
、
３
８
６
６

便
が
減
便
︵
減
便
率
79
％
︶
と

な
っ
て
い
る
。

　

最
新
の
運
航
計
画
は
公
式

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トw
w

w
.jal.

co.jp/

で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

https://www.kff.org/slideshow/2020-employer-health-benefi
https://www.kff.org/interactive/premiums-and-worker-contributions-among-workers-covered-by-employer-sponsored-coverage-1999-2020/#/?compare=true&coverageTypeComp=worker_contribution
https://www.kff.org/interactive/premiums-and-worker-contributions-among-workers-covered-by-employer-sponsored-coverage-1999-2020/#/?compare=true&coverageTypeComp=worker_contribution
https://www.shrm.org/resourcesandtools/hr-topics/benefi
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.jal
http://www.jal
https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
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2021 年（令和 3 年）1 月1日（金） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［ローカル面］　　(26  )

 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

Medusa With the Head of 
Perseus

︵
ペ
ル
セ
ウ
ス
の
頭

を
持
つ
メ
デ
ュ
ー
サ
︶

　

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
小
さ
な
公

園
、
コ
レ
ク
ト
ポ
ン
ド
パ
ー
ク

に
立
つ
７
フ
ィ
ー
ト
︵
２
・
１

メ
ー
ト
ル
︶
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
。

イ
タ
リ
ア
系
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ル
チ
ア
ー

ノ
・
ガ
ル
バ
テ
ィ
が
２
０
０
８

年
に
制
作
し
た
も
の
。
ペ
ル
セ

ウ
ス
の
首
を
持
っ
た
メ
デ
ュ
ー

サ
の
凄
み
の
あ
る
表
情
と
、
作

品
そ
の
も
の
が
賛
否
を
呼
ん
だ

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
。
４
月
18

日
︵
日
︶
ま
で
。

　

詳
細
は　

https://w
w

w
.

n
y

cg
ov

park
s.org

/art/
art852

Light of Freedom

︵

自

由

の
光
︶

　

マ
デ
ィ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア
パ
ー

ク
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
、
ア
ビ

ゲ
ー
ル
・
デ
ビ
ル
に
よ
り
制
作

さ
れ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

﹁Light of Freedom

﹂。

金

色
の
細
い
足
場
で
支
え
ら
れ
た

柵
の
中
に
、
多
数
の
青
い
マ
ネ

キ
ン
の
腕
が
無
造
作
に
入
っ
て

い
る
。
自
由
の
女
神
が
持
つ
た

い
ま
つ
を
模
し
た
も
の
。
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
抗
議
の
激
動
の
時

代
の
絶
望
と
歓
喜
を
反
映
し
た

作
品
。
１
月
31
日
︵
日
︶
ま
で
。

　

詳

細

は

w
w

w
.

n
y

cg
ov

park
s.org

/art/
art859

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

ク
イ
ー
ン
ズ

ブ
ロ
ン
ク
ス

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

Medusa With the Head of Perseus　Photo credit: Courtesy of NYC Parks

MONUMENTS NOW  Courtesy of Sculpture Park

Fractured Spectrum  Image courtesy of Publicolor

Field’s Jax Thicket  Photo: Fitzhugh Karol, Field’s Jax Thicket, Courtesy of the artist.

Brooklyn Hi-Art! Machine  Photo by David Andrako Light of Freedom

Photo by David Andrako

　

ソ
ク
ラ
テ
ス
彫
刻
公
園
に

２
０
２
０
年
の
夏
か
ら
展
示
が

始
ま
っ
た
ア
ー
ト
展
﹁
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
・
ナ
ウ
﹂
で
登
場
し
た
、

芝
生
の
広
場
に
眩
し
く
輝
く
ピ

ン
ク
の
巨
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
作

品
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
ジ
ェ
フ
ェ
リ
ー
・

ギ
ブ
ソ
ン
に
よ
る
も
の
で
、
北

米
の
先
住
民
が
築
い
た
巨
大
構

造
物
を
再
現
し
て
い
る
。
３
月

21
日
︵
日
︶
ま
で
。

　

詳

細

は　

https://
socratesscu

lptu
repark.

org/m
onum

ents-now
/

Brooklyn Hi-Art! Machine 
(Mildred Beltre and Oasa 
DuVerney), Inspired By 
“What Is Left” 

︵﹁
残
さ
れ
た

も
の
﹂
に
触
発
さ
れ
た
機
械
︶

　

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
の

バ
ン
ド
シ
ェ
ル
で
行
わ
れ
て

い
る
﹁
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ハ
イ

ア
ー
ト
！
マ
シ
ー
ン
﹂
展
。 

１
９
９
３
年
の
ル
シ
ー
ル
・

ク
リ
フ
ト
ン
︵
１
９
３
６
〜

２
０
１
０
︶
の
詩
﹁W

on’
t 

y
o

u
 ce

le
b

ra
te

 w
ith 

m
e.

︵
私
と
一
緒
に
祝
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
か
︶﹂
に
触
発
さ
れ

た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作

品
。
見
る
人
に
、
黒
人
女
性
が

生
き
る
た
め
に
耐
え
る
日
々
の

闘
い
と
、
今
な
お
実
現
さ
れ
て

い
な
い
人
種
平
等
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
。５
月
２
日︵
日
︶ま
で
。

　

詳

細

は

w
w

w
.

n
y

cg
ov

park
s.org

/art/
art850

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

Fractured Spectrum

　

フ
ラ
ン
ツ
・
サ
イ
ゲ
ル
パ
ー

ク
の
ウ
ォ
ル
ト
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー

沿
い
に
あ
る
壁
画
﹁
フ
ラ
ク
チ

ャ
ー
ド
・
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
﹂
は
、

抽
象
的
な
色
と
デ
ザ
イ
ン
で
道

行
く
人
た
ち
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

を
与
え
る
作
品
。
壁
画
は
、
低

学
歴
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

貧
困
と
戦
う
12
〜
24
歳
の
若
者

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
パ
ブ
リ
カ

ラ
ー
︵Publicolor

︶
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
も
の
。 

11
月
８

日
︵
月
︶
ま
で
。

　

詳

細

は

w
w

w
.

n
y

cg
ov

park
s.org

/art/
art856

Field’s Jax Thicket

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠
点
と
す

る
彫
刻
家
フ
ィ
ッ
ツ
ヒ
ュ
ー
・

カ
ロ
ル
に
よ
る
﹁
フ
ィ
ー
ル

ズ
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
シ
ケ
ッ
ト
﹂

は
、
以
前
に
作
ら
れ
た
一
つ
の

大
き
な
彫
刻
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

し
た
鋼
を
使
用
し
て
制
作
し
た

４
つ
の
作
品
。
以
前
は
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
ダ
ン
ボ
地
区
周
辺
４

か
所
に
展
示
さ
れ
て
い
た
も
の

が
大
き
な
一
つ
の
作
品
と
な
っ

て
、
ペ
ル
ハ
ム
ベ
イ
パ
ー
ク
の

バ
ー
ト
ウ
・
ペ
ル
・
マ
ン
シ
ョ

ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
芝
生
に

展
示
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は

w
w

w
.ny

cgovparks.org/
art/art849

冬の間に訪れることができる 野外アート

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.nycgovparks.org/art/art852
https://www.nycgovparks.org/art/art859
https://socratessculpturepark.org/monuments-now/
https://www.nycgovparks.org/art/art856
https://www.nycgovparks.org/art/art849
https://www.nycgovparks.org/art/art850
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 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

コロナに明けてコロナに暮れた 2020 年。一

旦は落ち着いたかに見えた感染率が冬の到来

と共に再上昇した NY 市では 12 月中旬、店内

での飲食が再び禁止されてしまい、飲食店が

受ける打撃の大きさは計り知れない。そんな

中、ウェストチェスターでは幾つかのレスト

ランやバーが新規開店を果たし、厳しい状況

に果敢に挑戦している。励ましのエールを込

めて、今号では 4 店舗を紹介しよう。

■ Climbing Wolf
　JB とクリス兄弟が昨年 10 月、ドブスフェリーに開店し
たビールとコーヒーに特化した店。ビールは NY を中心に
メインやバーモントなど他州とベルギーやスウェーデンの
小規模醸造のドラフトビール（瓶と缶）をコレクション、コ
ーヒーは Onyx と Mighty Oak Roasters の豆を置いてい
る。また種類は少ないが日本産緑茶、インド産紅茶、中国茶
もあり、全て有機栽培とフェアトレードの承認を受けてい
る。他に地元ベーカリーのマフィンやスコーン、クッキーも。
年末年始自宅で過ごすお供に珍しいビールと、こだわりのコ
ーヒー、茶葉を探しに行っては？コーヒー 7:30 〜 17:00 ビ
ール 11:00 〜 22:00 定休なし。現在はテイクアウトのみ。
78 Main St. Dobbs Ferry   https://climbingwolf.com/

■ Osteria Padre Pio
　ナポリ出身のシェフ、アンドレ
ア氏が９月にオープンしたイタリ
アンレストラン。できる限り地元
産の材料を使い、とにかく新鮮さ
を大切にした料理で、開店して３
か月ほどだが既に高い評価を得て
いる。手作りパスタを使ったペンネ・ヴォッカソースやラビオリ、王
道のチキン・パルメジャーノに神戸牛を使ったミートボールなどがお
すすめ。ちなみに店名のパードレ・ピオとはカソリック修道会の司祭
でその行いから聖人となったピオ神父のこと。12 月 31 日までオン
ラインでテイクアウトをオーダーすると 15％オフ。月〜土 11:00 〜
22:00 日 12:00 〜 22:00 店内・屋外席、テイクアウトあり
501 Halstead Ave, Mamaroneck   http://osteriapadrepio.com/

■ The Shop Ardsley
　アーズレー在住のマイケルとスージー夫
妻が元ベーグルショップを買い取りリニュ
ーアルオープンした店で、朝食とランチは
気軽なベーグル＆デリ、ディナーはロース
トチキンやフライドチキンとビール、ワイ
ンも楽しめるフルサービスのレストランへ
と姿を変える。元々ベーグルショップの顧
客だった夫婦が初めて店を訪れた時から「こ
の店自分たちでやりたいね」と話したそう
で、前オーナーとの交渉に３年を費やして
夢を叶えた情熱のたまもの。火〜日 6:00 〜
20:30 月のみ 7:00 〜 14:30
711 Saw Mill River Rd, Ardsley
www.theshopardsley.com/

■ Rebecca’s Café
　ニューロシェルのメインストリートとウェブスターアベニューの角に９月下旬にオープンしたメキ
シコの主にプエブラのストリートフードの店。タコス３ドル〜、ケサディーラ６.95 ドル〜、ブリト
ー９.95 ドル〜、ファヒータ 11.95 ドル〜など。本場メキシコ料理が手軽に楽しめるのが嬉しい。お
すすめはプエブラ発祥の料理、Chile relleno。グリーン・チリペッパーにひき肉とチーズを詰め、衣
をつけて揚げた料理。火曜日はタコス３個にドリンクがついて 10 ドル。月〜木 7:00 〜 21:00 金土
7:00 〜 22:00 日 8:00 〜 20:00。
673 Main St. New Rochelle   https://rebeccas-cafe-mexican-restaurant.business.site/ff
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第2部を読む
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